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　※ＴＲＰＧとは

　テーブルトークＲＰＧ（テーブルトーク・アールピージー）、あるいはテーブルトーク・ロールプレイングゲームは、ゲーム機などのコンピュータを使わずに、紙や鉛えん筆ぴつ、サイコロなどの道具を用いて、人間同士の会話とルールブックに記き載さいされたルールに従したがって遊ぶ〝対話型〟のロールプレイングゲーム（ＲＰＧ）を指す言葉である。


Wikipediaより






　テーブルトークロールプレイングゲーム（テーブルトークＲＰＧ、ＴＲＰＧ）とは、サイコロなど専せん用ようの道具を用いた対話型の卓たく上じよう遊ゆう戯ぎである。

　ＲＰＧとは、それぞれの役やく割わり（Role）を演えんじる（Playng）遊び（Game）である。それをテーブル（table）を囲いながら談話形式で遊ぶのでＴＲＰＧ（テーブルトークＲＰＧ）と呼よばれる。

　つまり、ＲＰＧとは各おの々おのが与あたえられた役割を演じるゲームである。


ニコニコ大百科より
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　ダブルデイは大だい興こう奮ふんしている自分が変へん態たいであると自覚した。

　この身は、やはりヴァンパイアだったのだと強く強く意い識しきしながら走り抜ぬける。地下鉄坑こう道どうは深く濃こい闇やみと沈ちん黙もくの中ですべてを受け入れつづけていた。

「ぎィ……ッ、ふ、ふ……ぐゥッ」

　夜の一族にとって、下した顎あごを粉ふん砕さいされ、牙きばをも折り捨すてられるということは恥はずべきことだった。それは一いつ般ぱん的てきな成人男性が股こ間かんを強打され、引っこ抜かれる以上に屈くつ辱じよく的てきな意味を持つ。顔面の下、三分の一。破は壊かいされた鼻はな面づらより下は、もはやただの肉にく片へん。ぶらぶら揺ゆれるそれが再さい生せいする兆きざしはない。

　だがその痛いたみにすら、ダブルデイは色めく興奮を覚えている。

「はっ、く、グムァア……！」

　舌したも歯もなくなっている。喉のどを出入りする呼こ気きに裂さかれた肉片が絡からまり奇き妙みような音を立てた。粘ねばつく赤黒い血が飛びちり滴したたって、走りつづけるダブルデイの高こう価かなスカーフとシャツ、スーツを汚よごしつづける。

　ヴァンパイアが人間の社会に混まじり、やがて高こう貴きなる己おのれの正体に関して無自覚、無感覚になることを、夜の一族は『棺ひつぎ忘わすれ』と呼よび、堕だ落らくの一つに数えた。

　人間とヴァンパイアは相あい容いれることない反種族。姿すがた形かたちが似にているからこそ相手のやり方が気に入らない。

　精せい気きを吸すい取る陰かげの一族と、世界を謳おう歌かする陽の一族。

「ごほ、がはッ！　ハァァアッ……」

　それを忘れ、夜の一族たる自分は、陽の当たる世界でいつしか名声を求めた。ヴァンパイアを狩かる者達に気づかれたのは必然だった。

　闇の中、地中奥おく深ふかく。地下共同墓地カタコンベにも似た深夜の地下鉄坑道をひた走るダブルデイのサラサラヘアはぬめぬめとした汗あせに張はりつく。

　髪かみのわかれ目から前方に僅わずかに突つき出た一本の黒い骨ほねのごときもの。反り身、短い剣つるぎ状じようの角。吸血鬼ヴアンパイアたる由ゆ縁えんにまで、髪は絡からまった。

　それでも彼は身長一六七センチに体重一五〇キロの鞠まりのような体型とはとても思えない速度で、塗ぬり潰つぶされた闇の中を六ろつ本ぽん木ぎから新しん宿じゆく方面に疾しつ駆くする。削けずり残された、白く柔やわらかいお餅もちのような頰ほほ肉にくが風速に耐たえかねたぷたぷ揺れる。

　ヴァンパイアだからできる飛ぶような速度でダブルデイは逃にげていた。

「捻ひねり潰す」

　唐とう突とつに、ダブルデイの耳元でそれが聞こえた。

「我は帰死者またがえりものを磨すり潰つぶし、討とう滅めつする浄じよう火かの破は槌ついである」

「ぬああっ!?　ッあぎぎぎぃい……っ!!」

　間近でささやかれた吐と息いきにも近い宣せん告こくにダブルデイの足はもつれ、いびつな地面に球体に近い体が転がる。線路に頭とう頂ちよう部ぶの角がこすれ赤い火花がちった。

「ぐ、ぶがぐっ！」

　だが上等なスーツを血と埃ほこりまみれにしたダブルデイは勢いきおいそのまま、体をコマのように旋せん回かいさせ立ち上がる。癒いえない口こう蓋がいの奥おくを変へん質しつさせ、まがい物の声帯、舌した、即そつ興きようの歯を並ならべ、

「餌えさ風ふ情ぜいが！」

　歪ゆがんだ声を吐はき捨すてた。

「甘あまえないでいただきたいですね……。夜族風情が」

　声が返った。ダブルデイは塗ぬられたような闇やみの中に立つ人ひと影かげに目を凝こらす。

「後こう悔かいするぞ。ハンターごときが、俺の前に立つか……！」

「ハンター……？　今、そう言ましたか？」

　自分を追って来た者の姿すがたが今、ダブルデイにはっきり見えた。長身がきわ立つ細身の身体からだを、濃こい灰はい色いろの騎き士し然とした軍ぐん服ぷくでぴたりとつつんでいる。肩かたに担かつぐようにして片かた手てで握にぎりしめているのは、刀身をさらした蒼あおく太い日本刀。

「そんなものと一いつ緒しよにされるのは、やはり僕のやり方が悪いんでしょうね。これは反省です」

　ひどく丁てい寧ねいな声の主は人間ばなれした鋭するどい眼がん光こうを持っていた。瞳ひとみに頑かたくなすぎる光が宿っている。そこから放たれる視し線せんは高こう価かなスーツを着た肉玉のようなヴァンパイアから一ミリもずれることなく、静かで冷たかった。

「『聖団』異い端たん審しん問もん庁ちよう・秘ひ蹟せき示じ現げん局きよく、第だい零ぜろ課か、帰死者ヴアンパイア戦せん略りやく班はん所しよ属ぞく。──通つう称しよう、『鶏鳴騎士団クルースニク』。異端討滅のため現代を生きる十じゆう字じ騎き士し。そう認にん識しきするといい」

　青年の持つ太刀たちの蒼い切っ先が、ダブルデイの喉のどへと向けられ、

「瀆とく聖せいの骸むくろは、僕がすべて葬そう処きよへ送ってさしあげます」

「……ッ……！」

　うめき声がダブルデイの喉に開いた口もどきからこぼれる。恐きよう怖ふのためではない。両足を痺しびれさせるように縛しばっていたものは、強い快かい楽らくだった。頭頂の角にまで血がめぐり脈みやく打うっている。

　現げん代だいの十字騎士を名乗る青年は、カリスマ配置と呼よばれる彫ほりの深い鼻び梁りようの持ち主だった。

　薄うすく締しまった唇くちびる。形の良い耳。どの角度からも絵になる鍛きたえあげられたそのボディを見ただけで、全身がうずき、戦慄わななく。青年の頭部を丁てい寧ねいに飾かざる七しち三さん分わけの髪かみ型がたには、美学さえ感じた。

「ぐぅふ……ッ」

　この状じよう況きように大だい興こう奮ふんを覚える自分は、やはりヴァンパイアでありつづけているのだ。多幸感につつまれる。目の前に立つ青年の精せい気きをすするところを想そう像ぞうするだけで、著いちじるしい快楽に神しん経けいが浸ひたされる。ダブルデイは手を伸のばせばとどく悦えつ楽らくに、今までにない強い意味すら感じた。

「逃にげるのは、やめだ」

　声をうわずらせる。恥はずべき『棺ひつぎ忘わすれ』であったことを悔くいるのはあとだ。

「存ぞん分ぶんに啜すすりあげてやろう」

　目の前の、なにかを勘かん違ちがいしているとしか思えないヴァンパイアハンターを髄ずいまで食らい、より凶きよう暴ぼうに生きる。口こう蓋がいを元通りに修しゆう復ふくしないまま、ダブルデイは喉のど奥おくにあらたな牙、凶暴な獣けもののごとき肉色の唇くちびるを生み出し、異い貌ぼうのヴァンパイアへと変化した。本来の自分だったならありえない忌いむべき姿。礼式すら侵おかす背はい徳とく感かんがダブルデイの気持ちをさらに高めた。

「ヴァンパイアの新精神とやらには正直、反吐へどが出る思いです」

「餌えさ風ふ情ぜいに理り解かいしてもらおうとは思わん」

　最終電車が通りすぎてから、すでに数時間。始発を気にするべき刻こく限げんになりつつある地下鉄杭こう内ない、トンネルの中の冷えた闇やみをダブルデイの大だい呼こが引き裂さいた。

「目覚めろ、兵へい卒そつども……！」

　ダブルデイの両手の指から熟じゆくした植物の囊のうがはじけて種子をちらすように、暗闇へとなにかがばらまかれた。

「あの餓が鬼きだ。ここへ持って来い」

　それらが青せい年ねん騎き士しの視し界かいの中、赤と黒の精せい緻ちなチェスの駒こまであると認にん識しきできた瞬しゆん間かん、

「……ッ！」

　赤ルージユと黒ノワールの軍ぐん勢ぜいが、いくつもの旋せん風ぷうを巻まき起こしながら地下鉄坑内に生まれていた。展てん開かいされたポーン、ナイト、ビショップ、ルークらの駒の一体一体が、身の丈たけ二メートルはあろうかという鋼こう鉄てつの兵士となって地に降おり立つ。

「脳のうと脊せき髄ずいだけすくい取らせ賞味してやる！」

　兵士達は瞬またたく間に陣じん形けいを組み、異い端たん討とう滅めつ騎き士しへと殺さつ到とうした。地下鉄を走る列車の通つう過か音おんにも引けをとらない金きん属ぞく的てきな戦陣騒そう音おんが地下鉄坑道に吹ふき荒あれる。

　後陣、キングの位置。

　赤と黒のクイーンに両りよう脇わきを固めさせたダブルデイは確かく信しん的てきな勝利を手のひらに感じていた。あの青年にふいを打たれ、牙を砕くだかれ動どう揺ようしてしまった自分などもう覚えてはいなかった。ダブルデイは戦い方を──否いな、殺さつ戮りくの方法を思い出していた。

　もはや騎士を名乗る青年の姿すがたは、全方位から連れん携けいするポーンの槍そう盾じゆんを筆頭に、大剣を振ふりかぶるナイト、破は城じよう槌ついを猛もう進しんさせるルークの陰かげに隠れて見えなくなっている。

「ぶふっ！　ぐははっ」

　砕くだける音、潰つぶれる振しん動どう、爆ばく心しん地ちとも言うべきチェスの軍勢の結集点で粉みじんに破は壊かいされてゆく気配が伝わった。

「はははははははは……!!」

　多た勢ぜいに無勢、パワーが違う。あらがう術すべなどありはしなかった。

「……はん？」

　高笑が途と絶だえる。

　ダブルデイの異い形ぎようの口が真っ二つに裂さけ、蒼そう炎えんをあげ、ちぎれ飛んでいた。

「お、おごおぼぼぼ……ォォッ!!」

　二度目の顎がく破は壊かい。

「笑い声が不ふ快かいだったので、つい」

　戦せん闘とう騒そう音おんが凪ないだ一いつ瞬しゆんに響ひびいた青年の声。平然と苦笑すら混まざった声がダブルデイの耳までとどいた。




　次瞬、赤ルージユと黒ノワールの兵達は木こっ端ぱ微み塵じん。蒼あおい剣けん閃せんによって切り崩くずされ、破は片へんは中心へ爆ばく縮しゆくした。




　思わず耳をふさぎたくなる、鋼こう板はんを無理矢理折りたたむような不快な破壊音が生まれつづけている。片手に太い日本刀を提さげた青年の手の上に円えん軌き道どうを描えがいて凝ぎよう縮しゆくされていく赤と黒のチェス兵の破片達。

「僕とチェスで遊びたいんですか？　不毛ですね」

　七しち三さんの青年は無む傷きずで、元から立っていた地点でダブルデイと対たい峙じしていた。

「終わったと思うかァッ！」

　ダブルデイは口元を押おさえ、第二陣じんともいうべきチェス駒こまを盛せい大だいにばらまく。

「『唯ゆい一いつ性せい』というものをご存ぞんじですか？」

　青せい年ねん騎き士しは臆おくすることなく前に出た。

「すべての秘ひ蹟せき、その始原の太たい祖そともいうべき久く遠おんの一いつ者しやが、僕ら鶏鳴騎士団クルースニクにあたえたもう力は偉い大だいです」

　チェス兵達が組む必殺の陣形から、意味と価か値ちが喪そう失しつしていた。

　ダブルデイは見ていた。騎士が片かた手てで空間を撫なでた瞬間、陣形から兵達が一人ずつ、青年に斬きられるために吸すい出されている光景を。

「聖せい遺い物ぶつのゼロレプリカを封ふうじたこの刀から、僕が導みちびくことができる秘蹟が『唯一性』です」

　七三分けの刀使いは、炎なびかせる蒼い剣閃で鋼はがねの兵士達を微塵に切り捨てながら、何かを告げている。

「僕はそれを『原子』と直照しました。そのイデアは『それ以上は分ぶん割かつできない最小単位』」

　よって無傷。彼はそう言っているのだろうか。青年はルークの破は城じよう槌つい、ナイトの剣けん撃げき、ビショップのメイスやポーンの槍やりを時たま、試すように手のひらで受け止め、分ぶん析せき的てきにうなずいてみたりしている。

「秘ひ蹟せき示じ現げん局きよくにも『唯一性使い』は少なくありませんが、それを『原子』として扱あつかい、『原子間引力』をもって『重引力制せい御ぎよ』として行使できるのは、まあ、僕ぐらいのものでしょう」

「無茶苦茶だァ……ッ！」

　放ったチェス兵はすべて青年の腕うでと刀によってずたずたにされていた。場にはもう、キングたるダブルデイを守るクイーン二体しか残っていない。

　青年と対たい峙じするダブルデイは力を放出しすぎたせいか瘦やせ細り、皮ひ膚ふはしわしわだった。

「よく聞こえません。もうちょっと近くで言ってもらえませんか？」

「うお……っ!?」

　ぐんッ！　と引きずられるようにダブルデイのボディが無む防ぼう備びなまま、青年の剣けん域いきに突とつ出しゆつ。濡ぬれたような斬ざん撃げき音おんが地下鉄坑こう道どうに響ひびき渡わたった。

「……さすがクイーン、チェスでは最強の兵種というわけですか」

　青年は初めての衝しよう撃げきにはじかれ、後こう退たいしていた。

「あくまでもキングを庇かばい、戦せん況きようを覆くつがえそうとするつもりですか？　いいでしょう」

　二体のクイーンが舞まっていた。赤ルージユがダブルデイと位置を交こう換かんするように肉のヴァンパイアを護まもり、黒ノワールのクイーンの剣は、騎き士しの頰ほおに傷きずをつけていた。

　ダブルデイには青年の、なにが「いいでしょう」なのかわからなかった。クイーンが青年騎士の刀によって残ざん骸がいに変えられていく光景だけが繰くり広げられる坑内。彼は、すでに死を意い識しきしていた。

「その血を一いつ滴てき、すするといい」

「……は？」

　腰こしを抜ぬかして地面に尻しりをついていたダブルデイの目の前に、ずたずたに動かなくなった黒のクイーンの剣先があった。そこに、わずかに赤い血が雫しずくとなって付着している。青年の頰ほおをかすった時のものだった。

「この僕に傷をつけた、その褒ほう美びだと思えばいい」

　──これを、この血を舐なめろと言っているのか？

「それとも、そのままもう一度死にますか？　僕はどうでもいいんですよ」

「ぐっ！」

　渇かつ死し寸すん前ぜんのヴァンパイアとしての欲よく望ぼう、そしてなにより恐きよう怖ふがそうさせた。ミイラのようにかさかさになっていたダブルデイは剣の血を、震ふるえながらすすった。

「ふ……ぶぅおォオ……ッ!?」

　芳ほう醇じゆんでコクのある血味が舌したに触ふれた瞬しゆん間かん、突つき刺ささるような刺し激げきが、全身を駆かけた。

　目の裏うらが虹にじ色いろに染そまる。

「ぅお……おあぁあ……っ！」

　みるみる顎あごの負ふ傷しようが癒いえ、本来の牙きばが戻もどった。身体からだの芯しんから気力が充じゆう実じつしている。とてつもない陶とう酔すいと悦えつ楽らく感かん。覚かく醒せい剤ざい的てきともいえる活力がボディに満ちていた。久ひさしく生で味わうことのなかった暗い快かい感かんに、ダブルデイは全身の肉をぷるぷる震ふるわせる。

「ふんーっ！　んふぅーっ!?」

　すばらしい法悦の時だった。そして、それだけではなかった。

「ふぅおおっ！　ごぉぉおおお……!?」

　全身が、熱く厚あつく、張はりつめていた。

「ッ……!!」

　異い常じよう事じ態たいを知った。

「僕の味は、どうでしたか？」

「キ、キサマはぁぁぁああ……ッ！」

　スーツをミチミチと引き裂さき、元の自分の姿すがたはもとより、チェス兵のナイトやルークよりも、さらに二回りは巨きよ大だいな悪あつ鬼きの姿に、ダブルデイは変身していた。

「ぁぁぁああああッ！　ヴァンパイアハーフ……ゥッ!!!?」

　ダブルデイがひたる感情、暗黒の快楽とあふれ出すパワーは彼の残ざん虐ぎやく性せいをさらに深みから汲くみあげ、それは無む限げんとも思える意思の力まで彼に与あたえつづける。

「僕の血は、あなた達のような帰死者またがえりものに対しては相当な効こう力りよくを持つらしいですね」

「キサマはもう死んでいい！」

　ダブルデイは青年のはるか頭上から、轟ごう音おんとともに大鉄球のごとき拳こぶしを振ふり下ろした。

「我が名は、刀と儀ぎ野の祇ぎ園おん──」




　青年の持つ蒼あおい太刀たちが、全長三百三十センチ、体重四百十キロと化したヴァンパイアを、爪つま先さきから脳のう天てんへ向け、縦たて一いち文もん字じに両りよう断だんした。




「『鶏鳴騎士団クルースニク』第十三小隊隊長、刀儀野祇園。憶おぼえておいてください。あなたの灰はいを、葬そう処きよに叩たたき込んだ者の名ですから」

　ヴァンパイアの切せつ断だん面めんが暗い空色の火か炎えんを吹ふきあげ、二つにわかれた肉の塊かたまりが爆ばく散さんする。地下鉄坑こう道どう内ないに高い破は裂れつ燃ねん焼しよう音おんがコウコウと響ひびくなか、祇園は刀を捧ささげ持ち、

「その魂たましいの行き先に、茜あかねと山さん査ざ子しの棘とげがあらんことを」

　帰死者に二度目の死を与え、火葬ならぬ爆葬を終えた青年騎士。虚こ空くうに祈りを捧ささげる祇園の眼めには、許ゆるしの片へん鱗りんすらない。

「祇園くーんっ！」

　騎士が納のう刀とうを終え、来た道を戻もどろうと振ふり向いた先から、少女とおぼしき声が近づいて来る。

「遅いですよ、枢くるる」

　スカートタイプの軍ぐん服ぷくに身をつつんだ少女、嬉うれし奈な森もり枢くるるであった。

　彼女は、ここがヴァンパイアのひそんでいた暗黒の地下鉄坑道ではなく、彼氏と二人っきりで訪おとずれたプラネタリウムと勘かん違ちがいしているような表情で、

「ひどいよ祇ぎ園おんくん！　罠わなのチェス兵全部、ボクに押おしつけたー！」

　口では文もん句く言いながらも、真っ白い純じゆん粋すいさで育てたお花を、少女は瞳ひとみの中に輝かがやかせている。いつもの合図で始まる遊びを待ち望む子犬のような仕し草ぐさの枢くるるに、

「まさか、あれに手こずったんですか？」

「べつにそーいうわけじゃないよ！　ちょっとだけ寂さびしかったのっ！」

　ただ一点、少女の両りよう腕うでをつつむ巨きよ大だいなガントレットだけが、暗い地下鉄坑こう道どうに釣つりあうだけの剣けん吞のんさを放っている。まったく戦せん闘とうには向かないロングヘアを揺ゆらす少女の大きな手てつ甲こうは、まるで工事用の穿せん孔こう重じゆう機きの先せん端たんのように、傷きずだらけに摩ま耗もうしていた。

「祇園隊長……！」

「諫いさ奈な、枢になんとか言ってやってください」

　そしてもう一人、遅おくれて坑道内に姿すがたを現あらわしたのは枢と双ふた子ごのようにそっくりな少女。けれども髪の毛の先まで元気を行き渡わたらせている手甲少女と比くらべると、彼女はかなり落ち着いた雰ふん囲い気きの才女然としたショートカットの眼鏡めがね娘むすめだった。

　伏ふく兵へいとして放たれたチェス兵は二人で始末するので、隊長は本体であるダブルデイを追うようにと、うながしたのは彼女、後方情報支し援えん担たん当とうの嬉うれし奈な森もり諫奈だ。

　小こ脇わきに魔ま導どう書しよらしき薄うすい本を抱かかえた彼女は、細い銀ぎん鎖さを垂たらすメガネのつるに指先を当て、

「隊長、戦闘で傷を？」

　祇園の頰ほおに薄うすく引かれた赤みを、諫奈はめざとく見つけていた。

「あーっ、祇園くん、それって……」

　側面打だ撃げき戦闘支援要員の枢も、それに気がついてニヤニヤし始める。だが、あと数秒もすれば跡あと形かたもなくなる傷を気にせず、長身の騎き士しは坑道を歩み始めた。枢と諫奈の姉妹は地下鉄坑道内の暗くら闇やみを見回しながらそれにつづく。

「ヴァンパイアとはなんであるか、二人は答えられますか」

　七三分けの青年は問いかけた。二人の前を行く祇園は表情を変えていない。

「……エロカッコイイ？」

　嬉奈森枢が、小走りになって、祇園をのぞきこむように答えた。

「ふむ」

　ヴァンパイアとはなにか。

　ダブルデイをヴァンパイアの筆頭とするわけにはいかないが、青年は彼にさえ一種の美学を見ていた。──それがひどく安物に見えたとしても、それはある種のこだわりに違ちがいない。

　帰死者またがえりもの達は、自分達を高こう貴きで理性的な一族と称しようしている。

　そして彼らは、自分達の本性が持つ、どうしようもなく淫みだらな獣じゆう欲よくを抑おさえつけることを美び徳とくとし、本ほん能のうのままふる舞まうことを、はしたないこととして忌き避ひした。

　だが青年から言わせれば、ヴァンパイアが自みずから〝新精神〟とよぶそれらの思考は、その欲よく望ぼうを倒とう錯さく的てきに剝むき出し、なによりの快かい楽らくとしてむさぼる行こう為いまでをセットとしているとしか思えない。

「人の世に仇あだを為なす屍し怪かいかと」

　背せ筋すじを真っ直ぐに伸のばしたままの諫いさ奈なの答えは、それだった。

　ヴァンパイアは、それぞれ固有の特とく殊しゆ能のう力りよく、『血罪示現ヴアンピリズム』を行使してくる。

『血罪示現』には、彼ら帰死者またがえりものの残ざん虐ぎやく性せい、さらには戦せん慄りつを求める快かい楽らく欲よくと獣じゆう性せいが反はん映えいされるため、その能力内ない容ようを人間界の『遊技ゲーム』に関連させることが少なくない。

　一説には、ヴァンパイアは生来的に『そうせずにはいられないから』という身も蓋ふたもない理由が、そこに加わるという。

　現げんに、人間の間にはこのような『吸きゆう血けつ鬼き信しん仰こう』がある。




　魔まの者を遠ざけるには、地面にマメを撒まいておいたり、蛇じやの目めをかざしておけばよい。




　なぜならヴァンパイアは細かなマメや格こう子しの数を数えることに一いつ生しよう懸けん命めいになってしまい、鶏にわとりが鳴く時間、つまりそのまま夜明けを迎むかえ、朝日を浴びて灰はいになってしまうからだ、と。

　細かなコトから目がはなせず、それを極めなければ気が済すまない。身が滅ほろびるほどに。

　それらの性せい質しつが悪しき遊ゆう技ぎ性せいにまで高められるのだ。

　夜の一族は不死性ゆえにありあまる時間を使い、世にあふれるゲームに精せい通つうし、己おのが特殊能力『血罪示現』にまで練ねりあげてくる。ゲームの相手に選ばれるのはいつでも人間であり、それゆえ、帰死者は人に仇あだを為なす存そん在ざいと言えた。

「隊長？」

　沈ちん黙もくをつづけていた青年が、流れるような歩みを止めた。

「いいですか二人とも。やつらを定てい義ぎするときに、そんな高こう尚しようなセリフは必要ありません」

　とんっと跳ちよう躍やくし、刀と儀ぎ野の小隊の隊長たる青年は、明かりの消えているホームへと降おり立つ。

「帰死者はただのゴミ。僕達が帰死者に対し祈いのるのは、やつらに汚けがされた人々の無念を除のぞくために他なりません」

　腰こしに提さげた長刀の鞘さやを握にぎり、鍔つばに親指をかけたまま、同じくホームに上がった二人の少女へと振ふり向く。

「忘わすれないで下さい。我われら鶏鳴騎士団クルースニク第十三小隊は、あまねく穢けがれを葬そう処きよへ送り返すためだけにあるということを」

　鶏鳴騎士団の騎き士しである青年の意思と身体からだに、抑おさえきれぬ峻しゆん烈れつな力りき波はがたゆたっていた。並なみのヴァンパイアならば、その場で腰こしが萎なえ、へたり込んで泡あわを吹ふくであろう、憎ぞう悪おに近い怒いかり。

「はぁぁ……祇ぎ園おんくん、やっぱりカッコイイ……！」

「その姿し勢せいを散歩中の子犬にも、コンビニでお釣つりを貰もらう時にも変えないのは、社会的にはどうかとは思いますが……」

　諫いさ名なは小こ脇わきに抱かかえていた魔ま導どう書しよを持ちかえ、メガネのブリッジにふれる。
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「ただ、隊長のことばはどれも、私が最初にしました、なぜあのダブルデイから傷きずを負おったかという質しつ問もんの答えにはなっていません。隊長が手こずる相手のはずがなく」

「簡かん単たんな話で答えたくなかったんですが、いいでしょう。チェスの『血罪示現ヴアンピリズム』は、メジャーなようでいて、僕にとって初めてでしたから」

「つまり油ゆ断だんしたと……？」

「いいえ、本気を出す機会もそうそうありませんし、ついつい色々試してしまいました」

「……ついて、いけません……」

　地上に出るホームの階かい段だんを登る隊長のことばに、諫名は大きな溜ため息いきをもらす。

「今回も潜せん入にゆう捜そう査さのはずでした。ダブルデイが属ぞくしていた、帰死者またがえりもの最大にして最悪の『褥訓レリジヨン』である『非存在メー・エオン』を探さぐる目的の作戦を、隊長は……」

　早朝と深夜のあわいだった。地下鉄渋しぶ谷や駅、地上出口にはゆるい風が吹ふいている。

　地上に出た。

　高い建物に囲まれてはいたが、人ひと気けはなかった。

「この件けんの処しよ理りが終わりましたら、私は隊を辞やめます」

「やれやれ諫いさ奈な、またそれですか」

「私、今度は本気です」

「……お姉ちゃん？」

　立ち止まりうろたえた枢くるるに遅おくれて、青年も立ち止まる。振ふり返りはしなかった。

「もう私は疲つかれました。隊長、あなたの独どく断だんに」

　夜や気きに少しだけ、早朝の気配が生まれていた。眼鏡めがねの軍ぐん制せい服ふく少しよう女じよはつづける。

「作戦は初日で無に帰きしたのです」

「いつものことじゃないですか。諫奈も『聖団テイアソス』や異端審問庁グレゴリウス・ナインが、僕に任にん務むを回すとどういうことになるか知っていてやっているのは承しよう知ちしているでしょう？」

「ですが──」

「付いて来られないのなら、隊を去るのもいいでしょう。好きにしてください」

「ぎ、祇ぎ園おんくん!?」

「隊長……」

　青年は振り返るようにして諫奈に身体からだを向けた。小隊の後こう方ほう支し援えんを担になう少女は魔ま導どう書しよを握にぎりしめる。

「どうしました？　諫奈。あなたが言い出したことですよ。……ただ、これだけは言わせてください」

　あきらかに除じよ隊たいを願い出た諫奈の方が動どう揺ようしていた。青年はそれに構かまわなかった。

「帰死者またがえりもの共を泳がせておけば、それだけ何も知らない無む辜この人々に被ひ害がいが広がりつづけます。そんな馬ば鹿かなこと、僕にはできません。できるわけがない」

　青せい年ねん騎き士しの怒いかりは明らかに内側へ、自分の半身に流れるヴァンパイアの血に向けられるかのように放たれている。

「僕はヴァンパイアのすべてを葬ほうむります。すべての異い端たん悪あくをぶちのめし、灰はいに還かえす。ヴァンパイアハーフでもある僕の力はそのためだけにある」

　びくりと、諫奈はおろか枢も、隊長である青年の戦気に無む意い識しき下かで身体が反はん応のうしていた。

「それを理り解かいせず邪じや魔まをしようとするなら、あなたはもう、僕の部下じゃない」

　まるで高位の帰死者と相対しているような粘ねん性せいと濃のう度どの高い鬼き気きが空間に満ちている。

「失礼、します」

「お、お姉ちゃんっ!!　待って！」

「枢」

「はぅっ」

　きびすを返し立ち去る姉を追い、駆かけだそうとする軍制服の少女を呼よび止める。

「放っておきましょう、枢。諫奈が決めたことですよ。それよりも次の任にん務むは、確たしか……」

「学がく院いん潜せん入にゆう！」

　枢くるるも青年も、ともに年ねん齢れいは十七。本来ならば高等学校に通っている年齢だった。国の教きよう育いく課か程ていからずれた日にち常じように身をおく枢は次の任にん務むを大変楽しみにしていたのだが、

「あ、お姉ちゃん……」

　姉も密ひそかにそれを心待ちにしていたことを思い出し、テンションをもやもやさせている。

「確たしか『聖せいロヨラ学院』とか、言いましたね。……やれやれ」

　そんな枢や、姿すがたを消してしまった諫いさ奈な、嬉うれし奈な森もり姉妹の動向を気にする様子もなく、祇ぎ園おんは黎れい明めいを迎むかえる都会の薄うす明あかりを鋭えい角かくに見あげた。

「ミッションスクールに帰死者またがえりものが通っているとは、笑えない冗じよう談だんです」

　その瞳ひとみは次なるヴァンパイア討とう滅めつを頑かたくなに見つめていた。

「はぁ……、転校初日で解かい決けつとなると転出がまた面めん倒どうですねぇ」
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　聖せいロヨラ学院。

　明めい治じ維い新しん直後に設せつ立りつされたミッション系の学がく舎しやであり、関東の海うみ沿ぞいに位置する。幼よう稚ち舎しやと高等学院を擁ようし、日曜日に人々がつどう礼れい拝はい堂どうが敷しき地ちの中心にあった。刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんが属ぞくする『聖団』とも浅からぬ縁えんがあり、転入手続きは難むずかしくはなかった。

「この学校が気に入ったようすですね、枢くるる」

「うんっ！」

　在ざい籍せき者しやの数は多く、他県から入学する生徒も珍めずらしくない。校舎は丘の上にあり、整せい備びされた緑地と教室から見える海と空が印象的だった。




　ダブルデイを屠ほふった二週間後。

　刀儀野祇園と嬉うれし奈な森もり枢は学院指定の制せい服ふくに身をつつみ、生徒会室を目指している。




　ボーダレス娘むすめの枢は、転校初日で友達百人作る勢いきおいだった。すれ違ちがう生徒達と、さかんに手をふりあっている。

「けれども、残念ながら今日でこの学校ともおさらば。惜おしいですね、枢」

「祇園くんのけちんぼ！」

　言いながらも枢は、またとある女子生徒に手をふり、軽い会話を交わしている。

　スタイリーな七しち三さん分わけの青年はそれを涼すずやかに見ていた。自分に関係あることだとは思えなかった。本日転校して来たこの青年を迎むかえた生徒達もまた、刀儀野祇園を扱あつかいかねているようだった。

　今朝けさのこと。

　教きよう師しに連れられて男女二人の転校生が、とある二年生の教室に現あらわれた。

　そのうちの一人、嬉奈森枢を見た生徒達はどよめいた。無ぶ遠えん慮りよに携けい帯たい端たん末まつで彼女の映えい像ぞうを保ほ存ぞんし始めた男子生徒を教師は注意した。教室にいる誰だれもが枢と友達か、それ以上になりたそうだった。

　やれやれ、と祇園は胸むねの中で溜ため息いきをついた。枢はそんなことはお構かまいなしに、きらきらと教室中に純じゆん白ぱくに輝かがやく花びらをふりまいていた。

　刀儀野祇園に対する同級生達の反はん応のうも同じくどよめきであったが、あきらかに枢とは違う種類の動どう揺ようだった。枢がハーフのように見える純じゆん日本人だとすると、祇園は瞭りよう然ぜんたるハーフなのだ。

　そのことに誰も触ふれてこない。そして祇園も自分がことさら『ヴァンパイアハーフ』であると自じ己こ紹しよう介かいする気はなかった。

　長身で細身。あきらかに鍛きたえあげられているとおぼしきボディ。相そう貌ぼうには異い国こく人じん的てきな彫ほりの深さがある。眼がん光こうは日本で育った若わか者ものではありえない頑かたくなさで、なにより髪かみ型がたが七しち三さん分わけだった。

　それについても、誰だれからもことばが出ない。元より彼には近ちか寄よりがたい剣けん吞のんさがあった。瞳ひとみの中と周囲の空間に白いお花を満開にさせている枢くるるの隣となりでは、ニコリともしない祇ぎ園おんがより浮ういて見える。

　校こう舎しやの中では沈ちん黙もくの雲が祇園をつつむことになった。青年もそれを意に介かいす様子がない。

　ミッション系けい特有の「聖書」の授じゆ業ぎようにて、祇園が教きよう師しと交わした、聖せいペテロと啓けい示じについてのやり取りが、さらに祇園へ対する周囲の反はん応のうに拍はく車しやをかけた。

　それで構かまわなかった。すぐに消える身の上なのだ。




　掃そう除じの行きとどいた明るい廊ろう下かを歩み、祇園は生徒会室の扉とびらに手をかける。




「準じゆん備びはいいですか？　枢」

　放課後の喧けん噪そうは遠くにあった。

　青年が腰こしに提さげた黒くろ鞘さやの刀には意い識しきばらいの儀ぎ式しきがほどこしてある。枢がスポーツバッグから取り出した鋼はがねの手てつ甲こうにも同じ秘ひ蹟せきが封ふうじられていた。

「でも、またお姉ちゃんに怒おこられない？　調ちよう査さは？」

　聖せいロヨラ学院に紛まぎれ込こんだヴァンパイアは生徒会長になりおおせ、生徒達を意のままにしているとの情じよう報ほうが伝えられていた。そして確たしかに、この扉の奥おくに忌いむべき夜の一族がいることを祇園は強く感じ取っている。

「僕は帰死者またがえりものを葬そう処きよに叩たたき込むことを『聖団』から命じられたと思っています」

「ボクは祇園くんについてく」

　七三分け青年は枢にうなずき返し、生徒会室の扉に手をかける。スライドする扉は音を立てない。二人は気配を絶たち、素す早ばやく室内へと移い動どうした。

　見える範はん囲いに人ひと影かげはなかった。

　長年の使用に耐たえつづけているとおぼしき生徒会室は、整せい理り整せい頓とんと混こん沌とんの中間といった様相を見せている。壁かべぎわはスチール棚だなで囲まれ、数台ある事じ務む机づくえの上には書類や冊さつ子しが積まれていた。

「（祇園くん……！）」

「（わかっています）」

　枢が示しめしたのは、教室を半分に仕切る衝つい立たての向こうだった。

　そこに三つの気配がある。侵しん入にゆうしたこちらに気づいている様子はない。スチール棚のガラス面の反はん射しやで祇園は確かく認にんする。教師らしき人物が一人、女子生徒らしき人物が二人。

　その生徒の片かた方ほうが、どうやらヴァンパイアのようだった。

「（やれやれ、これはひどく楽な仕事になりそうです）」

　祇ぎ園おんの中に虚むなしくも、それでいて得え難がたい充じゆう実じつ感かんが満ちる。いつか予告してみた通り、あの帰死者またがえりものを討とう滅めつすれば任にん務むはそれで完かん了りよう。学院生活も初日で終了となる。

「ふ……っ」

　わかりきっていたことだが思わず苦笑の一つも漏もれるというものだった。

　気配を消したまま祇園と枢くるるは衝つい立たてに近づき、さらに向こう側の気配を探さぐる。教きよう師しと生徒達は、さかんになにかを打ちあわせていた。机つくえの上には筆箱やプリント、いくつかの文具と書しよ籍せきがちらばっている。議ぎ論ろんの内ない容ようはよくわからないが白熱しているらしく、こちらに注意など向ける気配はまったくなかった。

「（……っ）」

　ふと、二人は息をひそめた。議論しあっている衝立て向こうの三人が、机から床ゆかになにかを落としたらしい。

　硬かたい音が響ひびいた。

　一いつ瞬しゆん、侵しん入にゆうしたことを悟さとられたのかと思ったが、教師を含ふくめ、生徒達は何事もなかったように真しん剣けんに、時に笑い声なども立てつつ話しあいをつづけている。落下物には気づいていないらしい。そこに不自然な様子はなかった。祇園は引き締しめた気を少しだけ解といた。

　やはり緩ぬるい任務だった。

「（……ん？）」

　衝立て下の隙すき間まを抜ぬけ、机から落下したらしきものが祇園の足下まで転がって来ていた。

「（これはいったい……）」

　殺気も戦せん波ぱも感じられないそれを青せい年ねん騎き士しは拾いあげる。小さなプラスチックの立方体だった。面の一つ一つに、異ことなった小さなくぼみがある。

「（サイコロ？）」




　──瞬しゆん間かん、祇園と枢くるるの肉体は、無む意い識しきと脊せき髄ずいの反はん射しやにより最さい適てきな挙動で駆く動どうしていた。




「「ッ……!?」」

　身を伏ふせ、なにかを避さけようとしたらしき体たい勢せいにある二人の意識が、今自分達の周囲に起こった出来事について答えを求めていた。そして、自分が激はげしい混こん乱らんの中にあると悟さとった直後、

「『血罪示現ヴアンピリズム!?』」

　蒼あおい太刀たちを黒くろ鞘さやから抜ぬき放っていた青年は冷静のかけらを取り戻もどした。足下のサイコロを拾いあげたのとほぼ同時。極ごく彩さい色しきの暴ぼう風ふうの霧きりにつつまれたかのように周囲の景色、すべてが音もなく変へん貌ぼうしていたのだ。

　周囲が、原げん生せい林りんにも似にた樹じゆ木もくに囲まれた空間に変化した。

　目の前の空間をめくりあげて、あたかも異い世せ界かいへと侵しん入にゆうしてしまったかのように。

「祇ぎ園おんくん!?　これって……」

「血罪示現ヴアンピリズムの一種です。慌あわてず、警けい戒かいしてください」

　異次元に捕とらわれたわけではない。これは幻げん術じゆつに近いものであるはずだった。

「それにしても……」

　雑ざつ然ぜんとしていた生徒会室、天てん井じようも床ゆかも、学校の風景、気配が跡あと形かたもなく消えていた。そこにあったのは全天、気温や湿しつ度ど、空気の組成まで別種になったとしか思えない世界。今さっきまでいた場所とは全く異ことなる、樹木が生おい茂しげる雑ぞう木き林ばやしの細い間道だった。

　青い、木もれ日。

　木々を渡わたる透とう明めいなそよ風。

　葉は擦ずれの音とともに歌うような不思議な鳥声。

　くさいのか香かぐわしいのかもわからない大地と樹木の匂においに、懐なつかしい記き憶おくさえよみがえる。

　五感で感じるすべてが見知った日本のものではなかった。

「やれやれ……」

　祇園は両手で構かまえつづけてしまっていた刀を静かに鞘さやへおさめる。

「ここまでの幻覚……いえ、テレポートにしろ幻術にしろ……、これほど見事な空くう間かん支し配はいともなれば、相手は推すい定てい魔ま王おう級きゆうのヴァンパイア。『聖団』はよく今まで放置──」

　その時ふいに青年の瞳ひとみが、すっと細くなる。

「ぎ……祇園くん……？」

　枢くるるも気がついた。間道の奥おくから荒あら々あらしい気配が複ふく数すう、近づいて来ている。

「身を」

　言って祇園は頭上の樹木の太い枝えだに音もなく飛びうつった。枢も黙だまって静かにそれにつづく。樹上から、迫せまる者の正体が見えた。

「（オオカミと、誰だれ……!?）」

　枢がささやく。猛もう獣じゆうの速度で出しゆつ現げんしたのは巨きよ大だいな狼おおかみにまたがる、粗そ末まつな革かわ鎧よろいを着た大おお柄がらな人間──

「（あれはゴブリンです）」

「（ゴブリン!?　ほんとだ！　あれ、人間じゃないよっ!?　ど、どうするの？）」

「（異い端たんには違ちがいありません。屠ほふりましょう）」

「（待って！　いいの？　祇園くん！　こんなのボク、聞いてないっ！）」

「（ここが現実の異界であれ幻術であれ……、ここまで精せい緻ちであればヴァンパイアの精せい神しん攻こう撃げきとみなして構かまわないレベルです。排はい除じよ一いつ択たくで）」

「（で、でもっ）」

「（それに、あいにくですがあの手の異い端たん、僕は初めてじゃありません。それがヴァンパイアの支し配はい下かにあるものなら、なおさら）」

　祇ぎ園おんと枢くるるがひそむ樹じゆ木もくの下で、異端と呼よばれた怪かい物ぶつは間道から枝えだわかれする獣けもの道みちを探さぐるように周囲をうかがっている。ゴブリン。濁にごった緑色の肌はだをしたお伽とぎ噺ばなしの住人。動物園にいる象のようにしわしわでたるんだその皮ひ膚ふの奥おくで、獰どう猛もうな筋きん肉にくがぴくぴくと動いているのがわかった。

　制せい服ふく姿すがたのままの青年が太刀たちの柄つかに手をかけ、太い枝の上から無音のまま滑かつ空くうした。

　空中。抜ばつ刀とうの瞬しゆん間かん、周囲の雑ざつ音おんが消えるような錯さつ覚かくを枢はいだく。祇園の居い合あい斬ぎりは、それほど見事にゴブリンと、騎き乗じようされていた巨きよ大だいな狼おおかみを縦たて一いつ閃せんに断たち割わっている。

「なッ!?」

　祇園の腕うでが衝しよう撃げきに痺しびれ、刀がはじけ飛んでいた。

　当然の出来事として目の前にあるべき両りよう断だんが、失敗していた。

　ゴブリンも狼も、無む傷きず。

　それどころか祇園の蒼あおい太刀はにぶい音を立ててゴブリンの頭部にはじき飛ばされ、大地に転がっている。狼をまたぐ異端の人型がそれに気づき、膝ひざをついて着地した青年を見下ろしていた。

「祇園くんっ！」

　枢が幻まぼろしを見るほどに青年の不意打ちは完かん璧ぺきだった。

　少女は混こん乱らんしたまま枝を蹴ける勢いきおいで下方に向かって、飛んだ。発はつ射しやされた落下の勢いそのままに枢の両腕、鉄てつ塊かいのごときガントレットが祇園に視し線せんを向けるゴブリンの後頭部に炸さく裂れつ。

　結果は同じだった。

　同等の鉄塊を殴なぐりつけたような音を立ててガントレットもはじき返され、少女は吹ふき飛ぶ。攻こう撃げきを受けた異端のモンスターには戸と惑まどうという感情がないのか、突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに怒いかり狂くるい、目を赤くして吠ほえ叫さけんでいる。

「ゴブリンごとき……ッ！」

　祇園はその隙すきに太刀を拾いあげ、下げ段だんに構かまえていた。すべるようなモーションだった。刀の軌き道どう、青せい年ねん騎き士しの動きにゴブリンが反はん応のうできていないのは確かく実じつだった。

　──殺とれる！

　確信は、だが先ほどと同じ現げん実じつをなぞった。再ふたたび音高く、はじかれる。

「なぜです!?」

　刃はこぼれはなかった。ただ刃だけが異端の生物に到とう達たつできず、無む効こうともいえる結果を生み出す。狼に乗ったゴブリンがなにごとかわめき、ついに棍こん棒ぼうを振ふりあげた。

「ドォァラッ！」

　叫び、狼をけしかけ襲おそいかかって来たゴブリンの動きは祇園にとって緩かん慢まんとも言えるものだった。今度こそ屠ほふれる。ゴブリンの持つ棍こん棒ぼうを避よけ、すれ違ちがい様ざまにその胴どう体たいを真っ二つにするべく踏ふみ出した祇ぎ園おんの身体からだが、

「な……ッ??」

　動かなかった。

　狼おおかみの駆かけ抜ぬけ様ざま、ゴブリンの棍棒がにぶい音を立て祇園の胸むねから左ひだり肩かたにかけてめり込こんだ。その衝しよう撃げきのまま背はい後ごに転がり地面にもんどり打つ。

「ぐはっ!?」

　全身が痺しびれている。それでも懸けん命めいに立ち上がり、ゴブリンと狼の行方ゆくえを追う。狼ごと振ふり向く怪かい物ぶつは戦意をさらに高めているように見えた。

「やるじゃ……ないですか。僕も、そろそろ本気で、いきますよ……？」

　屈くつ辱じよくに全身が活かつ性せい化かしていた。

　この異い世せ界かいが、さらにクリアに知覚される。




「避よけるのじゃっ！　そこな村人ッ!!」




「はっ!?」

　はじかれたように身体からだが動いた。背後に気配。ものすごい速度で迫せまり来る。

　身をひるがえした祇園の脇わきをすり抜けゴブリンへと一直線に飛ひ翔しようしていたのは、輝かがやく雷らい光こうにつつまれた、弓から射いられたとおぼしき一いち条じようの矢。

「ボアァッ!!」

　いともたやすく矢や弾だまはゴブリンの眉み間けんに吸すい込まれ、濁にごった緑色の身体が狼の上から転げ落ちた。

「よっしゃぁぁ！　当たったのじゃよーっ！」

「ク、クリティカル出たんですから、リュドミナ先せん輩ぱいっ」

　間道脇の茂しげみをかきわけて姿すがたを現あらわしたのは二人の少女だった。

「ほら、リュドミナ先輩、やっぱり弓矢は持ってて正せい解かいでしたでしょう？　接せつ近きん戦せん主体でも、やっぱり飛び道具は持っているべきなんです」

「いやいや、さっすがアズサじゃなぁ！　うぬとわしの絆きずなスキルは相性いいのかもしれんてっ！」

　一番に姿を現したのは、弓を手にした毛け皮がわ鎧よろいの少女。

　見事な輝銀髪プラチナブロンドの持ち主だった。腰こしまでの真っ直ぐなストレートは美び術じゆつ品ひんじみた光沢を放つ。輝く前まえ髪がみは眉の上で、なにかの決意を表すかのように横一文字に断たたれている。身にまとっているものこそ違ちがえど、生徒会室にいた少女の一人に間ま違ちがいなかった。

「おおっ！　ゴブリンの眉間に命中しておるっ！」

　毛け皮がわ鎧よろいの少女が地面に倒たおれたゴブリンを見つけ、連れの少女に振ふり向いた。

　その瞳ひとみ。濃こい桃もも色いろをしていた。

　見つめた者へ、覗のぞきたくなくとも内部まで見せ切ってくるようにつぶらな、濡ぬれた瞳だった。

　鼻や唇くちびるの形がハッキリとしているのも相まって、濃桃デイープピンクという異い色しよくの瞳が作る表情はどれも大げさに映うつる。

「ダイアーウルフは逃にげてしまったか？　まあ、問題はないか」

　だが浮うかぶ表情。その仕し草ぐさに不思議と嫌味いやみがない。存そん在ざいが目立つわりには、ふる舞まいに尖とがった印象を持たせない、妖よう精せいのような可か憐れんさが彼女にはあった。

　妖精──。少女の身体のつくりは、どこか幼かった。ぎりぎり背伸びの、早熟すぎる中学生という印象をいだかせる。

　だが濃桃の瞳には妖よう物ぶつじみた圧あつ力りよくが確たしかに宿やどっている。その二つの瞳であらゆるものを見てきたのだというような否いや応おうない迫はく力りよく。そのアンバランスさは、ある種族特有の兆候だった。

「……ッ！」

　異い端たんを討うつ青年は、彼女にさらに別のものを見ている。

　輝銀髪プラチナブロンドの少女の形の良い頭部、両サイド。そこから細く、象ぞう牙げ色いろのうろこを重ねあわせたような角が上方へとのびている。宝ほう飾しよくのティアラなどではない。それは、鬼おにたる証あかし。

「やはりあいつが、ヴァンパイア……！　……っく！」

　祇ぎ園おんは立ち上がろうとしたが再さい度ど、膝ひざをついていた。ふいに目眩めまいに襲おそわれたのだ。

「んー、しかしあの狼おおかみはやはり心配じゃなぁ。わしの手て斧おのも投げておいたほうが良かったか？」

「まだ序じよ盤ばんですよ？　主武器は大切にしたほうがいいと思いますけど……」

　帰死者またがえりものが話し掛けていたもう一人は黒くろ紫むらさきの鍔つば広ひろ帽ぼう子しとそろいのマントを羽は織おり、長く大きな杖つえを持つ少女だった。やはり生徒会室にいたもう一人の真面目そうな女生徒だ。二人は仲間内同士に特有の慣なれたやり取りをつづける。

「まあ、最初はいろいろ試してみよう。それよりも、これでわしらを見つけてしまったゴブリンは全部片かたづいたのか？」

「ゲームマスター、なにか、周辺で変わったことはあります？」

　戦士と魔ま法ほう使い。そうとしか思えぬ少女の脇わきに、こつ然と一人の女性が出しゆつ現げんする。

『それなんですが、お二人とも──』

　彼女の存在はこの場にはまったくそぐわなかった。黄緑色をしたヘッドボンネットとエプロンドレスというウエイトレス然とした装よそおいは、人が立ち入らない樹林の中では明らかに浮ういている。

『──ゲームマスターであるわたくしにも、こちらの方が、いったいどなたなのか……』

　三人の視線が集まる中、祇園は、

「ぐッ、ぅぅう……ッ」

　ダメージを負った姿し勢せいのまま動けずにいた。

「祇ぎ園おんくん！　大だい丈じよう夫ぶ!?　こ、この人達……って、さっき、生徒会室にいた……？」

　ゴブリンに樹じゆ上じようにまで吹ふき飛ばされていた枢くるるがようやく祇園に合流する。青年の部下である少女は、祇園をかばうように三人との間に立った。枢は焦あせっていた。彼女は隊長である祇園が、こうまで立ち上がれなかった状じよう況きようを知らない。

「リュドミナ先せん輩ぱい！　この方達、うちの高校の制せい服ふく着てますよ!?」

「はぁっ!?　ということは、紛まぎれ込んでしまった者かっ？」

「ヴァ、ヴァンパイアが……！」

　祇園は枢に支ささえられ立ち上がっていた。その右の瞳ひとみ。燐りんが燃ねん焼しようするように蒼あおく、燃もえ上がっている。
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「はぇ？　わ、わし……!?　いや、それより七しち三さん分わけのうぬ！　右みぎ眼めが燃えておるよ!?　うぬはそれ、平気なの!?」

「見けん敵てき必ひつ葬そうッ!!」

　答えがそれだった。祇園の腰こしから鞘さや走ばしる蒼そう刃じんが、修しゆ羅ら場ばに鍛きたえ抜ぬかれた反はん応のう速そく度どでヴァンパイア少女へのびた。

「ひぃっ!?」

　クリスタルが金きん属ぞくに砕くだかれたかのような高音。

「がぁああッ！　……またしてもぉッ!!」

　異い端たん殲せん滅めつの使命、その重さをすべて刃は先さきに乗せた一いち撃げきが輝銀髪プラチナブロンド少女の直前ではじかれた。

　よどみなく、すべらかな水流のごとき青年の一撃を前に棒ぼう立だち。一切反はん応のうできずにいた少女はぺたりと地面にへたり込こむ。

「な、なんじゃあ……？　パーティアタックが、したいのかぁっ!?」

「なるほど……」

　飛びのき、再ふたたび距きよ離りをとった祇ぎ園おんは黒くろ鞘さやにおさめた刀の柄つかに手を当てたまま、

「この『血罪示現ヴアンピリズム』を破やぶらないかぎり、あなたは倒たおせないというわけですね……？　ふふふ……、驚おどろきましたよ、これほどまでの力とは……。しかし、それでこそ、僕に類るいする可か能のう性せいのあるヴァンパイアです……」

「……う、うぬは、なにを……？」

「しかし無む駄だなこと。これほどの『血罪示現』は初めてのことですが、この僕が攻こう略りやくできなかった異端悪はこれまで皆かい無む」

　異端殲滅騎き士しの右みぎ眼めが苛か烈れつな蒼い炎ほのおを吹ふきあげる。

「これより異端を磨すり潰つぶし、浄じよう火かの炎を灯すための死し体たい裁さい判ばんを開かい廷ていする！」

「リュドミナ先せん輩ぱい、あの人、すごいプレイングですね……」

「じゃがシナリオを理り解かいしているとは思えぬよっ!?　ま、待て！　うぬのプレイは別の卓たくではないか!?　かなりの経けい験けん者しやとお見受けするがっ！」

　アマゾネス風の毛け皮がわ鎧よろいに身をつつむ輝銀髪の少女は中ちゆう腰ごしで立ちあがり、問いただす。

「経験者といえば、そうなるでしょうね。いえ、謙けん遜そんしているわけじゃありませんよ？　ただ、これまで僕がどれほどの帰死者またがえりものを討とう滅めつして来たか……。まあ、生憎あいにくと、僕はこれまで異端の命いのち乞ごいを受けつけたことが、一度もないものでして」

「帰死者またがえりもの……と、わしを呼よぶ……？」

　少女の呼こ気きが一いち段だん、上がった。

「ということは……、うぬは、もしかして、いわゆるヴァンパイアハンターッ!?」

「いえ、ヴァンパイアハンターなどではなく、僕は『聖ー』ぐふぅ」

「お願いなのじゃよーっ！」

　少女の速度は異い常じようだった。祇園が反応した時には、彼は象ぞう牙げ色いろの角を持つ少女に正面から捕とらわれていた。

「なっ!?　くっ！　いつの間に……ッ！」

「ギオンとやら、この通りじゃぁ！」

　ひしりと正面から抱だきつかれた恰かつ好こうのまま祇園は少女を引きはがそうとするが、それさえ密みつ着ちやくされすぎていて上手うまくいかない。

「な、なにをっ!?　今さら命いのち乞ごいですか!?　無む駄だです！　くそっ！　なんて力とスピードだ……ッ！」

　悶もだえるだけ悶えながら祇ぎ園おんはどうにか少女から逃のがれ、距きよ離りを取る。彼女の方からするすると離はなれていたのだ。

「頼たのむ！　お願いじゃっ！　一いつ緒しよにプレイして欲ほしい!!　うぬは絶ぜつ対たい向いてる！」

　そして、

「や、やめてくださいっ！　なにをしているんですか！　あ……あなた恥はじ知らずですかっ!?　ヴァンパイアが土ど下げ座ざして、泣きべそって……!!」

　祇園の目の前で輝銀髪プラチナブロンドを地面に投げ打つようにして、少女は膝ひざを折っていた。

「なにがあなたをそうさせるんですっ!?」

「これもなにかの縁えんじゃ！　わしらと一緒に、この、今週発売されたばかりの『シールド・ユニバース』をプレイしてくれーっ！　たのむーっ！　話だけでも！　わしの話だけでも聞いて欲しいっ」

「くっ……！」

　祇園は飛びすさり帰死者またがえりものの少女と距離を取る。得体が知れなかった。

「す……すまん、興こう奮ふんして、しまった……。つい、嬉うれしすぎて……！」

　少女は恥はずかしそうに立ち上がっている。

「なんじゃろう、わし、すごいドキドキしてしまう！　あっ！　あと、わしは……っ」

　ここで彼女は急に祇園に顔を寄よせ、小声になって、

「わしはヴァンパイアなどではなく、不死君モール・ヴイヴアンじゃから！　ヴァンパイアとはこだわりが違ちがう！」

「確たしかに、ただのヴァンパイアとは違うようですね……」

　接せつ近きんした帰死者からとっさに身を引いた体たい勢せいで、祇園はすぅっと目を細める。

「まあ、順を追って話そう」

　見つめてくる青年からそっと視し線せんをそらしながらも、彼の表ひよう情じようが変化するのをチラチラと確たしかめる戦士姿すがたの少女。

「……聞こうじゃ、ありませんか」

　祇園は刀をおさめ、けれど不死君を名乗る身軽な少女を隙すきなく観察しつづける。

　今まで彼は、それがどんなに傲ごう慢まんなヴァンパイアであっても、その思おも惑わくと行動を手玉に取り、翻ほん弄ろうすることさえしてきた。異い端たんの討とう滅めつ者しやは帰死者に対して常つねに上位に立つべきであった。肉体的にも。そして精せい神しん的てきにも。

　この少女に対する現げん状じようは祇園に許きよ容ようできるものではなかった。よいではないか。話を聞くくらいならば。相手の方から自らの手のうちをさらそうとしているのだ。

「こほん……さて、」

　象ぞう牙げ色いろの角と輝銀髪プラチナブロンドを持つ帰死者またがえりものの少女は咳せきばらいして、祇ぎ園おんに向き直る。

「うぬは『テーブルトーク・ＲＰＧ』というものを、したことはあるか？」

「残念ながら、初耳です」

「じゃよねーっ！」

　少女は大げさに天をあおぐ。やや演えん技ぎがかった仕し草ぐさにも、やはり嫌味いやみがない。

「……ふう、まあしかたがない。わしもＴＲＰＧがメジャーな遊技ゲームと言えないことはわかっている。聞いたこともないと言われてしまっても、残念ながら驚おどろかぬ。しかし、だからこそ、わしはこうしてロヨラの生徒会長になってまで、布ふ教きようをしているわけなのじゃが……」

　帰死者の少女は、ちらりと祇園を探さぐるような視し線せんを走らせる。

「うむ、というのもじゃ。わしはこの『テーブルトーク・ＲＰＧ』というゲームが、世界で一番楽しい、究極のゲームだと確かく信しんしているからなのじゃよ。やれば納なつ得とく。いまやこの学院はＴＲＰＧ一色に染そまっていると言って過か言ごんではない。くくくく……」

　祇園は、魔ま法ほう使つかいの少女と黄緑色のウエイトレス風の女性がうんうんとうなずいているのを横目に見る。どうやら本当のことらしい。

「なるほど『究極のゲーム』ですか」

「うむ!!」

　さすがに祇園は眉まゆ根ねを寄せていた。彼はこれまで帰死者に対するべく、数多くの遊技を学び、体得してきている。

　その中に、彼が究極だと思えるゲームはなかった。

　刀と儀ぎ野の祇園にとって会え得とくする『遊技』とは、すべて帰死者殲せん滅めつのための道具にすぎない。

「つまり、その『ＴテーブルトークＲＰＧ』というゲームが、この『血罪示現ヴアンピリズム』の核かくとなっているわけですね……」

　冷静な分ぶん析せきが青年の中で進んでいる。この帰死者を討とう滅めつするタイミングは、そう遠くないところにありそうだった。露ろ出しゆつの多い毛け皮がわ鎧よろいの少女はつづける。

「ＴＲＰＧは想そう像ぞう力りよくのゲームじゃ。ゲームを進める方法のメインは、テーブルトーク。つまり、会話とコミュニケーションでプレイは進められる！」

「ふむ……、とりあえず理り解かいできます。つづきを」

「プレイヤーはキャラクターになりきり、想像力がつづく限かぎり、その世界において自分の取る選せん択たく肢しを作りあげてよいのじゃ。そして、それがどのように行われたかを作るのも、また我われ々われの役目。そこには無む限げんの可か能のう性せいがあると言ってよい。……ん？　どうしたのじゃ？　なにか質しつ問もんが？」

「それでゲームになるんですか？」

　あまりに納得がいかない表ひよう情じようをしていたのだろう。ここに来て、『ＴＲＰＧ』というものがなにをするゲームなのかがわからなくなり、ふいに疑ぎ問もんが口をついていた。祇園は自信満々の濃桃デイープピンクの瞳ひとみを持つ少女を問いつめたくなっていた。

「くっくっくっく。うぬは今さっき、サイコロも振ふらずにわしに攻こう撃げきをしたな？」

　それがさも嬉うれしいことのように毛け皮がわ鎧よろいの少女は笑う。

「成功するか失敗するか未知数の判はん定ていが必要とされたとき、その行動の運命は、ダイスを振ることによって決めることとなる！」

　少女はこれでもこらえているつもりのようだったが、自分の領りよう域いきに他人を勧かん誘ゆうする者特有の喜びの火が全身からもれ出してしまっていた。

「ここまでの自由度と柔じゆう軟なん性せいを持つ快かい楽らく的てき遊技ゲームが他にあるじゃろうか！　くっくっく……どうじゃ、やる気になったか？　ん？　んっ？」

「いえ、今もって、なにがなにやら、さっぱり」

　祇ぎ園おんは思案するように片かた手てで口元を覆おおう。このヴァンパイアを討とう滅めつすることは容易たやすいだろう。心の底から思えていた。隙すきだらけを装よそおっているのではない。この輝銀髪プラチナブロンドのヴァンパイアにあるのは本当の隙だった。それを突つくことにためらいはない。

「……が、あなたのいう『究極のゲーム』には……いささか興きよう味みが」

「まことかっ!?」

　実のところ、祇園は彼女との会話中、何度もこの幻げん影えいの解かい除じよを試みていた。しかし目の前の帰死者またがえりものが行使しているであろう能のう力りよくを中和、解除──つまり、この異い世せ界かいを消し去ることが出来ていない。さらには祇園固有の秘ひ蹟せきである『重引力制せい御ぎよ』も発はつ動どう不ふ可か。

　──二週間前に討滅したダブルデイとは桁けた違ちがいにレベルの高い帰死者だった。

　あの地下鉄坑こう道どうのヴァンパイアは、祇園によって彼の『血罪示現ヴアンピリズム』が解除しつづけられていたことにも気づいていなかった節ふしがある。

　これまで祇園の戦せん闘とうは、おおむねダブルデイを屠ほふった時のように行われていた。

　そしてだからこそ、得体の知れない者に、ここまでの力をこうも易々と使われていることを許ゆるすことはできない。

　自分ならば、こちらのあらゆる手しゆ段だんを封ふうじられていても、このヴァンパイアを即そく滅めつさせることは可か能のう──。己おのれの力に対する自信は揺ゆるがない。それだけの修しゆ羅ら場ばはくぐって来た。

　だがこの現げん状じよう、やはり確たしかめなければならない。

「……そうですね、実じつ際さいに触ふれてみなければ、これ以上の理解はできそうにありません。つまり僕はこの、いわゆるファンタジーの世界で、会話とサイコロによるゲームをすればいいんですよね」

「マ、マスターっ！」

　帰死者の少女はふるふると自分を抱だきしめながら叫さけんでいた。

「大だい丈じよう夫ぶじゃろうか！　この者達を、サンプルキャラクターで参加させてもっ！」

『はい、もちろんです。今回のサンプルシナリオは、もともと四人パーティ推すい奨しようのものを、リュドミナさんとアズサさんのお二人に調整していましたから』

「というわけじゃ！　あ、ちなみに！　今のように、やりたいことや、現げん在ざいの状じよう況きようなどはゲームマスターという役やく割わりのものが管理してくれる」

「了りよう解かいです。よろしくおねがいします」

　祇ぎ園おんはマスターへと優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをしてみせる。

「それではギオン。うぬは、剣士」

　輝銀髪プラチナブロンドの少女が、ぱんと空間を叩たたいた瞬しゆん間かん、

「な、なにをっ!?」

　所持していた刀はそのままに、祇園の姿すがたは学がく院いん制せい服ふくから、青せい銅どう色いろの硬革鎧ハードレザーアーマーを身にまとう姿に変へん貌ぼうしていた。

「ふぅ……。まあ、いいでしょう」

　ギオンは抜ぬきかけた刀を元に戻もどしながら視し線せんをそらす。動きづらくはなかった。

「えっと、ボクは枢くるる！　嬉うれし奈な森もり枢！　ボクはなにっ？」

　祇園の変身に驚おどろきながらも枢は瞳ひとみを輝かがやかせ、ギオンと少女に迫せまった。

「では、クルルはそうじゃな……前ぜん衛えい二人になったから、後衛の、神官はどうじゃ？」

「いいの？　ボク、神官ってやってみたかったの！」

「では、クルルは神官、と……」

「わぁ！　見て見てギオンくん！」

　帰死者またがえりものの少女に指定された瞬間、枢の制服は直線的にゆったりとしたオレンジ色、筒つつ型がた帽ぼう子しが印象的な司祭服へと変化していた。

「では、遅おくればせながら自じ己こ紹しよう介かいしておこう。わしはリュドミナ・エステルハージ。手て斧おの二刀流の戦士じゃよ！」

「私は、アザマ・アズサ。魔法使いスペルエフエクターです」

　毛け皮がわ鎧よろいの少女につづき、黒くろ紫むらさきのローブと帽子の少女がぺこりと頭を下げる。つづくように、黄緑色のウエイトレス風の女性が会え釈しやくし、

『ゲームマスターの天てん花げい寺じ鳥とり籠かごです。本来は教員なのですが、今回はマスターをやらせていただいています。よろしくおねがいしますね？　お二人とも』

「失礼？」

　進み出たのは祇園。素す早ばやく、そして医者の手つきに似にていた。

「ぃあんっ!?」

「ひゃっ……！」

　魔法使いアズサとゲームマスターの鳥籠は、小さく悲鳴をあげた。二人は、ギオンに素早く、両手で全身をまさぐられていた。

　その手は事じ務む的てきで他意は感じられなかったものの、それでも二人の要所要所をしっかりと、そして執しつ拗ように触ふれ、押おさえ、時には重みを測はかるように撫なでて、それによる彼女達の表ひよう情じようの変化をじっと観察していた。

「ふぅ……」

　顔を赤らませ硬こう直ちよくしたアズサと鳥とり籠かごを残し、ギオンは神官姿すがたのクルルへと報ほう告こくする。

「二人ともヴァンパイアに操あやつられているわけでも、眷けん属ぞくになっているわけでもないようです。信じられませんが、己おのれの意思で、この『血罪示現ヴアンピリズム』に侵しん入にゆうしているようですね」

「ギオン……くん……？」

「なんですか？」

　クルルにうながされるように背はい後ごを振ふり返った瞬しゆん間かんだった。

「ぎぃゃああああッ!!」

　ギオンはアズサの大きな杖つえからほとばしった紫むらさき色いろの雷らい光こうに貫つらぬかれていた。

「うッ!?　ごあああ……ッ！」

　電でん撃げきにはじかれ、ギオンががくっと膝ひざを落としたとみるや、今度は地面がメリメリと音を立てて真っ二つに割われ、重力に引かれた七しち三さんの青年を吞のみ込こむ。

「ギオンくぅぅんッ!!」

「ぁぁぁぁああああッ！」

　突とつ如じよ出しゆつ現げんし、ギオンを吞み込んだ奈な落らく穴けつの縁ふちまで走ったクルルの背後の地面に、なぜか空より落下してきた青年がズムン！　と激げき突とつしている。

「な、なにかが減へってるよぅギオンくーんっ！」

　地面にうつぶせで半分めり込こんでいたギオンの頭上に、ＨＰ34／34という数字が浮うかび、それがみるみるうちに24／34へと変化する。

「それはヒットポイントといって、白い34という値あたいが最さい大だい値ち。減ってしまった黄色が現げん在ざい値ちを表あらわしている。クルル、うぬは神官なのじゃから、ダメージを負おったギオンを魔ま法ほうで回かい復ふくさせるといい」

「魔法!?　ボクが使えるのっ!?」

　筒つつ型がた帽ぼう子しを押さえながら、クルルはリュドミナに振り向く。

「神官が使える神しん聖せい魔ま法ほうじゃ。レベル１ならキュア・ヴェールじゃろうな。それでギオンの傷きずが治る」

「よぉし！　キュア・ヴェール！」

　腰こしに提さげてあった聖印のメダルを地面にめり込んだままのギオンに掲かかげ、クルルは唱となえる。

「……あれ？」

　笑顔のまま首を傾かしげた。なにも起こらない。

「サイコロを振って、結果を求めるのじゃ」

「??　どーゆーこと？」

　かたわらに寄よって来た毛け皮がわ鎧よろいのリュドミナを、クルルはさらにいぶかしむ。

「テーブルトークＲＰＧは基き本ほん的てきには会話のやりとりでストーリーを進める。じゃが、話しあいでは解かい決けつが難むずかしいことがらがあるじゃろう？　喋しやべったままにキャラクターが万ばん能のうでは、ゲームとしては不完全じゃからな」

「じゃあどうするの？」

「魔ま法ほうがどれくらいうまく使えたかを、サイコロの出た目で決めるのじゃ」

「ふぅん……？」

「簡かん単たんじゃよ？　まあ見ておれ」

　後ろ手に、腰こしに留とめてあった手て斧おのを一丁跳はねあげ、リュドミナは器用に空中でつかむ。

「あの木の実を、この手斧を投げて落とす。マスター、達たつ成せい値ちは？」

　十五メートルほど離はなれたところに、赤い果実のなる樹じゆ木もくがあった。

『達成値は十二としましょう。腕うでの立つ戦士ならば、やってできないことはない値です』

「順当であろうな。では、まず、【アクション宣せん言げん！】わしはこの手斧を投げ、あのりんごを落とす！」

　周囲の空気になにかが通い、びしりとセッティングされたような気配が生まれた。

「それから、サイコロを振る。【ダイスセット！】」

　右手で握にぎりしめた手斧を振りあげ構かまえるリュドミナ。リンゴに向かってゆるくのばした左手の先に、サイコロが出しゆつ現げんし、輝かがやきだす。

「いざ、【ロール！】」

　はじかれたように発はつ射しやされた二つのサイコロは赤い木の実へ、シュパっと音を立て飛び、駆かけのぼるように停止する。出た目は、

「[image: ]と[image: ]の八！」

　大きく強調されたサイコロを毛皮鎧の少女は読みあげた。

「……た、足りてないよリュドミナちゃん！」

「ふむ、このサイコロの出た目に、使用者のレベルや能のう力りよく値ちという基き礎その値あたいを足すのじゃよ？　サイコロの数字に追加される基き礎そ値ちによって、キャラクターの得意分野や、職しよく業ぎようスキルが活いかされるというわけじゃ」

「ふぅん……？」

「つまりじゃ。サイコロの出で目めである八と、わしのファイターレベルの２と、筋きん力りよくボーナスの３を足して合計は十三になる。マスターの指定した達成値は十二じゃったから、成功というわけなのじゃ！　よいかっ？」

　言うやいなや、再ふたたび構えをとったリュドミナの腕うでから、びゅんっ！　と手斧が放たれた。

　ぐるぐると回転する重い刃やいばは弧こを描えがいて飛び、りんごにぱしゃーんと命中。そのまま樹木に突つき刺ささる。

「すごーい！」

　クルルは手て斧おのを追いかけるように樹じゆ木もくへ駆かけ寄より、確たしかめるように刃やいばを引き抜ぬいた。

「ボクもやってみたい！」

「違ちがう！　そっちじゃない！　手負いのギオンに手斧を投げてはとどめになってしまう！」

「で、でも……！」

「でもではないっ！　うぬがするのはキュア・ヴェール！　【アクション宣せん言げん】でギオンにキュアヴェールを使うことを宣言し、【ダイスセット】でサイコロを構かまえ、【ロール】で結果を出すのじゃ！」

「【アクション宣言！】ギオンくんにキュア・ヴェール！　【ダイスセット！】」

　手斧を持ったままギオンに駆け寄ったクルルは宣言。サイコロが聖せい印いんをにぎった腕うでの上に出しゆつ現げんし始める。

「【ロール！】」

　小さな流れ星のようにサイコロはちりぢりに舞まい、ギオンの上に到とう達たつ。

「うわ、四つもサイコロ飛んだ！　[image: ]と[image: ]で四と、[image: ]と[image: ]で、七だって！」

「うむ、上の四は行こう使し判はん定ていと言って、その行動が成功したかを。それから下の七が、キュア・ヴェールの威い力りよくを示しめす。キュア・ヴェールは、[image: ]と[image: ]の一ゾロが出ない限かぎり成功じゃから、魔ま法ほうは発動じゃな」

「キュア・ヴェールっ！」

　クルルが掲かかげた聖印が今度こそ輝かがやき、光のヴェールとなって倒たおれ伏ふしたギオンを取りかこむ。

「かっこいいっ！」

「そして威い力りよくが七、それにうぬの神官レベル１と、精せい神しん力りよくボーナスの２を足して、値あたいは十じゃな」

「ギオンくん起きて！」

　ギオンの体内に光のヴェールが染しみこむにしたがい、頭上に表ひよう示じされていた数すう値ちがスクロールするように増ふえ、34／34に到とう達たつすると、

「いや、ずっと聞いてましたけど。なるほど……」

　ぱらぱらと土つち埃ぼこりをはらいながら、青せい銅どう色いろの革かわ鎧よろいを纏まとう剣士は立ち上がった。

「この【アクション宣言】と【ダイスセット】、そして【ロール】によって行動しなければ、この世界に決定的な効こう果かをあたえることはできないんですね？　僕の刀の攻こう撃げきがゴブリンにはじかれたのはそのせいです」

「うむ。うぬは理り解かいが早そうじゃな」

「よいでしょう、リュドミナ」

　グラスをはじいたような音を立て、ギオンは抜ばつ刀とう。

「その『ＴＲＰＧ』とやら、受けて立ちます。理解しましたよ。……ふむ、思ったよりも単たん純じゆんなゲームじゃないですか」

　静かに、異い端たん討とう滅めつ騎き士しの青年は、切っ先を相手に向けたまま上じよう段だんへと持っていく独どく特とくの構かまえでリュドミナと対たい峙じする。

「い、いや、うぬはなにか勘かん違ちがいしているみたいじゃから言っておくと」

「なんですか？」

「ギオン、クルル、うぬ達二人は、わしらと一いつ緒しよのパーティじゃよ？」

「パ、パーティ？」

「冒ぼう険けん者しや仲なか間まと言った方が早いじゃろうか。ともかく、仲間なのじゃよ。我われ々われは、ともに冒険者として、この『シールド・ユニバース』という世界を旅するのじゃ！」

　魔法使いスペルエフエクターのアズサも、ゲームマスターの鳥とり籠かごも、ＴＲＰＧの説明をリュドミナに一いち任にんしているようだった。神しん妙みようにうなずいている。

「いえ、待ってください。僕が、あなたのような帰死者またがえりものと、仲間……、ですかッ!?」

「うむ、わしらはゲームマスターの用意したシナリオを解かい決けつ、時には謎なぞを解といたり、強大なモンスターを倒たおすことでクリアーすることを目的としておるわけで」

「シナリオを、クリアー……。じゃあ僕ら同士が戦うわけではない……と!?」

「そういうこともあるかもしれませんが、今回は私達、とある村を救いにいく途と中ちゆうなんです」

　アズサが帽ぼう子しの鍔つばの奥おくからギオンに告げる。

「む、村を、救いに……??」

「先ほど倒たおしたゴブリンは、この先にある山の頂いただきにある村を牛ぎゆう耳じってしまったモンスターどもの見み張はり役じゃ」

「私達は、そのモンスター共に支し配はいされてしまった村を、解かい放ほうしにいく途と中ちゆうなんです」

「でも、どうして二人は、支配されちゃった村のことを知ったの？　ゲームマスターに教えてもらったの？」

「それがな、命からがら、その村から逃にげ出して、わしらがいた街まで助けを求めに来た少女がいたのじゃよ。次の満月の晩ばんに、少女の姉がモンスターのボスと結けつ婚こんさせられてしまうらしい。それで、妹が命がけで──」

「どうしたの？　ギオンくんっ??」

　小さく鋭するどい破は砕さい音おんが、異端殲滅騎士の手元から響ひびいていた。ギオンの右手親指が刀の鍔つばに食い込み、赤くなっていた。

「ゆ……許ゆるせんッ!!」

　青年の右みぎ眼めが再ふたたび蒼あおく燃もえ上がった。

「ギオンくんッ!?　な、なんでガチギレしてるの!?」

「異端のやつらめがぁぁッ!!」

　ギオンを中ちゆう心しん軸じくに空気が揺ゆらいだ。

「この地ち域いきの騎き士し団だんはなにをやっているんですか!?　そいつらは今すぐ葬そう処きよにぶち込こまれるべきだッ!!」

　パーティメンバーもゲームマスターも呆あつ気けにとられている。祇園を取り囲んでいた彼女達は、とりあえず半歩、青年から下がった。

「どこにあるんですかその異い端たんに支し配はいされた村というのは！　……いえ、あの異端はこの獣けもの道みちを進もうとしていました。つまり、この先に村があると考えるのが道理。急ぎましょう！」

「マスター……？」

　リュドミナがうながす。ボンネットを揺ゆらし、ウエイトレス風ゲームマスターが進み出る。

『それではギオンさん。さっそくですが、【危き険けん感かん知ち判はん定てい】をお願いできますでしょうか。ゴブリンが探さぐっていた茂しげみを進もうとしたギオンさんだけが、判定することができます』

「危険感知判定？」

『戦士であるギオンさんの第六感が働いたかをチェックいたします。失敗すれば、不意打ちを受けます』

「こちらの動向に気づいたとでも？　……ふっ、だが、舐なめないでもらいましょう。【ダイスセット】秩ちつ序じよをかき乱みだす異端の走そう狗くなどに遅おそれを取る我われらではない。直ただちに振ふりはらい、掃そう滅めつする！【ロール！】」

　祇園の腕うでから放たれる二つのサイコロ。白い軌き跡せきを描えがいてとある茂しげみ上に転がり行き、

「[image: ]と[image: ]の十一！　最さい大だい値ち一歩手前ですッ！」

『それならばギオンさんにはわかります。茂みに、ゴブリンが二体、こちらをうかがっていることが』

「今度こそ、仕し留とめます……！」

　青年はすでに腰こしを落とし、刀の柄つかに、手のひらを当てている。

『危険感知に成功したため、今回のイニシアチブは冒ぼう険けん者しやにあるということで、どうぞ』

「ギオン、うぬは──」

「リュドミナ」

　ギオンは帰死者またがえりものに口を挟はさませなかった。

「僕はまだあなたを仲間と認みとめていないことを、忘わすれずに。迂う闊かつなことをすれば、問答無用で、次はあなたの番です」

「う、うむっ……!?」

「【アクション宣せん言げん】あのゴブリンを、僕のこの刀で攻こう撃げき。【ダイスセット】」

　異端がひそむ茂みを中心にして視し野やを拡かく散さんさせたギオンの眼がん前ぜんに、四つのサイコロが出しゆつ現げん。

「『限かぎりなき愛をもって我われは要よう請せいする。異端に火を。破は門もんの槌つちを』……【ロール】」

　はじかれたかのごとく直線的な軌道だった。突つき刺ささるように回転を止めたサイコロが示しめす、

「[image: ][image: ]……ッ」

「こ、ここで六ゾロクリテイカルじゃとッ!?　しかもダメージダイスも五ゾロときてる！　さっきからギオンの出で目め、爆ばく発はつしておるよ……!?」

「塵じん滅めつ……ッ!!」

　青年は、不意打ちの機会を狙ねらっていたゴブリンの頭上に出しゆつ現げんしていた。

　居い合あい抜ばつ刀とうに音はなかった。絶ぜつ叫きようも。

　円えん弧こを描えがいた光が波動となって、茂しげみごと一匹の首を撥はねあげ、周囲の樹じゆ木もくを震ふるわせる。刃やいばについた血をはらい、ギオンは納のう刀とう。

「その魂たましい、煉れん獄ごくで焼き抜ぬかれんことを」

　閉とじていた瞳ひとみが開かれ、右みぎ眼めから蒼あおい灯火が、ちる。

「そもそも異い端たんの祈いのりに、終末を超こえる速度があるとは思えませんがね。……おや？」

　固まったように身動きせず、自分を見つめているパーティに、ギオンは声をかける。

「どうされたんです？　僕がつづけて、残りの異端を屠ほふってしまってもいいんですか？」

『い、いえ、ルール上、一ターンには基き本ほん、一回の主行動しか、行えません……』

「では、早く」

　答えるマスターにうなずき、残り一体のゴブリンを指し示しめすギオン。

「いや、ちょっと、待って欲ほしい……」

　解かい凍とうされたように、長い輝銀髪プラチナブロンドを持つ毛け皮がわ鎧よろいの戦士がギオンへと歩み寄よる。

「なんですかリュドミナ。あなたが向かうのはあっちの異端のはず。……それとも、さっそく仲間割われですか？」

「んんっ、そうではなく……」

「わかりました、その手て斧おのを構かまえて下さい。そういう運命だということはわかっていたことです。ためらいは、ありません」

「……思った通り、かもしれん……。やはり、うぬは……！」

「は……っ？」

　リュドミナの行動は、またもやギオンの予想を超こえていた。両手を広げ、

「頼たのむ！　ギオン！　一生のお願いじゃぁ……っ！」

　青年が構える暇ひまもなく、またもや力強く彼を抱だきしめていた。

「ちょっ！　ヴァンパイアが一生のお願いとか笑えませんよ!?　あなた、まったく、なにをしているんですかっ!?　やめてくださいお願いですからっ！」

　彼女の背せが低すぎるのではなく、ギオンの背が高すぎるのだ。下を向いても象ぞう牙げ色いろの角の先せん端たんと、輝銀髪の頭とう頂ちよう部ぶしか見えない。身体からだの前面を覆おおう感かん触しよくは、あえて考えなかった。

「ギオン！　できるなら、やっぱり絶ぜつ対たい、わしと一いつ緒しよに、このＴＲＰＧを、セッションをつづけて欲しいっ！　最後まで！」

「……はぁ!?　な、なんですっ!?」

　慌あわてふためき、もがいた。リュドミナの言っている意味がわからなかった。

「うぬは気づいてはいないのかっ!?」

「なにがですか!?」

「おそらくうぬは、ＴＲＰＧにおいて希け有うな才さい能のうを持ったプレイヤーなんじゃぞ……っ!?」

「言っていることがよくわかりません！　普ふ通つうです！　僕はいたって普通です!!」

　上を向いてくる帰死者またがえりものの濃桃デイープピンクの瞳ひとみから、ギオンは視し線せんを逸そらした。

「いいや！　このロヨラ学院に『ＴＲＰＧ』を広めたわしが言っているのじゃ！　うぬにはＴＲＰＧプレイヤーの才能がある!!　わしはうぬと一いつ緒しよにプレイ、したい！」

「あなたわかっているんですか!?　僕は異い端たんの討とう滅めつ者しや！　あなたは僕の敵てきなんですよ!?」

「そう！　だからこそなのじゃよギオン！　うぬはヴァンパイアハンター！　わしはうぬを、絶ぜつ対たいにはなさないからなっ！　だって、うぬはこのわしを、やっぱり絶対、」

　濃桃の瞳の中が、ハートになっていた。

「めろめろにさせた……ッ！」

「く、苦しいですリュドミナ！　滅しますよ！　やっぱり僕は今すぐあなたを討滅しなくてならないようだ……ッ！」

「お、落ち着いてくださいリュドミナ先せん輩ぱい！」

　無理矢理ギオンがリュドミナを引きはがし、出来た隙すき間まに魔法使いスペルエフエクターアズサが割わりこんだ。

「先輩がこうなってしまったら、もうだめです！　私達は睡すい魔まに意い識しきが奪うばわれるまでプレイを辞やめさせてもらえません！　ここはギオンさん達だけでも先に逃にげて下さい！」

　彼女の行動が功を奏そうし、ギオンは自由の身になった。だが青年はそれ以上、下がらなかった。

「に、逃げるですって!?　いいえ！　帰死者を前にして逃げるという選せん択たく肢しは鶏鳴騎士団クルースニクにはありません！　僕は帰死者に対し常じよう勝しようの誓ちかいを立てている身。……いいでしょう、リュドミナ。あなたの気力が勝るか。それとも僕の気力が勝るか……。この勝負、受けてたちます！」

「ギオンくんっ!?　で、でも……っ、今日は早く帰らないと、今夜はお姉ちゃんが──」

「本当かギオン！　やったぁぁぁあっ!!」

『それでは、改めて四人パーティでセッションを再さい開かいいたします』




　祇ぎ園おんと枢くるるが家に帰ることができたのは、あと少しで日にちが変わろうかという深夜だった。
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　──祇ぎ園おんにとって睡すい眠みん中ちゆうに見る夢ゆめとは、フラッシュバックを意味していた。

　いつしか彼の中で、それは儀ぎ式しき性せいすら帯びている。

　自分が体たい験けんした、あの日のあの場面を繰くり返すためのビジョン。

　異い端たん討とう滅めつの騎き士しとして成長した青年は、その『夢』を見る度たびに、誓ちかいを新たにする。

　本当の家族だと、今でも信じている。

　父と母と姉。自分を生み、だからともに暮くらし、育ててくれていると疑うたがう道理などなかった。

　養子であった自分を、最後まで守り抜ぬいてくれた。

　ヴァンパイアハーフの呪のろわれた血。

　その血は、人間に対する麻ま薬やく以上にヴァンパイアを快け楽らくに浮うかべ、漂ただよわせる。

　夜の一族は上等のワインを求めるように、とある宵よい闇やみの中で、ヴァンパイアハーフである幼おさない少年を襲おそった。

　彼は、それしか夢を見ない。

　青年の見る夢は、自分の運命を変えてしまった夜の出来事。ただその一つである。

　自分を守ってくれた義ぎ父ふと義ぎ母ぼ、そして義ぎ姉しの魂たましいは、今は天の懐ふところにあると青年は信じていた。

　一人生き残ってしまったあの夜から、異端殲せん滅めつを誓う。

　帰死者またがえりもののあぎとの犠ぎ牲せいになった人々のために、祈いのりを捧ささげ、戦せん陣じんに立つ。

　あの温かさ。血の色をした闇やみに覆おおわれることで途と切ぎれ、二度と戻もどってこないもの。

　必ず家族の無念は晴らす。

　終わらせる。

　自分のような存そん在ざいが生まれる連れん鎖さを。




　静かに目が覚めていた。




　三日前に引っ越こし──とも呼よべぬ移い動どうを完かん了りようさせた場所は、駅近くの高こう層そうマンションだった。

『聖団』が日本各地にセーフハウスを用意していることを祇園は知っている。

　とどいていた荷物は三人分。刀と儀ぎ野の祇園。嬉うれし奈な森もり枢くるる。そして姉の嬉奈森諫いさ奈なの名が書かれた段だんボールが積まれていた。

　マンションの面積は無む駄だに広く、一人が一部屋ずつ確かく保ほできた。

　一番北側の部屋に祇園はいち早く荷物を運び込こんだ。据すえ置いてあったベッドを整え、机つくえ周りを整理すれば、それで引っ越しは完了した。

　祇園は枕まくらに埋うまった首を動かす。カーテンの隙すき間ま。窓まど越ごしの外は、すでに明るい。寝しん具ぐの中からベッドサイドの時計を確かく認にんする。目覚ましが鳴る十五分前。

　気が、高ぶっているのだ。

　久ひさしぶりに夢ゆめを見たせいでもあるし、昨日の出来事のせいでもあった。目を閉とじる。シャワーでも浴あびようと掛かけ布ふ団とんをめくった。

「ぅぅー、なにをするぅ～」

　白い下した着ぎ姿すがたのリュドミナが情なさけない声でうめいた。
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「さむいではないかぁ」

　不ふ機き嫌げんそうな濃桃デイープピンクの瞳ひとみが眠ねむたげであった。もぞもぞと掛け布団をたぐる輝銀髪プラチナブロンド。帰死またがえり者ものの姿を、祇ぎ園おんは停止した空間の中、見ていた。

「リュドミナ……？」

　聖せいロヨラ学院の生徒会長の白い胸むねは、彼女の小さな体たい軀くに似につかわしいものではなかった。制せい服ふくの上からではわからなかったが、極めて押おし出しが強い。

「なんじゃぁ……？」

「どうやって？」

「……は？」

「いや、そのままじっと寝ねていてください」

　寝起きの青年はベッドから立ち上がり、机つくえの上、黒く細長い柩ひつぎに似にた鞘さやを握にぎり、

「うぅうん、……はっ」

　ぱっとリュドミナが身を起こした直後。すいんっと空気がしなった気配と同時、ズシィンッ！　とベッドが中央へ向け、傾かたむいた。

「ぎ、祇ぎ園おんッ！　うぬはなにをしているぅぅッ!!　ベッドが！　ベッドが両りよう断だん……ッ!?　わしのお布ふ団とんがぁぁ～！」

「お気になさらず、楽な気分で、そのまま」

　すいんっ、ズシャァ！

「あぶなぁぁぁいいッ!!　な、なんでうぬはまたもベッドを切った!?　どうしてお布団とベッドをいっぱい切る!?　何をかんがえておるの!?　こんなのではもう寝ねれないではないかッ！　刀を置け！　右みぎ眼めが蒼あおく燃もえておるし！　うぬの顔めっちゃこわい！」

「僕としては、あなたを二つにする予定だったのですが、……なんで避よけたんですか？」

「なんで心底不思議そうな顔をしているのじゃぁッ！　死んでしまうからに決まっているであろう！　待て！　わしは……」

　象ぞう牙げ質しつ、多た鱗りんの角を持つ少女は自分の姿すがたに気がつく。

「ひぃッ!?　わしなんで下着なの!?」

「それを僕は尋たずねているのです」

　刀を腰こし溜だめに、祇園は上半身を柔やわらかく。ますます強まる殺気をリュドミナに放つ。

「ぬおぉぉお……っ、お、思い、出したぁ！　ほら、昨日の夜、この時期にしては珍めずらしく暑かったじゃろ!?　じゃからかっ!?　それできっと無む意い識しきに脱ぬい……で、ご、ごめんなさい！　だから殺さないで！　わしまだ死にたくないぃっ！」

「死にたくないのに、なぜ僕のベッドに？　答えによっては」

　鯉こい口ぐちが鳴り、右みぎ眼めが蒼く爆はぜ、火花をあげた。

「今すぐです」

「あばばばばば！　言う！　言うから！」

　ベッドからずり落ちたリュドミナは、壁かべぎわまで追いつめられ両手を突つき出す。

「わし、思いついてしまったのじゃよ昨日の夜っ！」

「なにをですか？　僕のベッドに不ふ法ほう侵しん入にゆうすることをですか？　死にますね？」

「ちがうっ！　なにその問いかけ！　そうではないっ！　祇園、うぬと枢くるるは、やっぱり自分達のキャラを作るべきじゃと、わし、閃ひらめいてっ！」

「……はい？」

「だって祇園、うぬは昨日、ＴＲＰＧのシナリオが終わった後、先にふらふらと帰ってしまったではないかっ！」

「それとこれとにどういう関係があるんですか!?　さっきから理由にはなっていません！」

「じゃからなっ？」

　祇ぎ園おんの右みぎ眼めに瞬またたく鬼おに火びがわずかに小さくなったのが嬉うれしいのか、リュドミナは身を乗り出す。

「わし、やっぱり祇園と枢くるるに『ＴＲＰＧ』をつづけてもらうなら、自分で作ったキャラでプレイしてもらいたいのじゃよ！　これ、本当に！」

「ほう……つまりはもう、あなたは僕にちゃんと現げん状じようを説明する気がないと解かい釈しやくして構かまいませんね？」

「ひぃぃっ！　また目の火が戻もどったぁ！　ま、待て！　ちゃんと説明する！　よ……よいか？　じゃってわし、絶ぜつ対たいにその方が楽しいと思いついてしまったんじゃよ？　そしたら居いても立ってもいられなくなるであろう？　ふぅ……うぬにもようやく理解できたかな？　これは仕方な──わわわっ！　な、なぜーっ!?　なんで刀の先っぽがさっきよりこっちに向いているぅ!?　やめて！　こわいっ！　う、うええええん！　だれかーっ！」

「どうしたの祇園くんっ！」

「隊長っ!?」

　ようやく異い変へんに気づいた同どう居きよ人にんたる姉妹が、祇園の部屋のドアを開け姿すがたを現あらわした。

「枢！　諫いさ奈な！　ヴァンパイアです！」

　室内の光景にことばを失っていた嬉うれし奈な森もり姉妹だったが、祇園の視し線せんの先にハッとし、

「リュ、リュドミナちゃんっ!?」

「ぁあっ、く、枢！　おはようっ！」

「隊長、これはどういうことか、説明していただけますか……？」

「ちがう！　誤ご解かいしてはならぬ！」

　動いたのは下着姿の帰死者またがえりものだった。そのスタイルに姉妹は思わずうめいた。輝銀髪プラチナブロンドの少女は青年をかばうように彼を背せに手を広げ、

「祇園は悪くない！　悪いのは、ぜんぶこのわしなのじゃから！」

「女の子にここまで言わせて……、私はやはり隊長を見み損そこないました」

「なにを言っているんですか諫奈！　あなたも知っているはずです！　僕はヴァンパイア討とう滅めつと同時に、生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓ちかった身ですよッ!?」

「生涯不犯て……ま、まことか祇園!?　うぬは死ぬまでえっちとかできぬの!?　かわいそう！」

「ううううるさいですよっ!?　そんなこと関係ないでしょあなたには……！　わかりました。やはり、リュドミナ、あなたはここで討滅しましょう。その瀆とく聖せいの骸むくろを刻きざんで灰はいにし、葬そう処きよに叩たたき込こみます」

「なんでぇ!?」

「待って祇園くん！　はやまっちゃだめ！」

　動いた異い端たん殲せん滅めつ騎き士しの前に立ちはだかったのは枢。忌いま々いましそうな表情の祇園に、側そく面めん打だ撃げき支し援えんの少女は瞳ひとみの中をトゲトゲさせた。

「リュドミナちゃんを切ったらだめって決めたのは祇ぎ園おんくんでしょ!?　ほら、リュドミナちゃん早くお洋服を着て!!」

「さあ、こちらです」

「す、すまぬーっ！」

　諫いさ奈なの先せん導どうで、帰死者またがえりものの少女は部屋を脱だつ出しゆつした。

「……枢くるる、なんで止めたんですか。あの帰死者、少しは痛いたい目を見るべきです」

「ボク、祇園くんが手て加か減げんとかできると思えない。祇園くんこそ、昨日の夜の作戦会議、忘わすれちゃったの？」

「もちろん覚えています。だからこれでも、我が慢まんしたんです」

　祇園は刀を完全に納のう刀とうし、ゴリ押おしするように机つくえの上の刀かたな掛かけへ戻もどした。

「やれやれ」

　疲つかれた様子の隊長に、隊員の少女は、彼のいつもの癖くせを真似まねして肩かたをすくめた。




　──昨夜の事になる。




　転校初日の学院からマンションに帰着した祇園は、いまだかつて体験したことのなかった遊技ゲーム、『ＴＲＰＧ』による疲ひ労ろうでふらふらだった。

　それでも夕飯を済すませ、シャワーを浴あびて心身を引き締しめ直した祇園は、すぐさま作戦会議を呼よびかけた。

「どうして私がこの会議に参加しなくてはならないのでしょう。私は刀と儀ぎ野の小隊をすでに抜ぬけた身です」

「それにしてはお姉ちゃん、やる気満々に見えるけど……」

　ダイニングテーブルの上にノートや筆箱や魔ま導どう書しよを広げペンを構かまえる諫奈に、枢の頰ほおは熱くなった。

　姉の諫奈はさっきまで、聖せいロヨラからいつまで経たっても帰ってこない二人を待ちわび、長なが椅い子すでふて寝ねしてしまっていたのだ。祇園はそれを気にしたふうもなく、顔をあげ、

「枢」

「ん？　な、なにっ？　祇園くん」

　ホワイトボードを引っ張ぱり出し、立ったまま講こう師し的てきな位置で思案している隊長に、妹の枢は振ふり向いた。

「僕と枢が本気なら、あのヴァンパイア、何秒でやれますか？」

「九秒から、遅おそくても十一秒。周囲と自分の損そん害がい無む視しなら二秒」

「ですよね……」

「どうしたの祇園くん。ボク、祇園くんが命令してくれれば、いつでもリュドミナちゃんの首を取る用意があるよ？」

「得体が、知れないのです」

　祇ぎ園おんの声は冷静だった。枢くるるは姉の諫いさ奈なに請こわれ、今日、あの生徒会室で行われたことを詳くわしく説明し始めた。

　リュドミナという名のヴァンパイアの目的が、祇園にはわからなかった。

「ふむ……」

　──山と村を支し配はいしていたフィクサー・オークのハンマーを華か麗れいに避よけ、トドメを刺さしきったのはギオンだった。

『ＴＲＰＧ』のシナリオは、クリアーすることができた。

　モンスターに支配されていた村は解かい放ほうされたのだった。遅おくれてやってきた騎き士し団だんを叱しつ咤たし、祇園は、彼らが村に常じよう駐ちゆうするための聖せい堂どうを造つくる約束までさせた。そんなギオンのプレイに手を叩たたいて喜んでいたリュドミナの持つ濃桃デイープピンクの瞳ひとみを、異い端たん殲せん滅めつ騎き士しの青年は思い出す。

　彼女はあの学院を支配し、それからどうしようというのか。

　自みずからの勢せい力りよく。眷けん属ぞくを増ふやし王国キングダムを作り、やがて周囲のヴァンパイアの王を従したがえ、一いち大だい勢せい力りよくたる帝國エンパイアを築きずく。

　命をある者をモノとして扱あつかい、支配する。その狂くるった秩ちつ序じよをヴァンパイアは至し上じようとし、大いなる悦えつ楽らくを得る。野心と欲よく望ぼうをもつ多くの帰死者またがえりものが、それを最終目的とするか、それを目もく論ろむ実力あるヴァンパイアに荷か担たんしていた。

　だがリュドミナにはその気配がなかった。不気味なほどに、臭におわない。祇園は最後まで彼女の表ひよう情じようと行動を推おし量はかることができなかった。

　ただ底知れぬなにかを、祇園は感じていた。

　リュドミナ・エステルハージには目的がある。それだけは確たしかなことだ。相あい対たいするヴァンパイアの薄うす汚よごれた欲望と邪じや淫いんにまみれた願望のほとんどを理り解かいし、制せい圧あつすることで討とう滅めつしてきた祇園。

　あの生徒会長ヴァンパイアの現げん状じよう況きようを許ゆるすことはできなかった。いかなるものであっても、強大な異端悪の可か能のう性せいを持つなら、それを見み逃のがすことはできない。それが帰死者であるならば、なおさら。

　枢からの報ほう告こくを聞き終わった諫奈が、眼鏡めがねのブリッジを押おさえ顔をあげた。

「そのリュドミナというヴァンパイアが属ぞくする『褥訓レリジヨン』に、心当たりはついたのですか？　隊長」

「『非存在メー・エオン』とも『無世界論アコスミスムス』とも、彼女のやりようは違ちがっていました。その二つを模も倣ほうする他の雑ざつ多たな『褥訓レリジヨン』など、もちろん論ろん外がいです。そもそも彼女は、彼らヴァンパイアらしからぬふる舞まいをつづけ、自みずからを『不死君モール・ヴイヴアン』などとすら呼よんでいるのです」

「直ちよく接せつリュドミナちゃんには聞かないの？」

「鋭するどい意見ですが……」

「まず、無理かと」

　諫いさ奈なが枢くるるへとペン先だけを向けた。

「ヴァンパイアは、もって回った語り口で、私達を煙けむに巻まくことを生き甲斐がいとしているような連中ですから」

「そっかぁ。うーん、お姉ちゃんの言う通りだよねぇ……うぅん？　でもリュドミナちゃん、そういうタイプには見えないけど──」

「それともう一点」

　祇ぎ園おんはことばを切り、

「……、いや、気が変わりました。これは今はいいでしょう。個こ人じん的てきなことです」

「祇園くんの個人的なこと!?」

「隊長の個人的なこと!?」

　姉妹の声がハモっていた。

「よ、よくないよ祇園くん！　言って!?　ボク達同じ小隊の仲間でしょ!?」

「隊長。すべての情じよう報ほうを開かい示じしていただかなければ作戦立案に重大な支し障しようが出ることは明白。言うべきです」

　矢や継つぎ早ばやに嬉うれし奈な森もり姉妹は祇園へまくし立てた。

「いえ、ことばがすべりました。これはお二人には関係ないことです」

「そ、そんなぁ！」

「これだから私は隊長には付いていけないのです……！」

　枢は身を乗り出し、諫奈は腕うでを組んでそっぽを向くが、

「冗じよう談だんではありません。いいですか？　ヴァンパイアハーフたる僕の中の穢けがれた半身が、あのリュドミナに強く反はん応のうしたことなど、二人には関係ないことです。これは僕個人の問題です」

「言ってる……!!　打ち明けちゃってるよ祇園くん！」

　リュドミナの『血罪示現ヴアンピリズム』内で、祇園は強い立ちくらみに似にた症しよう状じように襲おそわれていた。

　──刀と儀ぎ野の祇園の血。ヴァンパイアハーフという特とく性せい。

　彼はすべての帰死者またがえりものに対して体内と精せい神しんが反応する。今まで異い端たんに対するレーダー代わりくらいにしか思っていなかったそれが、あの時、衝しよう撃げきとも呼よべる鼓こ動どうと血ち潮しおの激げき流りゆうとなって祇園の体内を駆かけめぐっていた。

　彼には幼よう少しよう期きの記録がなかった。

　ヴァンパイアハーフ。自分の半分は、いったい誰だれを祖そとしているのか。出生が謎なぞだった。削けずり取られたような真実を求めるコトは帰死者を討とう滅めつすることと同じく、彼の生きる目的だった。異い端たんを狩かりつづければ、いつかはめぐり会うと信じていた。

　そして青年は、あのリュドミナのようなヴァンパイアを、知らない。

　あれ程ほどまでに自分の中を、深しん奥おうまでかき混まぜ、胸むねぐらを熱く暗く翻ほん弄ろうさせるもの──

「つ、つまり、それはリュドミナという帰死者またがえりものが、隊長のヴァンパイア因いん子し……つまりは失われてしまっている過か去こに関係があるという意味にほかならないじゃないですか！　隊長の持つヴァンパイア因子の由来は、『鶏鳴騎士団クルースニク』、引いては『聖団』のこれからにも関わる大問題です！　これは隊長個こ人じんの問題を超こえています！」

「それって絶ぜつ対たいに突つき止めなくちゃだめだよ！　いつだってリュドミナちゃんはやっちゃえるんだから、祇ぎ園おんくんの問題を優ゆう先せんするべき！」

「そうであってもなくても、今から僕が提てい示じする作戦案プランは有ゆう効こうに機き能のうするはずですよ」

「隊長は、すでに作戦案を？」

「早い……！」

　姉妹の熱に感化された様子もなく、祇園は七しち三さん分わけの三の方に手て櫛ぐしを通してかきあげた。

「枢くるる、今から僕の質しつ問もんに正せい確かくに答えるんです。いいですね？」

「うん！」

「我われ々われがヴァンパイアを討とう滅めつする方法をすべて答えなさい」

「首を撥はねて焼きはらう。心しん臓ぞうを潰つぶして焼きはらう。つまりは意い識しきを奪うばって焼きはらう」

「その通り」

　祇園は枢の解かい答とうを引き継つぐようにうなずいた。

「太陽光やニンニク、流水や白木の杭くいなどは所しよ詮せん、ハンターを名乗る者たちが行う不ふ確たしかな討滅の一いち段だん階かい目めにすぎません。動きを封ふうじて灰はいにする。問答無用で塵ちりへと還かえす。ヴァンパイア討滅を単たん純じゆん化かするならば、すべてはそこに行き着きます」

「うふふー」

「今の答えは側そく面めん打だ撃げき要よう員いんとしては百点です。ただし、我われ々われが扱あつかう秘ひ蹟せき的てきな観かん点てんから見れば、実は大切な討滅方法を見み逃のがしています」

「えー？　ヴァンパイアを倒たおすのに他の方法ってあるの？」

「僕でもかろうじて思い出せた程ほどです。全然メジャーな方法ではありませんが……。諫いさ奈な、あなたならわかりますか？」

「自信はありませんが……」

　顎あご先さきに握にぎりしめていた拳こぶしの先を当てていた秀しゆう才さい風ふうの娘むすめは、脳のう内ないの魔ま導どう書しよをめくるように、

「ヴァンパイアから《精髄アゾート》を奪うばうことで、帰死者は廃はい人じんと化します」

「思い出せたようですね」

　祇園は薄うすく口を歪ゆがめて両手を広げる。

「《精髄》って??」

　妹の枢が聞き慣なれぬ単語に瞳ひとみを光らせる。彼女が言うには、聖団用語はだいたいおいしそうな洋よう菓が子しの名に聞こえるらしい。

「《精髄アゾート》とは、ヴァンパイアなど高度な精せい神しんを持つ異い端たん悪あくのコアとも呼よべる、魂たましいの中ちゆう枢すうのことです。帰死者またがえりものが人間に血を啜すするのは、一説にはそれを潤うるおすためとも言われています。つまりそれは、奴やつらの堕だ淫いん的てき思し想そうと瀆とく聖せいの力の源みなもと。核かく心しん的てき深しん意い識しきとして、奴らの内部に眠ねむっているのです」

「それを壊こわせば、リュドミナちゃんは死んじゃう？」

「破は壊かいすることができれば当然討とう滅めつすることができます。その意味では動物の心しん臓ぞうと同じです。……が、ただ滅ほろぼすだけなら《精髄》を狙ねらうより、単たん純じゆんに彼らを焼きはらう方が百万倍は楽でしょうね。なにしろ、ヴァンパイアの精神コアを奪うとなれば、秘ひ蹟せき示じ現げん局きよくの専せん門もん家か達が集まり、大だい規き模ぼな儀ぎ式しきを行う必要がありますから」

「しかし、隊長はそれをあえてしようと……？」

　諫いさ奈なのことばに、祇ぎ園おんは軽くうなずき、

「理由は二つあります」

　指を立てた。

「一つ目は、《精髄》が儀式など行わずに、容よう易いに手に入る見み込こみがあること」

　隊員である美しい双ふた子ごの姉妹はにわかに姿し勢せいを正す。

「二つ目は、手に入れた《精髄》を解かい析せきすることで、ヴァンパイアという存そん在ざいを一いち網もう打だ尽じんにする術じゆつ式しきや兵器の開発さえ実じつ現げんさせる可か能のう性せいがあること。……いえ、それを手に入れたら、僕は必ずそれを可能にしてみせます。かつて中世のヨーロッパで起こった、対異端悪、帰死者戦せん略りやくを大だい躍やく進しんさせたのは、とある強大なヴァンパイアの《精髄》を手に入れることで起こったとも言われています。それをもう一度、我われ々われが起こすとしましょう。帰死者を根ね絶だやしにするのです」

　姉妹の表ひよう情じようは一いつ瞬しゆんだけぽかーんと空くう虚きよになった。そして次の一秒で、全身に汗あせが噴ふき出し始めていることに気づく。隊長は、今、なんて言った？

　帰死者を、根絶やしに？

「一つ目から詳くわしく説明しましょう。なぜ大規模な儀式がなくても《精髄》が手に入るのか」

　説明が早い……！　理解が追いつかなかった。だが隊長である祇園をさえぎるわけにはいかない。二人は彼のことばだけでも覚えようと身み構がまえる。

「あのリュドミナという帰死者の『血罪示現ヴアンピリズム』は特とく殊しゆです」

　枢くるるにはよくわからない。彼女の一いち義ぎは祇園に依い存ぞんする。彼がそう言うなら、そうなのだろう。リュドミナ・エステルハージは特殊なヴァンパイア。

「そもそも『血罪示現』は帰死者の本ほん質しつを現あらわします。あれは、ヴァンパイアの《精髄》の力が投とう影えいされ、作りあげられる能力ですから」

「なるほど、その手が……。隊長、私が枢から聞いた報ほう告こくが、隊長の認にん識しきと同じものならば、それは可か能のうかもしれません」

「どーいうこと？」

　姉には理り解かいできているようだった。ならばきっと、二人は自分にも教えてくれるはず。

「僕はＴＲＰＧというリュドミナの『血罪示現ヴアンピリズム』に触ふれながら、確かく信しんするにいたりました」

　──奇き妙みようなゲームだった。

　祇ぎ園おんはそれを頭で理解し、身体からだで体得しようと気を張はりすぎ、オーバーヒート気味にもなった。会話だけで成立していく世界。ゲーム機器などなくとも、サイコロだけであのようなプレイが可能なものなのか……。

　いまだに信じられなかったが、あのような不可思議なゲームを核かくにして、ヴァンパイアの能力、『血罪示現』をあそこまで拡かく張ちようするリュドミナの力は、やはり無む視しすることができない。

「あの『ＴＲＰＧ』というゲームの中のどこかに、リュドミナというヴァンパイアに秘ひめられたコアである《精髄アゾート》が存そん在ざいしています。それを彼女の、あの特殊な精神世界で見つけ出し、直ちよく接せつこの手で奪うばえばいい。本来ならば我われ々われがしなくてはならない大だい規き模ぼな儀ぎ式しきは、あのリュドミナが代わりに行ってくれているというわけです」

「つまり、ボク達はあの『ＴＲＰＧ』っていうゲームをつづければいいっていうこと……？」

「そうです枢くるる。我々はあえて、あのヴァンパイアの能力が作り出す精神世界とも言うべき空間へ挑いどみます」

「りょうかーい！」

　枢くるるは呼こ吸きゆうをゆるくする。やることさえハッキリすれば、それでよかった。

「そして二つ目の理由、帰死者またがえりもの共の完かん全ぜん討とう滅めつ……。手に入れた《精髄》は、単に持ち主である彼女を滅ほろぼすだけでなく、帰死者に対する膨ぼう大だいな情じよう報ほうをも我々にもたらすはずです。あれだけの能力を持つヴァンパイアの《精髄》ならば、必ず僕ら鶏鳴騎士団クルースニク、ひいては人類の悲願であるすべての帰死者を葬ほうむり去るという大目的へ、我々を飛ひ躍やく的てきに近づけてくれる戦せん略りやく兵へい器きとなるでしょう。これは、そのための作戦となります」

「そしてさらに、その《精髄》からもたらされる情報の中には、隊長の過か去こに関する秘ひ密みつも含ふくまれると……」

「帰死者大だい殲せん滅めつ計けい画かくの前に、そのような目的ははるか小さく霞かすみますがね」

　諫いさ奈なのことばに、祇園は小さく肩かたをすくめた。

「例外的な帰死者には、例外的な対たい策さくをもって対たい処しよしていくまでです」

　ゆえに祇園は神しん経けいを集中させていたのだ。『ＴＲＰＧ』というゲームを吸きゆう収しゆうし、リュドミナというヴァンパイアを理解しようとした。

「これは極めて重大な任にん務むとなります。ヴァンパイアの完全なる制せい圧あつ、新たなその一歩。我々鶏鳴騎士団の異い端たん討滅とは、このようにあるべきです。……諫奈」

　流れるように、祇園は隊長として後こう方ほう情じよう報ほう支し援えんの名を呼び、発言を求めていた。

「作戦に遺い漏ろうはないかと。しかし隊長……もとい、祇ぎ園おんさん」

「なにか？」

「私にこれ以上意見を求めるのは筋すじ違ちがいです。私は荷物を取りに来ただけで、もう刀と儀ぎ野の小隊のメンバーではありませんので」

「これは失礼。もう大だい丈じよう夫ぶです、あなたがいなくとも」

「本日はもう遅おそいので泊とまっていきますが、明日には荷物を引きはらいます。そのつもりで」

「お姉ちゃん……っ！」

　席を立ち、早足で部屋を出て行く姉を、枢くるるは追った。

　姉妹がシャワーを浴あびた後、祇園も湯につかり、自室に戻もどり、眠ねむった。




　──それが、昨夜のことだった。

　行こう動どう指し針しんと作戦を策さく定ていした三人は、それぞれ身体からだを休めるために部屋に戻った。

　特に祇園と枢の二人は、これから任にん務むの完かん了りようまで学院へ通わなくてはならなくなる。規き則そく的てきな生活サイクルが必要だった。

《精髄アゾート》奪だつ取しゆの任務は、放課後に行われる。

　リュドミナの住まう学院という環かん境きよう、生徒会室で行われるだろうＴＲＰＧのセッションで、最さい善ぜんのパフォーマンスを発はつ揮きするために調整するべきことは少なくない。

　祇園はさっそく、改めて校こう舎しやの構こう造ぞうや教きよう職しよく員いんの力関係、主おも立だった生徒達の情じよう報ほうまで頭に入れ直す。いつもは寝ね付つきのよい枢も、祇園との新たな目標を持った学校生活が楽しみすぎてなかなか眠ることができなかった。

　そのように各おの々おの準じゆん備びを済すませ、一夜明け、いざ自室で目覚めて見たら、

「ふぅ……」

　当のヴァンパイアの侵しん入にゆうを許ゆるしていたのだ。

「やれやれ」

　祇園はリュドミナが抜ぬけ出して行った三さん分ぶん割かつベッドを整え、寝ね間ま着きから制せい服ふくに着き替がえた。

　刀を手に、ダイニングへ移うつる。

「『聖団』が用意するセーフハウスの結界もたかが知れたものです。こんなことなら、いち早く自前のものに変えておくべきでした」

　リュドミナはダイニングテーブルのイスに腰こし掛かけ、出されたトマトジュースを飲んでいた。

「待っておったぞ祇園っ！　くっくっく……。さっきはごめんなさい」

　彼女は何事もなかったかのように、ダイニングテーブルの一角で頭を下げた。

「やれやれ」

「いやあ……、しかし昨日は活かつ躍やくであったなギオン！　まさか捕とらわれていた娘むすめが、オーク討とう伐ばつを目もく論ろんで花はな嫁よめに志し願がんしていたとは思わなかったな！　しかもその作戦、うぬは止めなかったし！」

「あの花はな嫁よめ衣い装しようは武ぶ器きを隠かくすには最さい適てきでしたし、あの村はこれからも近きん隣りんのモンスターの脅きよう威いには依い然ぜん、さらされます。無かったのは、戦う大たい義ぎのみでした」

「くっくっく、やっぱりうぬには見み込こみがあるなぁっ！」

　なぜかリュドミナの前に、諫いさ奈なは朝食のパンケーキを用意している。

　学院制せい服ふくのブラウスの首もとにナプキンを挟はさみ込み、両手にナイフとフォークを握にぎった有角の少女は、慣なれた手つきでそれを動かす。

　広いベランダから射さし込む朝日が、彼女の頭の左右を細く飾かざる象ぞう牙げ色いろの優ゆう美びな角を煌きらめかせている。ヴァンパイアの証あかしとして一いち目もく瞭りよう然ぜんの角は、しかし、なんの能のう力りよくも持たない一いつ般ぱん的てきな人間には見ることができないことを祇ぎ園おんは思い出す。

　だからこそ、聖せいロヨラ学院の生徒達は、彼女をただの西露──あるいは東とう欧おうからやって来た、ただの面おも白しろ美人転校生だと思い、そのキャラクターのノリのまま生徒会長にしてしまったのだ。リュドミナ・エステルハージの企たくらみに、気づかぬまま……。

「……、なんじゃ？　うぬは、まだわしを許ゆるしておらぬのか……？」

　輝銀髪プラチナブロンドの少女が、真っ直ぐな祇園の視し線せんに気がついた。

「リュドミナ、あなた僕に、ベッドの中で本当になにもしてないでしょうね」

「ぶふぉっ！」

　輝銀髪の少女は口に運んだプチトマトを吐はいた。

「げほっ！　ぬふおっ！」

　慌あわててそれをナプキンでぬぐい取り、

「ばばばば、ばか！　わしはあんなはしたない連中とは違ちがう！　わしは不死君モール・ヴイヴアンじゃぞ!?　一いつ緒しよにするでない！」

　彼女のふる舞まいには、殺気や害意のかけらもなかった。

「どうだか」

　祇園の物言いに、リュドミナはぐぅっと彼をにらんだが、騎き士しの青年も枢くるるが運んでくれたパンケーキを前に、首元にナプキン。両手にナイフにフォークを構かまえ、朝食を摂とり始めていた。

「……でじゃな祇園。喰くいながらでいい、聞いて欲ほしいのじゃがー」

「なんです」

　祇園は牛乳のコップを置く。

「今日の放課後！　生徒会室にてキャラメイキングをしたいと思うのじゃが、いかが……？」

　威い勢せいよく始めたが、最後の方が、若じやつ干かんうかがうようになってしまっていた。

　それでもリュドミナは濃桃デイープピンクの瞳ひとみの内部を見せつけるようにして、祇園に分ぶ厚あついパンフレットのようなものを差し出している。

「なんです？」

「これが昨日プレイしたＴＲＰＧ、『シールド・ユニバース』のルールブックなのじゃ」

「はぁ」

　祇ぎ園おんは受け取り、ためしに少しめくってみる。横書きの図ず鑑かんのような本だった。

「一式貸かすので、放課後までに読んでおいて欲ほしい……っ！　大だい丈じよう夫ぶとは思うが、無くしたりするでないぞ？　それ、かなりいいお値ね段だんなのじゃからなっ！」

「はい？」

　祇園はひょいと手にした冊さつ子しを裏うら返がえしてみる。そこには出しゆつ版ぱん社しやなどの色々な表記が並ならび、

「え……？　こ、これで四千二百円ですか!?　ウソでしょう??　高い！　あきらかに高すぎます！　……さすがヴァンパイア、悪あく辣らつです！　このようなものを生徒達に売りさばいているのですかッ!!　許ゆるせません！」

「ちがぁぁああうう!!　わしではないッ!!　ＴＲＰＧのルールブックはきちんと本屋さんで売っているものなのじゃようぅう!?　別にわしの手作りというわけではなく、きちんとした会社が作っているのじゃ！」

「し、しかし……！　これは、いくらなんでもっ！」

「落ち着くのじゃ祇園！　うぬの義ぎ憤ふんはよくわかる。しかし、よーく考えてみて欲しい。ゲームソフト一本だって今どきそれくらいはする！　しかも、ＴＲＰＧ人口はスマホゲームや他のゲーム人口と比くらべてはるかに少ない……！　『ＴＲＰＧ』という文化は、製せい作さくサイドとわしらプレイヤーサイドで多少無理をしてでも支ささえて行かなくてはならない絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ的てき遊技ゲーム文ぶん化かなのじゃよ！　もう言ってて悲しくなってきた！」

「ですが、この一冊で四千円超ごえとは……」

「うむ……しかも数ヶ月おきに、新しい追加サプリメントブックが出る。それらも三千円は下回らない……。じゃからわしらは、生徒会のメンバーでお金を出しあって、それらを大きなゲームショップで買っているのじゃ。祇園もどうか大切にして欲しい……！」

　リュドミナは胸むねの前で手と手をぱんっとあわせて祇園を拝おがんだ。仏ぶつ教きようの習しゆう慣かんだった。

「わ、わかりました……が、ひとつ質しつ問もんが」

「なんじゃなんじゃっ」

「なぜわざわざ新しくキャラを作らなくてはいけないんですか？　昨日使ったキャラでよいのでは？」

「もちろんそれでもよかった。……しかし、やはり愛着が違ちがうと思ってな？」

「愛着、ですか……」

「その方が感かん情じよう移い入にゆうの度合いも違ってくるしなぁ。とにかく、せっかくプレイしてもらうのじゃから、一から作ったキャラで遊びたくはないか？　天てん花げい寺じせんせーは、あのシナリオをキャンペーンにしたいと言っていたし！」

「いいでしょう、わかりました」

「そうか、やってくれるか……！　く、くくくく……っ！　たーのしみじゃなぁっ！　祇ぎ園おんはいったい、どんなキャラを作るのじゃろうかーっ！」

　祇園はルールブックをテーブルの脇わきに置いた。ここは、彼女の申し出に乗っておいた方がよいだろうと祇園は判はん断だんした。リュドミナがなにを言っているかはルールブックを精せい読どくすればわかるだろう。

　それよりも、『血罪示現ヴアンピリズム』の核かくである彼女が、それを望んでいるというのが重要だった。

　リュドミナの精神活動が活かつ性せい化かすればするほど、《精髄アゾート》は、彼女の作る世界のどこかに色いろ濃こく結けつ晶しようする。壮そう大だいな儀ぎ式しきには手順が必要であり、これは祇園にとって今後の世界のあり方を変えてしまう重要な作戦であり、自分に課した任にん務むであった。

　万事は慎しん重ちように。かつ果か敢かんに。基き本ほん方ほう針しんはあれども、その都つ度どの状じよう況きようによって臨りん機き応おう変へんな判はん断だんの元で行動を紡つむいでいかなくてはならない。

　上じよう機き嫌げんなリュドミナからは鼻歌まで飛び出している。罰ばち当あたりなことに賛さん美び歌かだった。

　祗園はヴァンパイアから視し線せんを外した。

「しかし、リュドミナ」

「うむっ？」

「ヴァンパイアハーフである僕と寄より添そって、よく、吸きゆう精せい衝しよう動どうに耐たえられましたね」

　輝銀髪プラチナブロンドの少女の肩かたが、びくっと微かすかに跳はねた。

「は、ははは、じゃから、わしはヴァンパイアではなく、不死君モール・ヴイヴアンと──」

「吸すいましたね？」

「うぐーっ!?」

「正直に言えば、許ゆるします」

「ほ、本当か……？」

「はい。僕はヴァンパイアに嚙かまれたくらいでは、なんとも」

「そ……そう、なのか？　ふ、ふぅ……」

　リュドミナは額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、笑みを浮うかべ、

「うむ、気づいてしまったら、さすがにちょっと堪たまらんかったのでなぁ。あ、でも一口だけじゃよ？　おかげで見よ！　肌はだがこんなにもぷりぷりに──」

「正体見たり！（ガタっ）」

「なッ!?　なぜええッ!?　祇園の噓うそつきぃぃッ！　ひひぃぃっ!!　いやじゃあっ！　もう吸わないっ！　もう絶ぜつ対たいに黙だまって吸ったりしないからぁぁ……ッ！」




　◆




　放課後の生徒会室で、祇園は無む表ひよう情じようだった。

「うぬは……」

　転校二日目の青年が机つくえの上に振ふったサイコロの目を前にして、リュドミナは絶ぜつ句くしている。
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「キャラクターメイキングで、なんという目を出しておるのじゃ……」

　俗ぞくに【一ゾロ】と呼よばれる出で目めだった。

　ＴＲＰＧにおいて、プレイヤーがこの目を引き出してしまった場合、それは大たい抵てい、ルール的に【大失敗フアンブル】という扱あつかいを受けた。悲ひ劇げき的てきな結果を招まねきたくなかったら、決して出してはならぬゾロ目だった。




　──自じ宅たくマンションにリュドミナの朝あさ駆がけを受けた異い端たん討とう滅めつ騎き士しの青年は、その日、渡わたされたルールブックを授じゆ業ぎよう中ちゆう、休み時間を問わず熟じゆく読どくした。




　結果、祇ぎ園おんはその内ない容ようをほぼ丸暗記するにいたる。作戦と任にん務むに忠ちゆう実じつ。愚ぐ直ちよくなまでの正せい攻こう法ほうが、まずは必要だった。祇園は数多くの『血罪示現ヴアンピリズム』を制せい圧あつしてきた鶏鳴騎士団クルースニクの一員としても、また自みずからの誇りと使命をかけて、この『遊技ゲーム』を本気で攻こう略りやくしていくつもりだった。

　昨日一度プレイすることができたとはいえ、祇園は『ＴＲＰＧ』というゲームに関してはまだまだ初心者。

　対してヴァンパイアであるリュドミナは『ＴＲＰＧ』に関しては『血罪示現』を展てん開かいするまでの手て練だれれ。

　リュドミナ相手にルールもままならないとなれば『血罪示現』内で丸まる腰ごしと変わりがなかった。

　ヴァンパイアは、得意とする『遊技』において、ルール違い反はんギリギリの陰いん湿しつなトリックを好んで仕し掛かける。対戦者の精せい神しん的てき動どう揺ようを誘さそい、屈くつ辱じよくを与あたえうる状じよう況きようを、ことさらに好む。

　授業を無視し、半日かけて『シールド・ユニバース』というゲームのルールは頭に入れた。昨日の経けい験けんとあわせ、これでほぼＴＲＰＧのなんたるかをギオンは会え得とくしたつもりだった。

　リュドミナがいつ、どこで、なにを仕掛けてきても、対たい応おう出来るはずだった。自信があった。




　だが、サイコロの出目という要よう素そが、祇園の思おも惑わくを狂くるわせた。




　リュドミナから渡された『キャラクターシート』という特別な記録紙に、自分がサイコロで定めたステータスを粛しゆく々しゆくと書き込む祇園。

　それから[image: ][image: ]一ゾロを刻きざむダイスをひょいと握にぎりあげ、

「サイコロを変えましょう。このサイコロは呪のろわれています。リュドミナのものを借りた僕が、間ま違ちがっていたのです」

「ひ、ひどいであろう祇ぎ園おんっ！　わしのピンククリスタルダイスは呪のろわれてなんかないぞっ！　うぬが自前のダイスを持っていないというから、せっかく貸かしてあげたというのに……！」

　輝銀髪プラチナブロンドの少女は悔くやしそうに両手の握にぎり拳こぶしを上下させた。

「なんとかならないのですかリュドミナ。……あ、そうです。こうすれば」

　七しち三さん分わけの青年はイスから立ち上がり、

「【アクション宣せん言げん！】僕はキャラクター作さく成せいのダイスを振ふります！【ダイスセット！】」

　生徒会室の一角で右みぎ腕うでを掲かかげた。

「や、やめよ祇園っ！　ここは現げん実じつじゃから！　それはまだできない！　ゲームと現げん実じつの区別をつけるのじゃ！」

　顔を赤くしたリュドミナは、少し離はなれたところで枢くるるのキャラメイキングを手伝っているマスターの天てん花げい寺じ鳥とり籠かごや字あざ間ま梓あず彩さから祇園を隠かくすようにうごめいた。

「……おや？」

　青年は、なんの変化もない右腕の先に首を傾かしげた。

「人の話を聞け祇園っ！」

「梓彩さん、すいません、ダイスを貸していただけませんか？」

　スタスタ歩いて、祇園はプレイヤーの一人である制せい服ふく姿すがたの梓彩へと申し出た。

「あ、は、はい……っ。でも、あ、あれっ？　リュドミナ先せん輩ぱいが……」

「祇園がわしをいじめるぅっ……！　なに？　なんなのじゃ？　ヴァンパイアハンターってわしらに対するそういう態たい度ども決まってるの!?」

「ヴァンパイアとは馴なれあわない。それだけのことです」

　梓彩から漆しつ黒こくのダイスを借りた祇園はクールに自席へと戻もどり、カラカラと手の中で回転させ、机つくえの上に振った。
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「…………」

「よくなってる！　よくなっておるよ祇園ッ!!」

「し、しかし……！　なんだというんですか！　ちょっとリュドミナ、僕から離はなれてもらえませんか!?　呪われているのはあなただ！」

「振り直そうッ!?　祇園、これはいくらなんでもひどすぎる！　これは分身たるキャラクターの能のう力りよく値ちじゃぞっ！　マ、マスター！　キャラメイキングの時に一いつ定てい値ちに達していないキャラは、振り直しが認みとめられるはずじゃよな!?」

「なにを言っているんですかリュドミナ!!」

「ぎ、祇ぎ園おんっ!?」

　ゲームマスターへの進言をさえぎられた帰死者またがえりものの少女は、声を荒あらげた青年に向き直った。

「そのような卑ひ怯きような真似まねを、僕は許きよ容ようすることはできません！」

「……は？　いや、卑怯もなにも……」

「リュドミナ、あなたは能のう力りよく値ちが低く生まれてきたからといって、それが気に入らなければ生まれ直しをすることができるのですか!?　僕はこれでいきます。人の運命は生まれで決まるものではありません。これだからヴァンパイアは……！」

「ひ、ひどい差別じゃよ!?　それにわしら不死の一族ほどルール厳げん守しゆの掟おきてを守るモノなんかおらぬのにっ！」

「ヴァンパイアには理り解かいできまいっ！」

　立ち上がった祇園はリュドミナに握にぎったダイスを突つきつけ、

「人間には、ルールより大切な尊そん厳げんというものがあるッ!!」

「やだっ、なにそれかっこいい……ッ!!」

　ドヤ顔の祇園の勢いきおいに、リュドミナの濃桃デイープピンクの瞳ひとみの中が一いつ瞬しゆんハートになった。

「い、いや、しかし……！　じゃからといって、うぬ！　この種族のところ！」

　それを振ふり切るように目をつぶってリュドミナは顔をそらした。彼女は悲ひ惨さんなことになっている祇園のキャラクターシートを指さす。

「種族がどうかしましたか？」

　彼も、作りあげつつある自分のキャラクターのパラメーターを書き込こんでいるキャラシートに目を留とめる。

「種族がダークエルフって！　これを選べるルールもルールじゃが、サイコロでこれを出すのは奇き跡せき的てきな確かく率りつじゃぞ！」

「いいじゃないですかダークエルフ！　僕にぴったりです！　僕はこれが……！　もうこれが、いいんですっ！」

「ムキになるな祇園！　うぬは、あとで後こう悔かいしても──」

「ムキになんかなっていません！　後悔なんてもってのほかです！　リュドミナこそルールブックをちゃんと見てください！　確たしかにダークエルフは闇やみ堕おちしたエルフの一族だと言われ、外見こそ異い質しつで恐おそろしく見える種族ですが、異い端たんではないのです！　ただ、世間に誤ご解かいされている孤こ高こうの種族だと書いてある！　ふっ……、僕に、ぴったりだと思いませんか!?」

「し、しかし、ダークエルフはロールプレイが難むずかしいぞ？　村人に偏へん見けんを受けることが多い！　うぬはＴＲＰＧ初心者なのじゃし……。やはり、ここはゲームということで──」

「くどい！　心配はご無用！　やり遂とげられます！　あなたは僕を誰だれだと思っているんですかっ!?」

「わしはうぬを心配して言っているのじゃぞ！　種族もそうじゃが、能力値もひどい！」

「そんなことありません！」

「うぬの職しよく業ぎようは聖騎士パラデインじゃろ!?　それが【筋きん力りよく】４ってなんじゃ！　魔法使いスペルエフエクターアズサでも５あるのじゃぞ！」

「いいじゃないですか！　【知力】は11もあります！」

「平へい均きん値ち！　ようやく平均値ちょい下じゃよっ!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと……」

　祇ぎ園おんは改めて自分が完成させたはずのキャラクターシートを眺ながめる。ＴＲＰＧのゲーム内では、キャラクターに関してはすべてこの用紙にて管理されることになる。

「な……？　祇園、ここは救きゆう済さい措そ置ちを──」

「結けつ・構こう・です！」

　七しち三さんの青年はリュドミナに向かって目をつりあげた。

「僕はこの！　ダークエルフの聖騎士として世界を救いますから！　もう放っておいてください……ッ！」

　両手で頭をかかえた祇園は、ゆっくりと机つくえに突つっ伏ぷした。

「うぬは明らかに落ち込こんでいるではないか……！　祇園！　祇園っ……？　だめじゃ、岩のように心を閉とざしておる……。せっかく、祇園がやる気を出してくれたというのに、この、ダイスめぇぇ……っ！」

「リュドミナちゃんっ。ボクのキャラも見て見てっ！」

「お……枢くるる？　う、うむっ」

　枢組もキャラクターメイキングがほぼほぼ終わったらしい。報ほう告こくに来た少女に、リュドミナは手を伸ばした。

「……ほほう、うぬは職業は神官のまま、種族がエレメンタル・ドールになったのか」

「うん！」

　彼女のキャラシートを見ると、能のう力りよく値ちにはかなり良さそうな数値が並ならんでいた。

　いや、良いというレベルではない。最低値でも20というのは、祇園とは別の意味でダイスの出で目めがどうかしている。枢のキャラが羨うらやましいというよりは、これでは祇園が可か哀わい想そうだった。

「ねえねえリュドミナちゃん。それでね、ボクの作ったキャラクターの名前だけどー」

「ああ、それは学院の規き則そくで、本名を使うことになっておる」

「学院の規則で!?　ボク授じゆ業ぎようそっちのけで、やっと『アインシュタイン越こえ男お』っていう名前を考え出したのに？　リュドミナちゃんはボクがこの名前にどんな願いを込めたのかわからないの!?」

「わかる！　越えたいんじゃろ!?　アインシュタインを！　なんで？　そ、そうではなくて、聞いて欲しい！　実はな？　ＴＲＰＧが校内で流行り始めたころ、生徒達が学院内でお互たがいをキャラクターの名前で呼よびあうようになるという事じ態たいが起こってしまってな。これはさすがにマズイと教員達が話しあった結果、ＴＲＰＧを校内ですることを認みとめる代わりに、キャラクター名は本名を基き本ほんとするということになったのじゃ。いやあ、残念じゃなぁ……」

「ふーん……？　じゃあ、ボクのキャラの名前はクルル？」

「その通り。よろしくなクルル。規き則そくに救われたな！」

「よろしくリュドミナちゃん！」

　枢くるるは嬉うれしそうな表ひよう情じようで手て渡わたされた自分のキャラシートの名前を書き直した。

「うむ！　では祇ぎ園おんと枢に、作ったキャラの設せつ定ていを改めて紹しよう介かいしてもらおう。と、その前に移い動どうじゃ。セッションは隣となりの会議スペースで行う」

　リュドミナはチラリと祇園を見た。七しち三さん分わけの青年は素す直なおに移動を開始していた。安あん堵どした彼女は、生徒会室を二つに区切った反対側、会議スペースの机つくえへと、メンバーをうながす。

「その、キャラの設定とやらのことなのですが」

　いくつかの会議机をあわせて作られた卓たくについた祇園が手をあげた。

「ゲームマスターの天てん花げい寺じ先生に、『碧あおの要よう塞さい』という冒ぼう険けん者しやギルド……？　に憧あこがれを持っているという設定にして欲ほしいとのことだったのですが、そのあたりのことも、一いつ緒しよに自分で説明を？」

「冒険者ぎるど……？」

「枢、あなた聞いていなかったんですか？」

　やれやれと言った風ふ情ぜいで祇園は部下の少女に肩かたをすくめた。

「この『シールド・ユニバース』という世界には、冒険者の有ゆう志し達が互ご助じよ会かい的てきに作った冒険者の集まりがあるそうです。独どく立りつした軍のように動くそのギルドと呼よばれる集しゆう団だんは、子こ供ども達の憧れであり、名のあるギルドに憧れをいだいて冒険者になる者もいるとか」

「祇園さんのおっしゃった内ない容ようで、ほぼ正せい解かいです。そこに補ほ足そくいたしますと……」

　ゲームマスター、天花寺鳥とり籠かごはほがらかにことばを繫つないだ。

「この『シールド・ユニバース』という世界は、まだまだ不安定な時代にありまして、街や国の一つくらい、敵てき対たい種しゆ族ぞくによって簡かん単たんにひっくり返されてしまう危き機き的てき状じよう況きように、常つねにさらされていたりします。そのような人類に仇あだ為なすモンスターから、人間の領りよう域いきを遊ゆう撃げき的てきな軍のように護まもる役目が、冒険者ギルドにはあります。そうして命を救って貰もらった人々の中には、冒険者ギルドを『救世主ギルド』と呼ぶ者さえあるそうです。みなさんは、そんな世界を救いつづける勢せい力りよくに加勢したいという思いをいだいているということにしてください。そして、今回はその中の『碧の要塞』と呼ばれている冒険者ギルドを、みなさんは目指しています」

「すいません、その、『碧の要塞』についてですが……」

　つづけてマスターへと質しつ問もんをぶつけようとする意い欲よく的てきな祇園の姿し勢せいに、リュドミナの瞳ひとみが色めき立つ。彼女はあきらかに、ＴＲＰＧに前のめりな態たい度どの転入生に興こう奮ふんしていた。

　七三分けの青年はそれを無む視しして、

「この僕が入にゆう団だんを望むくらいです。さぞかし気け高だかく、慈じ愛あいに満ちた集団なのでしょうね」

「はい、それはもう。みなさんがいる地ち域いきでは一位二位を争う、立りつ派ぱなギルドという評ひよう判ばんです」

「ふむ……了りよう解かいしました」

　ようやく納なつ得とくしたように、祇ぎ園おんは顎あごに指を添そえた。

　ここまで、彼が理解できていない状況はない。相あい棒ぼうである枢くるるも、祇園とゲームマスターの二人からの説明で納得したらしい。このままゲームを進めてしまって問題はないと祇園は判はん断だんする。予定通りの流れであった。

　祇園は意図的に、自分のキャラクターシートを見ないよう前を向いた。キャラメイクの出で目めが壊かい滅めつ的てきだった以外は、なんの問題もないのだから……。

「さて、それでは順に自じ己こ紹しよう介かいを……どのようにしましょう。せっかくだから、改めて全員にしていただきたいと考えているのですけど」

「お手本として、リュドミナ先せん輩ぱいが先にしたらどうですか？」

　生徒会長であるリュドミナ・エステルハージの向かい側に座すわった一年生書記、字あざ間ま梓あず彩さが水を向ける。

「わ、わしからっ？　う……うむ、いいじゃろう！」

「リュドミナちゃん照れてるっ！」

「う、うるさいっ。よろしいじゃろうか、マスター」

「どうぞ、リュドミナさんから」

　まだ笑いつづける隣りん席せきの枢の肩かたをつついた帰死者またがえりものの少女は、白い肌はだを染そめたまま、こほんと喉のどを鳴らした。

「ええと、キャラの名前はもちろんリュドミナじゃな。種族は人間で、職しよく業ぎようは戦士じゃ」

「……ぐッ!?」

　一いつ瞬しゆんだった。祇園は低くうめいた。

　会議教室が、リュドミナの『血罪示現ヴアンピリズム』につつまれる。

　濃こい霧きりが、空間のいたるところから開花するように噴ふき出しあふれ、新しい景色を作り出した。そこは酒場のような場所だった。木もく造ぞうの屋内で、雑ざつ多たなにおいが鼻はなを突つく。

　会かい議ぎ机づくえについたままの配置で、自分達四人は、厚あつい木もく製せいの酒場テーブルを囲んでいた。それぞれが身に着けている衣服が、世界と一いつ緒しよに変化している。あの時と同じ現げん象しようが起きたのだ。世界がめくられ、ＴＲＰＧ『シールド・ユニバース』の中に、ギオン達はいた。

「（祇園くん!?）」

「（平気です枢。気にせず、リュドミナから目をはなさないでください）」

　視し線せんと身み振ぶりだけの枢と祇園のやり取りがあった。リュドミナの能のう力りよくが発はつ現げんしたのと同時に、祇園の中のヴァンパイア因いん子しが暴あばれていた。活かつ性せい化かした半身にあおられるように、騎き士しの青年は座ったままよろめいていた。燃もえ上がるように震ふるえた心しん奥おうの動どう揺ように、そのまま意い識しきが圧あつ迫ぱくされたのだ。

　祇ぎ園おんは腰こしの太刀たちを確かく認にんする。装そう備びが変わっていた。ナイトの剣つるぎ。両りよう刃ばの長ちよう剣けんだった。しかし聖せい性せいは失われていない。なにかあれば即そく応おうできる。

　同時に自分の容よう姿しまで変わっていることを自覚した。ダークエルフ。肌はだは黒こつ褐かつ色しよくに変化し、耳が長くなり、全身がスタイリッシュな厚あつい甲かつ冑ちゆうで覆おおわれている。

　枢くるるはさらに異い質しつな変化を遂とげていた。

「（クルル!?）」

　全身の肌が陶とう器きのようにつるつるで、球きゆう体たい関かん節せつで構こう成せいされている。踊おどり子のような衣服に防ぼう御ぎよ力りよくがあるようには思えなかった。

「（リュドミナはっ!?）」

　彼女の見た目には、二人ほどの変化はなかった。

　リュドミナの装備する白い毛け皮がわ鎧よろいは、ほのかにピンクがかった彼女の白い肌の表面積をどうにか半分覆っている程てい度ど。野性的なスタイルだった。腰の左右には手て斧おのが一丁ずつ。

「特とく殊しゆ技ぎ能のうは【二刀流】。一いち撃げき必ひつ殺さつである斧の手数を増ふやす作戦じゃな。これはこのまま伸のばして、多刀流にまでいくつもりじゃよ？」

　彼女を観察しながらも、ギオンはまだ、ヴァンパイアたる半身を抑おさえつけている。喉のどがつまるほど、芯しんから熱い。脈みやく打うつたびに視し界かいがぶれた。

　学院潜せん入にゆう初日である昨日、突とつ如じよ、ＴＲＰＧのセッションに紛まぎれ込こんでしまった時と、ほぼ同じ症しよう状じようなのが幸いだった。心こころ構がまえをしていなかったら、もう少し取り乱みだしていたはずだ。

　ＴＲＰＧというものを手順を踏んで頭からきちんとやり始めると、衝しよう撃げきが増ましてしまうのか。それとも、もっと根本的な部分──己おのれのヴァンパイアハーフという因いん子しに関わってくるものなのか、判はん断だんはまだできない。

「びっくりしますよね。リュドミナ先せん輩ぱいがＴＲＰＧに興奮し始めると、だんだんこうなっちゃうんです」

　酒場のテーブルの隣となりに座すわる、魔法使いスペルエフエクターの装備に身をつつんだアズサがそっと、周囲の変化を観察しながらギオンにささやいた。

　彼女は、この世界のことを言っているのだ。

「リュドミナ先輩と一いつ緒しよにＴＲＰＧのセッションに参加すると、こういうふうに楽しい雰ふん囲い気きにすっごく引き込こまれるっていうか……、完全に浸ひたりきれて、見える景色が違ちがう……っていうんですか……？　フロー体たい験けんとかゾーンに入るって、きっとこういうことなんですよねっ。それに、今日はゾーンに入るのがいつもよりだいぶ早いです！」

　そういう問題かと祇園ギオンは声にだそうとしたが、呼こ吸きゆうが乱れ、うまくいかない。フロー体験やゾーン効果とは、確たしか人間の深い集中力に関する心理学用語だったと思うが、リュドミナのこれはその限げん度どを超こえている。

　青年は落ち着いて胸むねの中で確かく認にんする。ヴァンパイアに害意がない限かぎり、その『血罪示現ヴアンピリズム』の内部に一いつ般ぱんの人間が侵しん入にゆうしても、危き険けんや害がないことは確たしかだった。

　セッションが終わったあとの、あの精せい神しん的てきな疲つかれは、アズサの言う通り、深く集中してゲームをするからであり、リュドミナになにかを吸すい取られているわけではない……。

　だがそれをアズサ達に説明し、自分達は任にん務む中ちゆうなのだと説得したあと、協力を得ようとするよりも、速すみやかに自分達の任務をやり遂とげてしまうほうがよいと、祇園ギオンは判はん断だんしている。

「で、わしがなんで数ある冒ぼう険けん者しやギルドの中から碧あおの要よう塞さいに憧あこがれ、入りたいと思ったかと言うとじゃな」

　祇園ギオンは再ふたたび意い識しきを集中させた。リュドミナを、探さぐるのだ。

「たぶん恩おんとかが、あるのではないかなー。たとえば、このキャラは、設せつ定てい的てきに素そ行こう不ふ良りような娘むすめなんじゃがー」

「そこうふりょう？　リュドミナちゃん、不良なの??」

「うむ！　生徒会長がゲームの中では不良とは洒落しやれているじゃろう？　わしのキャラは山さん賊ぞく団だんの頭とう領りようの娘っていう設定なのじゃ。二刀流の斧おのはその流れじゃし」

「山賊団はいただけませんね」

　呼こ吸きゆうとともに心気を整えつづけていた祇園ギオンはとっさに反はん応のうしていた。

「うむ？　そういえばギオンは聖騎士パラデインじゃったっけ……！　こ、これは、やってしまったかもしれん……」

「これからリュドミナの行動には、逐ちく一いち目を光らせる必要がありそうです」

「やっかいなのがパーティーに入ってしまったぞアズサ！」

「い、いえ、私はこういうシチュエーション、大好物です！」

「なにが!?　アズサ、なんで顔が赤い!?」

「しかし、なぜそのような山賊娘が、冒険者ギルドとして名高い碧の要塞に？」

　年季の入った木もく製せいのテーブルに、ダークエルフのギオンは肘ひじをついた。そろそろ、この状じよう況きようにも慣なれてきた。

　ワイルドな毛け皮がわ鎧よろいのリュドミナは、そのくびれた腰こしに手を当て、

「そうじゃな、きっとどこかの酒場で騒さわぎを起こして、しかしチンピラ相手に多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。危あぶないところを、碧の要塞に属ぞくする名のある冒険者に助けてもらい、それで憧れをいだき、自分も碧の要塞に冒険者として入りたいと思った……というところではないか？」

「さすが不ふ純じゆんな動機ですね」

「な、なんなのじゃよギオンその言い方！　うぬはもう、さっきから……だったらうぬは、なんで碧の要塞を目指しておるのじゃ!?」

「そう慌あわてずに、リュドミナ。まずは自じ己こ紹しよう介かいからさせていただけますか？」

「くぅぅ……っ！」

　ギオンにいなされ、リュドミナはじたばたした。その様子に、

「（ギオン先せん輩ぱい、ナイスツンいただきました！）」

「失礼？　アズサさん、今なんと？」

「い、いえ、なんでもないです……っ！」

　鍔つば広ひろの魔ま女じよ帽ぼう子しに表ひよう情じようを隠かくしてしまったアズサに肩かたをすくめ、ギオンは立ち上がる。

「名前はギオン。種族はダークエルフ。職しよく業ぎようは聖騎士パラデインを務つとめさせて頂いただきます」

「ダ、ダークエルフのパラディンですか!?　それだけで、すごい設せつ定ていですね……」

　伏ふせていた顔をあげ、アズサが驚おどろく。

「でも私、さっき、先輩達がヴァンパイアがなんとかって盛もり上がっていたので、もしかしてギオン先輩は、種族・ヴァンパイアで来るのかと思ったりしたんですが……。まあそれはいくらなんでもルール的にムリですし……」

「はははは、ＴＲＰＧには色々なモンスターがいて楽しいですねぇ」

　ギオンはとっさに笑っておいた。

「武ぶ器きはブロードソードと盾たての組みあわせです。特とく技ぎは迷まよいましたが、聖騎士ですので【カバーリング】を選せん択たくしました。聖騎士ですとボーナスも付くようですし」

「かばーりんぐ？」

「ＨＰとＭＰを消費して、味方に向かった敵てきの攻こう撃げきを自分で受け止める技ぎ能のうです。もしもクルルが攻撃を受けても、うまくすれば聖騎士の僕が代わりに防ぼう御ぎよするということです」

「どうしよう！　ギオンくんがかっこいいすぎるっ！」

「くくっ、うぬの能のう力りよく値ちで、うまく行けばいいがなぁ……」

「誰だれがリュドミナまで守るといいました？」

「は……？　ま、待て、わしも一いつ緒しよのパーティじゃよねっ!?」

「ははっ、そしてなぜ、碧あおの要よう塞さいを目指しているかといいますと」

「む、無む視しするなぁ……っ！　ははってなんじゃ!?」

「腕うで試だめし……でしょうね。もちろん『義ぎを見てせざるは勇ゆう無なきなり』ではありますが、自分の腕がどこまで通じるのかを見てみたい。それほど有名な冒ぼう険けん者しやギルドならば競きよう争そう率りつも高く、レベルも高いはずです。諸しよ国こくをめぐり、自分の力を試すために、僕は碧の要塞を目指しています。質しつ問もんがなければ、以上」

「あ、そういえば……」

「なんですかクルル」

「ボクとギオンくんが、昨日みんなと冒険したキャラクターってどうなるの？」

「僕への質問でお願いしますよクルル。まあ……しかし、そういえば、気になりますね」

『それでしたら、リュドミナさん……？』

　ふいに酒場のテーブル脇わきに出しゆつ現げんしたのは、黄緑色のボンネットにウエイトレス姿すがたのゲームマスター、天てん花げい寺じ鳥とり籠かご。全身を薄うすく発光させる彼女は、女戦士のリュドミナに視し線せんを送り、

「うむ、心配しなくとも、実はちゃんと考えてある。詳くわしくはマスターから後ほど説明があるじゃろう。その前に、お次はアズサ、どうじゃ？」

「は、はいっ」

　木のイスから立ち上がり、黒くろ紫むらさきの鍔つば広ひろ帽ぼう子しを押おさえて少女は会え釈しやくした。

[image: ]

「アザマ・アズサです。魔法使いスペルエフエクターの人間で、特とく技ぎは【魔ま法ほう強きよう化か／確かく実じつ化か】。ＭＰを余よ計けいに消費して、魔法の判はん定てい値ちを上げて、効こう果かをあたえやすくします。それから、ええと、どうして碧あおの要よう塞さいを目指すかといいますと」

　杖つえを持ちかえ、唇くちびるを湿しめらせる。

「碧の要塞にしかない、魔ま導どう書しよがあるということにしました。その知ち識しきを得るために碧の要塞を目指します」

　にこにことうなずくクルルが、そのまま小さく手をあげる。

「アズサちゃんは、その魔導書でなにをしたいの？」

「実は私、アルケミスト技能も取得してまして、そっち関係で将しよう来らい、飛ひ空くう艇ていを作りたいんです。そのために飛空石を作る秘ひ術じゆつが載のっている魔導書『堕おつべき大陸』を手に入れたいんです、が……」

『なるほど、確たしかに碧の要塞のライブラリーにはありそうです。充じゆう分ぶん現げん実じつ的てきな目標だと思いますよ？』

「よかった……。あの、私は以上な感じで……」

『では、最後はクルルさん、お願いします』

　もとより椅い子すから腰こしを浮うかしていた球関節の少女は、上から紐ひもで引かれたようにぴんと背せ筋すじを伸のばす。

「はーい、クルルです。種族はエレメンタル・ドールっていうお人形さんで、職しよく業ぎようは神官でー。特とく技ぎ？　は【魔ま法ほう強きよう化か／複ふく数すう化か】？　これでいっぺんに何人かの怪け我がを治せるんだって！」

「宗しゆう派ははどれにしたんですか？」

「ギオンくんにあわせようとおもってるの。聖騎士パラデインも、宗派を選ぶんでしょ？」

「僕は一いち応おう、光と言葉の神であるテラステミカを選びました。まあ思いっきり、あれですし」

「じゃあボクもそれ！　でね、ボクはギオンくんにくっついて来たっていうことにするの！」

「ああ、エレメンタル・ドールって、主あるじを選ぶと色々とボーナスがあるんでしたっけ」

「うんうん！　だから、碧あおの要よう塞さいを目指すのも、ご主人様が目指してるからっていう」

『なるほど、そういうことなら、お二人でのプレイもやりやすいですね』

　マスターにこくこくうなずくクルル。ぱっとダークエルフの聖騎士へ笑顔になり、

「ギオンくん、それでいい？」

「構かまわないです。ふむ……」

　ギオンはテーブルの上の冊さつ子し、ルールブックを手にしてめくって情じよう報ほうを確かく認にんする。中身こそルールブックだったが、今やルールブックの外見は古びた書物のようになっていた。

『それでは準じゆん備びができ次し第だい、現在いまのみなさんの状じよう況きようをご説明いたします』

　テーブルの周囲を歩き回り、色々確認していたゲームマスターの鳥とり籠かごが上かみ座ざに移い動どうし、パーティを見回す。

「うむっ！」

「はーいっ！」

「よろしくおねがいします……っ」

「お願いします。……と、その前にひとついいですか？」

　リュドミナ、クルル、アズサとつづいて顔をあげたギオンは自分の長くのびた耳を撫なでた。

「パーティ的には新しいメンバーで組み直しているという状況ですが、これはどのような状況で？」

『では、そうですね。今みなさんにしていただいた自じ己こ紹しよう介かいは、この方にうながされて、お互たがいに名乗りあったということにしてください』

「んっ？」

　とっさに武ぶ器きの柄つかに手を掛かけたのはギオンだけだった。脇わきに避よけたマスターの背はい後ごに、頑がん丈じようそうな金きん属ぞくの扉とびらが出しゆつ現げんしていた。

『ギオンさんと同じ聖騎士パラデインの、オーレオリンさんと言います。もちろんレベルはオレオさんの方が高いですが』

「……は？」

　だが相変わらずぽつんと、一枚まいの扉とびらが酒場の真ん中に立っているだけだった。戸と惑まどうギオン、リュドミナとクルル、そしてアズサは、今までずいぶん乱らん暴ぼうな目にあっているらしき傷きずだらけの扉を警けい戒かいし、イスから腰こしをはなす。

『この方は、碧あおの要よう塞さいからこの地方に派は遣けんされた試験官の方です』

「ドアじゃよっ!?」

「リュドミナ！　ドアの後ろです！　人がいます！」

　まるで少しだけ開いた扉の隙すき間まからわずかにこちらを覗のぞくように、無む表ひよう情じようなナイスミドルの顔が見えた。

「あ！　本当じゃっ！」

　輝銀髪プラチナブロンドの斧おの少女の声に、ひゅっとおひげのナイスミドルの顔が扉の陰かげに隠かくれた。

「ひっこんでしまったぞ！」

「というかこれ、ドアじゃなくて、盾たてですよっ!?　でかすぎます！」

「でかすぎるというか、シャイすぎではないかっ!?」

　今やダークエルフの聖騎士であるギオンと、毛け皮がわ鎧よろいの斧おの戦せん士し、リュドミナはドアの前でたじたじだった。

『オーレオリンさんは人見知りでシャイなのです』

「これだけ人見知りでシャイなら試験官は向いてないと思いますよ!?」

「〈此こ度たびの仕事ぶり、見事であーるッ！　第一試験は合ごう格かくと見なす！〉」

　突とつ如じよ、扉の向こうから試験官オーレオリンの勇ましい声が響ひびいた。

「ドアの後ろから、やけに堂々と偉えらそうですね！」

「ん？　第一試験、とな……？」

『はい、つまりこういうことにしておいてください』

　天てん花げい寺じ鳥とり籠かごは四人が戸惑う扉盾ドアシールドの横で手を広げ、パーティに微笑ほほえむ。

『前回の、モンスターに支し配はいされた村を解かい放ほうするシナリオは、ルールブックに載のっていたサンプルシナリオを、そのままテストプレイとして冒ぼう険けんしていただいたのですが』

　マスターの視し線せんは、ギオンとクルルへと向く。

『転校生であるお二人が途と中ちゆう参加してくださって、とてもお話が盛もり上がりましたので、ぜひ、つづけてプレイしていただこうと、あのシナリオをつづきものキヤンペーンにしてみました。シナリオの変へん更こう点てんは次の一点です』

　黄緑色のボンネットウエイトレスは、改めて扉のように巨きよ大だいな盾を指し示しめす。

『実はあの一いつ件けんは、こちら「碧の要塞」の試験官であるオーレオリンさんが、この地ち域いきで志し願がんしてきた冒ぼう険けん者しやの中で、見み込こみがありそうな冒険者の腕うで試だめしをしようとしたときに、ちょうど舞まい込んで来た依い頼らいだった。彼はその仕事ぶりを評ひよう価かして、合ごう否ひを決めようということになったのです』

「ふむ。では、わしらは前回のシナリオで、その試験に合ごう格かくしたと。……おおっ！　なんじゃ!?　これで有名冒険者ギルド、碧あおの要よう塞さいに入にゆう団だん決定か!?」

「待ってください。僕とクルルは、その試験には参加していませんよ？」

『はい、ですので、お二人は他の試験官のテストをクリアーして、ここに合流したということにしてください』

「じゃあ、ボクとギオンくんが昨日使ったキャラは？」

『あの二人は、今いるギオンさんとクルルさんと入れかわりで、別の試験官の元で、次の試験を受けることになりました。どうやら、色々な冒険者との組みあわせでどう動くかも、試験の内ない容ように含ふくまれているみたいですね』

「なるほど、じゃから、改めて自じ己こ紹しよう介かいをしたのじゃな？」

「リュドミナ？」

　ギオンは毛け皮がわ鎧よろいの少女を、いぶかしい目つきで眺ながめている。

「あなたも今、それを知ったんですか？　色々とマスターと話しあったりしていると聞いた気がするのですが」

「いや、わしはゲームマスター修しゆ行ぎよう中ちゆうの天てん花げい寺じせんせーの相談に乗ったり、アドバイスしているだけで、内容を全部を知ってるというわけではないのじゃよ。というよりも、シナリオの中身はまったく知らんと言っていい。第一、あらかじめ知っていては面おも白しろくないではないか」

「ふぅむ……」

　リュドミナの『血罪示現ヴアンピリズム』は、あくまで舞ぶ台たいを提てい供きようしているだけなのだと、ギオンは理り解かいする。

　つまり、ゲームマスターの天花寺鳥とり籠かごは、この世界の管かん理り権けんをリュドミナから貸かし与あたえられているだけの状じよう態たいなのだ。それによる任務への弊へい害がいは、今のところギオンには予想できない。かたちはどうあれ、リュドミナの《精髄アゾート》は依然、この世界にあることは確たしかだった。

「〈それでは、第二試験は明みよう朝ちようより始める。各自、準じゆん備びしておくように〉」

　扉盾の向こう側より、聖騎士パラデインらしい誇ほこり高い声が響ひびいた。

『だそうですが、どうしますか？』

「少々……、よろしいですか？」

『なんでしょう、ギオンさん』

　思考を目の前の状じよう況きように切りかえ、ギオンは眉み間けんを押おさえていた指をはなす。

「こんな試験官で、はたして本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか……？　僕はここに来てやはり、碧の要塞に若じやつ干かん、不信感が……」

『では、【知ち識しき判はん定てい】してみましょうか。「碧あおの要よう塞さい」に所しよ属ぞくするオーレオリンという冒ぼう険けん者しやを知っているかどうか、判定してみましょう』

「ちしきはんてい……？」

「いいですか、クルル。このＴＲＰＧというゲームでは、キャラクターの知力によって、知っている知識が決まります。【知識判定】とは特定の物事についての知識があらかじめあったかどうか、サイコロを使って決める行こう為いのことです」

「ふーん……？　わかった！　じゃあ【ダイスセット！】ちしきはんていを【ロール！】」

「いいでしょう。試験官として派は遣けんされる程ほどなら、僕が知っていてもおかしくはないはずです。【ロール！】」

　つづいてリュドミナ、アズサからも光の筋すじを引いてダイスが舞まい、オーレオリンが隠かくれる扉とびらの上に出そろう。

『【知識判定】の合ごう計けい値ちが十五以上の方は、知っています。オーレオリンは碧の要塞内で発言力もある、有力な冒険者です。元はどこかの国の騎き士し団だんを率ひきいていたらしいですが、碧の要塞の活かつ躍やくに感かん銘めいを受けて、身を投じたという噂うわさがあります』

「知ってる知ってる！　ボクも知ってた！　ぴったり合計で十五！」

「結けつ構こう有名だったんですね、オーレオリンさんて。私、今になって緊きん張ちようしてきたんですが……」

「クルルとアズサは成功か。さすがじゃなぁ」

「いや、僕は知りません！　こんな扉の向こうに隠かくれっぱなしの騎士が、碧の要塞の試験官のはずがありません……！　信用できませんよっ!?」

「くっくっく、諦あきらめるのじゃなぁ、ギオン。クルルとアズサがああ言っているのじゃ。本物と認みとめるしかあるまい？　うぬが知らなかっただけで。くっくっく……！」

「リュドミナっ!?　あ……あなたは、知っていたんですか……？」

「いや、わしも知らん。わしとうぬの知力と技ぎ能のうでは、クリティカルを出さない限かぎりわからんじゃろう。しかもうぬ、[image: ][image: ]とか、またヒドイ出で目めじゃなぁ……」

「失敗すれば出目なんて関係ありませんから！　リュドミナこそ[image: ][image: ]とか出しても、わからないのは一いつ緒しよです！　……ふっ、と、とにかく、僕は直ちよく接せつ確たしかめるまで、あの聖騎士パラデインが碧の要塞からの使者だとは認めません！」

「な、なにをするつもりじゃ、ギオン」

「僕は、僕自身のやり方でしか、道を決めないのです。【アクション宣せん言げん！】オーレオリンに攻こう撃げき。【ダイスセット！】」

「ま、待つのじゃギオンっ！　え、ええっ!?」

『なるほど、試験官に直接勝負をしかけて、その実力を見ようというのですね。貪どん欲よくなプレイです！　了りよう解かいしました。どうぞ、オーレオリンは盾たてを構かまえます。迎むかえ撃うつようですよ』

「たとえあなたが碧の要塞の使者だとしても、僕の一撃に対たい応おうできないような試験官がいる冒ぼう険けん者しやギルドなど、こちらから願い下げというもの。試すのは、あなただけの権けん利りではないっ！【ロール！】」

　勢いきおいよくギオンの眼がん前ぜんに出しゆつ現げんするダイスは、彼が剣けんを抜ぬくと同時に飛ひ翔しよう。
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「ギオン！　これは行ったか!?　ダメージダイスも悪くないッ！　うぬはダイスの目が偏かたよるなぁっ！」

「聖騎士パラデインレベル２と、筋きん力りよくボーナス……は、０なので（小声）、合計で十二でどうです！」

『マスターは訳わけあって隠匿ヒドウンダイスでロールしています』

　鳥とり籠かごの手からも灰はい色いろの立方体が飛び、プレイヤーから出で目めは確かく認にんできないが、計算が出そろったようだ。

『相手が並なみの冒険者だったら、ギオンさんの攻こう撃げきも通ったと思います。しかし、そこはやはりと言うべきか』

「は……!?」

　ギオンの身体からだが、動いた。結果が発動していた。

「くッ！」

　ダークエルフの青年は意い識しきを体たい捌さばきにあわせる。やるしかない。あの巨きよ大だいな盾たてにフェイント、左側へと走り込こみ、

「ここだッ！」

　急きゆう旋せん回かい、くぐるように身を低く、右側面より裏うら側がわへ飛びかかった。

「疾ッ！」

　抜ばつ刀とうしざまの一撃が、はじかれた。巨大な盾が機き敏びんに動き、剣と盾がぶつかり、金きん属ぞく音おん。

「ッ!?」

　腕うでの痺しびれだけでは済すまなかった。衝しよう撃げきは全身を襲おそった。

「ごはぁッ!?」

　扉盾に激げき突とつし、歴戦の聖騎士に斬きりかかった若い聖騎士は、酒場の壁かべぎわまではじき飛ばされていた。

「ギオンッ!?　平気かっ！」

「ギオンくんっ!!」

　ダークエルフの頭上に36／36という数値が出現し、それが31／36に変化。

『パラディンの特有スキルである、【カウンターフォートレス】が発動しました。オーレオリンさんはギオンさんに盾を向けたまま、動きません』

「……くっ」

　駆かけ寄よってくるパーティメンバーを片かた手てで制せいし、ギオンは立ち上がる。

「【カウンターフォートレス】を扱あつかうとなれば、今の僕よりだいぶ先を行っているということです。認みとめましょう。そして今度は、この僕を認めさせてみせます……！」

『というやり取りがあったのが、昨夜ということにしましょう』

「……え？」

　空間が揺ゆらめいた。

　宿屋一階の酒場にいた客や風景が速度をあげて溶とけ流れ、空気が変化。

「あ、朝……？」

　酒場の窓まどから、にぶく清せい冽れつな光が投げ込こまれた。

『翌よく日じつです。みなさんは何事もなければ、オーレオリンさんが指定した早朝に、昨日のテーブルにつどいます。ちなみに、ギオンさんのＨＰは回かい復ふくしています』

「んー、これはさすがに遅ち刻こくはできんなぁ。いつもは遅おそ寝ね遅おそ起おきのわしじゃが、眠ねむそうに起きてくるじゃろうな。ふあー、今日もいい天気じゃなー。おはよう」

「っ??」

　声にギオンが振ふり向けば、二階の宿エリアへつづく階かい段だんからリュドミナが降おりてくるところだった。毛け皮がわ鎧よろいの少女は朝の気配に触しよく発はつされたのか、ふわわと口を押おさえてあくびをしている。

「遅いですよリュドミナ」

「あ、おはようございますリュドミナ先せん輩ぱい」

「リュドミナちゃんが、びり！」

「え、ええっ!?　わしが一番最後!?　みんな、それはずるいであろう！　ずっとそこにいっぱなしではないかーっ！」

『しかも今日は天気がよくありません。いつの間にか雨が降ふっていますし、風もあります』

「マスターまで!?　ううっ！　なんじゃかわしの心もレイニーデイじゃよ！」

　射さし込んでいた朝日は幻げん影えいだったのか。リュドミナが視し線せんを向けた窓は風にカタカタ鳴り、灰はい色いろの雨雲はずいぶんと重そうだった。

『さて、各自朝食などを摂とっていると思いますが、約束の刻こく限げんになってもオーレオリンさんは現あらわれません』

「くっくっく、ほれ、ビリはわしではないようじゃなぁ、んん？」

　昨日と同じ席につき、食器をどかしていた輝銀髪プラチナブロンドの盗とう賊ぞく戦せん士しはギオンにドヤ顔。

「それどころじゃないですよリュドミナ、いやな予感がします」

「は……？　どうした？」

「マスター、オーレオリンさんの宿は？」

　ダークエルフの聖騎士パラデインは、宿の給仕に見えなくもない黄緑色のボンネットをかぶったゲームマスターへと目を細めた。言いながら立ち上がり、身に着けた装そう備びを確かく認にんしている。

『みなさんと同じこの宿です。部屋の場所は、みなさん知っているということにしましょう』

「行ってみましょう。クルル」

「了りよう解かい！」

　二人はためらいなく二階の宿エリアへと移い動どう。階かい段だんを登る。

「あ、あれっ？　これ、ちょっと緊きん迫ぱくしてるのか？　ひょっとして……」

　ギオンとクルルにつづいてリュドミナとアズサも席を立った。四人は足早に碧あおの要よう塞さい試験官の部屋、扉とびらの前で顔を見あわせる。

「ドアが壊こわされている、なんてことはないようですが」

「あ、扉の向こうを【聞き耳】するスカウト技ぎ能のう持ってるの、このパーティではリュドミナ先せん輩ぱいじゃなかったですか？」

　黒くろ紫むらさきの鍔つば広ひろ帽ぼうを押おさえたアズサは、おずおずと毛け皮がわ鎧よろいがワイルドな戦士に両手を向ける。

「あれっ？　【聞き耳】とかの斥候捜査スカウト技能って、わししか持ってないの？」

「さすが盗とう賊ぞく団だんの娘というわけですか。逮たい捕ほします！」

「まてぇ！　ギオンっ!?　ま、まだわし、なにもしていないではないかっ！　それに【聞き耳】とか、うぬ達ではうまくできないのじゃぞ!?」

「いいえ、この世に『必要悪』などというものを僕は認みとめていません。聖騎士パラデインである僕の前での狼ろう藉ぜきは御法度ごはつとと心こころ得えてください。しかし……ふっ、この状じよう況きよう……人命に関わると判はん断だんします。しかたありません、目をつぶりましょう。やってください」

「う、うぬは、たかが【聞き耳】にプレッシャーだけを残しおって……！　マスター、扉の向こう側へ聞き耳を、【ロール！】」

『……はい、その目でしたら成功です。室内から物音はしません。そもそも、人の気配も感じられないような気がします』

「気配がない？　突とつ入にゆうします！」

「ああっ！　わしまだみんなに報ほう告こくしてないのにっ！　よ、よいか？　中には誰だれもいない気がするぞ……っ!?」

　ギオンは最後まで聞かず、扉を勢いきおいよく押おし開いてクルルと同時に室内に身をすべらせた。鍵かぎはかかっていなかった。

「これは……？」

　突入したオーレオリンの部屋は使用した形けい跡せきはあるものの、一見して綺き麗れいに整せい頓とんされていた。

「探さがしてください！　……窓は、内側から鍵がしてあります。ドアに鍵が掛かかってなかったので意味はないですが！」

「ベッドの下にもいないよギオンくん！」

「ギオン！　机つくえの上になにやら封ふう書しよが！　『冒ぼう険けん者しや達へ』って書いてある！」

「読みましょう！」

「アズサ、まかせた！」

「な、なんでですか!?　よ、読みますけれども！」

　黒くろ紫むらさきの魔法使いスペルエフエクターは、手て袋ぶくろにつつまれた指先で封ふう筒とうをつまみあげ慎しん重ちように開封。便せんを広げた。

「〈おはよう諸しよ君くん、オーレオリンである。さっそくだが、本日より五日以内に、ソーダライト・ラズリにいる我わが輩はいのところまで辿たどり着いて欲ほしい〉……い、以上です……」

「ど……どういうことじゃ!?」

「普ふ通つうに考えれば、次の試験が始まったということでしょう。荒あらされた形けい跡せきもなく、自みずからの意志で宿を発たったと思うのが自然です」

　アズサから便せんと封筒を受け取ったギオンは文面を改め、そっけなく返した。

「そーだらいと・らずりって？」

　ダークエルフ青年の手紙をのぞき込こんでいたクルルがアズサに首を傾かたむける。

「な、なんでしょうか。マスター？」

『それではみなさん、【知ち識しき判はん定てい】で十二以上でソーダライト・ラズリを思い出すことができます。……十二以上の方……。（しゅぱーしゅぱー、しゅぱー、しゅぱーん……）……、……では、ギオンさん以外の方は知っています」

「……くっ!!（部屋の壁かべ柱ばしらに額ひたいを打ちつけるギオン）」

『今みなさんがいるこの街は、実は海うみ沿ぞいの港街なのですが、隣となりの大陸に舟ふねで渡わたる途と中ちゆうにあるソーダライト諸島の一つに、ラズリ島という島があるのを、お三方は思い出します』

「ギオンどんまい！　ソーダライト諸島のラズリ島のことじゃよ！　あ、知ってたか？　んっ？　んんんっ??」

「その満面の笑顔をやめなさいリュドミナ！　たまたまです！　きっと聖騎士パラデインは鎧よろいが重いので海がニガテなんです……!!」

「マスター、その島まで五日で行くのは可か能のうなんですか？」

『先ほどの判定で十六以上なら、ピンポイントでそこまでわかるのですが、今のみなさんの知識ではよくわかりません。ただ、ラズリ島の向こう側にある隣の大陸に移い動どうする場合、ここから陸の移動と、港から舟での移動で七日間はかかります』

「ひょっとして、五日間というのはギリギリなのでは……？　とにかく急ぎましょう。舟です！　舟を見つけるんです！」

「私、宿の人に、舟の出しゆつ航こう日につ程ていと港の情じよう報ほうを聞いてきます！」

「わしもわしも！」

　魔法使いのアズサと斧おの戦せん士しのリュドミナは、部屋から飛び出し階かい段だんを降りていった。

「……枢くるる、なにか気になったことは？」

　碧あおの要よう塞さい試験官が他に何か残していないかギオンは机つくえを調べた。サイコロを振ふりながら、マスターの目を盗ぬすむようにダークエルフの青年はささやく。出で目めはよくない。

「今のところ特にない。祇ぎ園おんくんは？」

「僕もです。リュドミナの《精髄アゾート》のかけらぐらいはこの部屋にあるかとも思いましたが、甘あまかったようです。もしかしたら、この宿のような人の気配がある場所では、まだリュドミナの深しん意い識しきにはとどかないのかもしれません」

「うん、ボクもリュドミナちゃんの様子を見ておく。……それから、ギオンくん……？」

「どうしました？」

　外見が陶とう器きと球体関節で構こう成せいされた神官という姿すがたになっても、活動的な枢くるるのイメージは変わっていなかった。瞳ひとみが、なにより生きているように見えた。

「いろいろドンマイ！」

「う、うるさいですよクルル！　あなた、さっきから、サイコロを使った判はん定ていに全部成功してますよね!?」

「『ＴＲＰＧ』って楽しいね！　こんなにドジッ子な祇園くん、ボク初めて見たっ！」

「真面目に任にん務むに従じゆう事じしてくださいっ！　これは遊びではないんですから。……枢、よろしいですか？」

　聖騎士パラデインの右みぎ眼めに、蒼あおい火の片へん鱗りんが灯った。

「はうっ」

　枢は慌あわてていずまいを正す。

　──ダークエルフの鋭するどく尖とがった長い耳、黒くろ褐かつ色しよくの肌はだを持った祇園に、枢はなんの違い和わ感かんもいだかなくなっていた。剣けん吞のんなたたずまい。頭とう髪はつだけが七しち三さん分わけのままなギオンは、腰こしの両りよう刃ば剣けんの柄つか尻じりに手を乗せる。

「この、五日以内に目的地まで辿たどり着くという第二試験に失敗したら、おそらく、リュドミナの《精髄》も手に入りません」

「え、えええっ……！」

「《精髄》を奪だつ取しゆするには、もっと深い場所まで辿り着かなくてはならないはずです。そのためにはシナリオを成功させ、さらになにかの秘ひ密みつに迫せまるような場所へ行く必要があります」

「じゃ、じゃあもし、この試験に失敗したら……、……あれ？　失敗したら、どうなるの？」

　いまや聖騎士であり、同時に異い端たん討とう滅めつの騎き士しでもある青年は、開けっ放しにされた出入り口を見つめる。

「あの帰死者またがえりものを討滅するのは、たやすいことです」

　内と外の感覚を探さぐるように祇園は目を閉とじ、ゆっくりと開く。エレメンタル・ドールの少女へ向けた表情は自じ嘲ちよう気ぎ味みだった。

「枢は霊れい感かんや予感、啓けい示じを信じますか？　……いや、僕らの立場で、これは愚ぐ問もんでしたね」

　祇園は苦笑の溜ため息いきを殺すように、軽く咳せきを打った。

「この、彼女の『血罪示現ヴアンピリズム』にいると、よくわかります」

　いったいどれほどの力があれば、これほどの能のう力りよくを展てん開かいできのか。青年は肩かたをすくめた。

「我われ々われは、あの不死君モール・ヴイヴアンを名乗るリュドミナの持つ背はい景けいを探さぐらなければならないようです。……が、目的は変わりません。《精髄アゾート》の奪だつ取しゆ。それさえ叶かなえればよいはずです」

　ギオンは顎あごに、曲げた指の第二関節を添そえる。

「それにしても驚おどろかせられます。ここには今後の異い端たん討とう滅めつや、この僕の過か去こだけではなく、鶏鳴騎士団クルースニク……ひいては『聖団』の今後を左右する、得体の知れないなにかが、やはり──」

「なにか新しいヒントは見つかったかっ??」

　リュドミナとアズサがひょいっと廊ろう下かから部屋に顔を出した。部屋に残っていた聖騎士パラデインと神官は、とっさに雰ふん囲い気きを消す。

「いえ、特には。そちらはどうでしたか？」

　ギオンは輝銀髪プラチナブロンドの戦士へと向きそうになった視し線せんを、窓まどの外へと流した。ガラスの向こうにあるのは、空を流れつづける灰はい色いろ雲ぐもの波なみ。荒あれ始めている。

「うむ！　ラズリ島への船は一日に三便も出ていて、出しゆつ航こうしたその船も明日までにはラズリ島に到とう着ちやくするらしい！　……じゃが、おかしいぞ？　すごく怪しいっ」

「どうしたの？　リュドミナちゃん」

「こんな順調……というか、楽勝にシナリオが進むはずがないのじゃっ！　みんな気をつけよ!?　絶ぜつ対たい、どこかに罠わながあるに決まっているっ！　乗っている船が襲おそわれるとかっ！　ううっ、わしらはちゃんと『碧あおの要よう塞さい』に入団できるのじゃろうか……っ」

　ふいに強い風音とともに、窓ががたがたと鳴った。

「なんですかリュドミナ、困こまりますね、そんな弱気では」

「じゃ、じゃあギオン！　うぬならどう準じゆん備びするのじゃ!?　おそらくじゃが、これから行くは、なにが起こるかわからぬ船の旅なのじゃぞっ!?」

　風雲を映うつす窓のかたわらに立つ甲かつ冑ちゆうの聖騎士に、少女戦士はつめ寄よる。

「冒ぼう険けん者しやの前に困こん難なんがあるのは当たり前です。僕らはそれを、すべて跳はね返すまで」

　一いつ瞬しゆんの稲いな妻ずまが、窓の向こうの雲間に走った。リュドミナ、アズサ、クルルの三さん人にん娘むすめが思わず怯ひるむ中、

「たとえ目の前になにが立ちはだかろうと、それを越こえるだけのことですよ」

「そうだよねギオンくんっ！　ボク、ギオンくんを信じてるっ！」

「ギオン！　う、うぬというヤツは……！」

　恥はじ入いったようにうつむいていたリュドミナが、濃桃デイープピンクの瞳ひとみをギオンに向けた。

「も、もちろんじゃ！　わしは弱気になったわけではないっ！　ものごとがうまく行っているときほど油ゆ断だんは禁きん物もつじゃぞと檄げきを飛ばしただけのこと！　誤ご解かいしてもらっては困る！」

「そうですよリュドミナ先せん輩ぱいっ！　どんなことも楽しみましょう！」

「なにも心配することはないのです」

　ダークエルフの聖騎士パラデインは組んでいた腕うでを広げる。彼は自信ありげな笑みを浮うかべ、

「試験というものはそもそも通れるようにできているのですよ。『碧あおの要よう塞さい』は優すぐれた冒ぼう険けん者しやを手に入れたいのだという前ぜん提ていをお忘わすれなく。準じゆん備びをおこたらず、実力を出すことができれば、そこに問題は起こりえません」

「うむ！　我われ々われはラズリ島に渡わたり、絶ぜつ対たいに『碧の要塞』に入にゆう団だんするぞーっ！」

　三さん人にん娘むすめの「おー！」というかけ声を、ギオンは自分の顎あごを撫なでながら眺ながめた。

『怖こわいもの無しのその意い気き込ごみ、とても頼たのもしいです』

　冒険者達のそんな様子を見ていたゲームマスターの鳥とり籠かごが微笑ほほえむ。ふと魔法使いスペルエフエクターのアズサが、パーティとマスターに首を傾かたむけた。

「これ、なにかのフラグじゃないですよねっ？」

　同意を求めるアズサのスマイルに、リュドミナは息を吞のんだ。
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「ギオン待て！　うぬはダイスのどっちかに[image: ]を出さないと死んでしまう何かなのかッ!?　それでギオンはなんでいっつも自信満々でいられるのじゃッ!!」

「黙だまってくださいリュドミナ！」

　白い砂すなまみれになっていたギオンの全身甲かつ冑ちゆう。傷きずだらけの盾たてを構かまえたまま彼は駆かけた。大だい上じよう段だんより風かざ音おと高く振ふり下ろす両りよう刃ば剣けん。大おお柄がらな魚人族マーマンは、それを三叉槍トライデントで易やす々やすとはじいた。

「……くッ！　やはり、だめ……ですか……っ！」

　砂面に着地しギオンは膝ひざをついて敵てきを見あげる。魚類の瞳ひとみから感かん情じようを読み取ることは難むずかしかったが、とても怒いかっているのはわかった。

「アズサ！　魚人族の残りは何体じゃ!?　一番ダメージをあたえているヤツは!?」

「魚人族は残り、十四体ですっ！　一番ダメージをあたえているのはＤとＦの二体！　もう出口は完全にふさがれています！」

「まずはその二体に攻こう撃げきを集中!!　数を減へらさないとどうにもならん……っ！」

「【アクション宣言！】ギオンくんとリュドミナちゃんにキュアヴェール！」

　聖騎士パラデインギオン、戦士リュドミナ、神官クルル、魔法使いスペルエフエクターアズサの四人は、別名『海が結けつ晶しようした宝ほう石せき』とも呼よばれるソーダライト諸しよ島とうの一角、ラズリ島の片かた隅すみに追いつめられていた。

　冒ぼう険けん者しやギルド『碧あおの要よう塞さい』の試験官、オーレオリンの待つ島には辿たどり着いた。だが、今やパーティの誰だれもが、二本の足で立っているのがやっとという状じよう況きようにあった。砂すな浜はまと岩がん礁しようが入り組んだ、秘ひ境きようとも言うべき前ぜん人じん未み踏とうの波打ちぎわ。視し界かいの半分を占しめる水平線。

　その源みなもとである海からは、うろこに覆おおわれた人型のモンスター這はい上がりつづけている。数えるのも嫌いやになる大だい集しゆう団だんだった。

「あ、あれッ!?　どうして!?　なんでサイコロが飛ばないのっ!?」

　エレメンタルドールのクルルの声がうわずった。彼女は陶とう器きの肌はだをさらに白くして、聖せい印いんを握にぎった腕うでを上下にふる。

「は、はやく回かい復ふくしないとギオンくんが死んじゃうのに……っ!!」

「クルル、ＭＰです！　マジックポイントが枯こ渇かつしているんです！　落ち着いて、魔ま精しよう箋せんはどうしたんです！」

「あ、そ、そうだった……！」

　神官の少女は首に提さげていたネックレスから、ＭＰを人工的に封じた魔力札型のアイテムを引きちぎろうと指をさ迷まよわせる。

「……っ!?　え、なんで……？　どうして、残ってないの……？」

　パーティに戦せん慄りつが走った。クルルの首にかかる細い鎖くさりにぶら下がっているはずの札が、一つもなかった。

「クルル!?　あなた、村の魔ま法ほう使つかいのおばあさんから、魔ま精しよう箋せんを買い足しておくって……」

「か……買ったよいっぱい！　でも、こんなにたくさん魔法を使うなんて、ボク、思ってなくて……!!」

　クルルは泣きそうになっていた。己おのれが流した血ち潮しおの臭においか、海の潮風か。誰だれの鼻も、漂ただよう異い臭しゆうに嗅きゆう覚かくが麻ま痺ひしきっている。

　濡ぬれて硬かたくなった砂すな地ちの足場は、戦せん闘とう行こう為いを行う者達を有利にも不利にも導みちびかなかった。

　冒ぼう険けん者しや四人の背はい後ごには、内陸へと窪くぼみながら切り立った崖がけ。それはパーティの逃とう走そうを阻はばむと同時に、魚人達からの全集包囲を防ふせいでいたが、ギオンはそれに感かん謝しやするつもりにはなれない。

　水平線に沈しずみ行こうとしている巨きよ大だいな太陽の放つ赤。今や禍まが禍まがしく、呪のろいのように、嫌いやが応おうでも視界に射し込んでいる。気分は最悪だった。

　海が──

　あらゆるものを内包する母なる海が、これほど恐おそろしいと思ったことはなかった。

「どうしよう……！　どうすればいいのギオンくん！」

「ポーションです!!　体たい力りよく回かい復ふくのポーションをクルルが僕に飲ませてください！　それでなんとか耐たえて……ぐぁぼっ！　クルル！　ゆっくり！　ゆっくりです！　ガボッごふぁ……」

　咳せき込こむギオンのＨＰがスクロールし、９／39から、20／39まで回復する。

『これでこのターン、冒険者達の行動はすべて終しゆう了りようでしょうか』

　黄緑色のボンネットを揺ゆらし、ゲームマスターが姿すがたを現あらわす。両軍のにらみあいを見守るレフェリーのようなポジションからの彼女の問いが、微かすかに震ふるえていると感じられたのはギオンの錯さつ覚かくか。

『でしたら、敵てきのターンにうつります』

　それを押おしとどめるルールは、『シールド・ユニバース』にはない。ここから、十四体の魚人族マーマンによる反はん撃げきが始まる。

「く……ッ!!」

　先頭に立ち盾たてを構かまえたギオンは、その圧あつ倒とう的てきな数を前に久ひさ々びさの戦慄を感じていた。背はい後ごにいるリュドミナ、クルル、アズサにいたっては、これから自分達に待ち受ける運命に声もなかった。

「（ここまで来て……！）」

　ギオンの右みぎ眼めが一いつ瞬しゆん、蒼あおく火花をちらした。

「（ついに魔王級ヴァンパイア、リュドミナの《精髄アゾート》を見つけたというのに……ッ!!）」

　魚人達の猛もう攻こうが始まった。襲しゆう撃げき者しや達はギオン達の背後。四人の冒ぼう険けん者しやが護まもりつづける、紅ぐ蓮れん色いろに輝かがやく宝たから箱ばこのような立方体を目指していた。




　◆




　──ＴＲＰＧ内、決死の海かい岸がん防ぼう衛えい戦せんの前夜。

『《重じゆう魔ま素そ》奪だつ還かん作さく戦せん』会議が行われた時からすでに、リュドミナ達は孤こ立りつしていた。




「〈これは『碧あおの要よう塞さい』存そん亡ぼうの危き機きと言っても過か言ごんではないのであーるっ!!〉」

　ソーダライト諸しよ島とう、ラズリ島にある浜はま辺べの村。日にち没ぼつから二時間もすぎれば、夜空には幾いく千せんもの星々や銀ぎん河がが広い暗黒の中で輝かがやき始める。

　村にある宿の一階に作られた食堂には壁かべがなかった。島は、家屋に屋根さえあれば、ある程てい度どは充じゆう分ぶんな気候帯にあるようだった。周囲にかがり火が焚たかれた宿。炎ほのおの明かりに照らされる幾人もの冒ぼう険けん者しや達がテーブルについている。

　パーティの数は三つ。合計十三人にのぼる冒険者の誰だれもが、『碧の要塞』の試験官、聖騎士パラデインオーレオリンのことばに耳をそばだてていた。

「〈我わが輩はいからは以上である。質しつ問もんがあれば受け付ける！〉」

　扉盾ドアシールドの後から老聖騎士の浪ろう々ろうたる声が響ひびいた。

『さて、それではみなさんはどういたしますか？』

　ギオン達のテーブル横に立っていたゲームマスター、天てん花げい寺じ鳥とり籠かごが柔やわらかい笑顔を向けた。

「ふむ……」

　毛け皮がわ鎧よろいの戦士であるリュドミナはベンチの上で脚あしを組みかえ、テーブルに頰ほお杖づえをついたまま、

「つまり、その《重魔素》というアイテムを見つけ、ここまで持って来ることさえできれば、最終試験に合ごう格かくしたことになり、晴れて『碧の要塞』に入にゆう団だんすることができるのじゃな？」

　ゲームマスターとオーレオリンを交こう互ごに見ながら問うた。

「〈あらゆる手しゆ段だんを駆く使しし、期き限げん内ないにこの島に辿たどり着いたキミ達のような冒険者には充じゆう分ぶん可か能のうだと判はん断だんするものであーる！　もちろん《重魔素》を入手すれば入団試験も合格となる！〉」

　扉盾の向こうから聞こえる勇ましい声に、ゲームマスターは『いかがでしょう』とパーティを見回す。

「ですが、なぜか僕にはしっくりとこないんですよね……」

「そうかな？　ボクはあーそうなのかーって感じだけど、ギオンくんは違ちがうの？」

　ダークエルフの聖騎士の表ひよう情じようをのぞき込むクルル。ギオンは顔をあげ、シャイすぎる老騎士が構える扉盾に目を細める。

「なんというか、においますね……」

　一いち難なん去ってまた一難。あんなイレギュラーな方法でこの島に辿り着いたとしても、その先で待っていたのは、またしても尋じん常じようではない出来事のようだった。そもそも、これが冒ぼう険けん者しや稼か業ぎようというものなのか……？

「いいですか？　オーレオリン殿どのの言うには、この試験はギルドの未来を左右するほどの重要なものだというじゃないですか。もう一度いいますが、これは試験ですよ？　そこにギルドの命運をかける？　……はっ、どう考えてもおかしな話です。それはもはや任にん務むです。志し願がん者しやとはいえ、そのように重要任務を正式メンバーではない者へ課すなど、よっぽどのことがない限かぎりは」

『ギオンさんのおっしゃる通り、おそらくギルドにとってなりふり構かまっていられない問題なのだと思われます』

　ゲームマスターの天てん花げい寺じ鳥とり籠かごはボンネットにつつんだ頭を縦たてに動かし、肯こう定ていをしめす。

『おそらく《重じゆう魔ま素そ》が失われてしまったことは、碧あおの要よう塞さいに取っては予定外、予想外、つまり緊きん急きゆう事じ態たいであり、今や最さい優ゆう先せん事じ項こうになっているのでしょう』

「くっくっく……ギオン、逆ぎやくに考えようではないか。だからこそ、名を上げるチャンスじゃと！　ここで貢こう献けん度どを稼かせいでおけば、入にゆう団だんしてからの扱あつかいが格かく段だんに違ちがうのではないかな？」

　その表ひよう情じように満ちる余よ裕ゆう。リュドミナの濃桃デイープピンクの左瞳さとうには『満』。右瞳には『喫』の文字が浮うかんでいた。

「なるほど、それは充じゆう分ぶん考えられます。ギルドに対する貢献度ですか……。ふっ、さすが『ＴＲＰＧ』熟じゆく練れん者しやというわけですか？　リュドミナ」

「な……っ!?　ギオンが、わしのロールプレイを認みとめてくれているッ!?　よ、よし！　ここは一いつ気き呵か成せいに行くぞッ!?」

　輝銀髪プラチナブロンドの少女戦士は白い肌はだを桃もも色いろに上気させ、

「ま、まあしかし、ギルドの運うん搬ぱん係も間が抜ぬけておるなぁ。台風が来ているのがわかっていて出航し、そのまま重要な積み荷を流してしまうとは！」

　途と端たんにぎこちなくなった。

「でも、船から落っことしちゃったなら、その《じゅーまそ》って、今いま頃ごろ海の中なんじゃないの？」

『そこはみなさんご安心ください。ここラズリ島は海流の関係で、周辺で流されたものはすべてここに漂ひよう着ちやくしてしまう、別名『銭撒き海岸コインプラント・ビーチ』とも言われていまして、この村は、その漂着物を求めて出来た人々が作りあげた村なのです。そういう情じよう報ほうは自然と村人の方から聞いているということで』

　クルルの問いに、ゲームマスターが補ほ足そくを入れた。

「だとしても、失しつ態たいにはかわりありません。来るとわかっていた台風に流してしまうなど、その《重魔素》とやらの貴き重ちよう性せいすら怪あやしいところですよ」

　ギオンの声には、ガラスをひっかくような響ひびきがあった。挑ちよう発はつ的てきであり、執しつ拗ようになにかを確たしかめようとしている気配がある。

『そうですね。その貴き重ちよう性せいや重要性については、マジックアイテムのスペシャリスト、アルケミスト技ぎ能のうを持つアズサさんに説明して貰もらいましょう』

「わ、私ですかっ!?」

　ゲームマスターの突とつ然ぜんの振ふりに、テーブルの隅すみっこでなにかをコソコソしていたアズサが、ぎくんと立ち上がった。

『同様の質しつ問もんが他の冒ぼう険けん者しやから出たとしましょう。そこで、オーレオリンさんからも、専せん門もんのアズサさんを指名したということで』

「あ、あわわわ……っ」

　元のイスに座すわるも立ちつづけるもできなくなり、頰ほおはもちろんおでこまで赤くし始める魔法使いスペルエフエクターに、

「ここでいいところを見せておけば、あのシャイ髭ひげ騎き士しにも覚えがいいにちがいないっ！　頼たのんだぞアズサ！」

「頑がん張ばってアズサちゃん！」

　リュドミナとクルルが声せい援えんを送る。

「わ、わかりました……！　お、お答えします！　じゅ、《重じゆう魔ま素そ》とは……」

　心しん証しようは確たしかに重要だった。アズサは咳せきばらいする。これがパーティの役に立つのなら──。

「《重魔素》とは、錬れん金きん術じゆつの世界では、古くから『賢けん者じやの石』に限かぎりなく近いと言われている大変価か値ちの高い物ぶつ質しつ、その総そう称しようを指します。特に近年では、《重魔素》から莫ばく大だいな魔法エネルギーを抽ちゆう出しゆつする方法が確かく立りつされたため、ギルドが巨きよ大だいになればなるほど、その有用性の高さから、冒険者ギルド運うん営えいには必ひつ須すなアイテムとして知られています……」

　ぱっと帽ぼう子しの鍔つばをつかんで顔を伏ふせ着席してしまうアズサ。ギオンもリュドミナもクルルも「おおお……！」と唸うなり、彼女に拍はく手しゆした。

『オーレオリンさんや他のパーティメンバーの方々も、改めてその重要性と、行方ゆくえ不ふ明めいになってしまったことの重大性を認にん識しきしたようです』

「なるほど……重大性……ですか」

　ギオンも改めて、ギルドにとっての《重魔素》の重要性──そして、この世界にとっての希少性を認識する。

　──手に入れるべきリュドミナの《精髄アゾート》。

　それはなんらかの形を取り、リュドミナというヴァンパイアの精せい神しん内ないとも言えるこの『ＴＲＰＧ』の世界に出しゆつ現げんしている。

　ギオンはそれを確たしかに感じていた。ヴァンパイアハーフの呪のろわれた血が役に立つのは、このような時だ。南国。離り島とうの宿。まるでバカンスだったが、その予感めいた気配だけは、ありありと。

　油ゆ断だんしていると、周囲から聞こえる虫の音や夜風、かがり火の匂においなど、すべて架か空くうのものだと、ギオンでも忘わすれることがあった。この世界の生々しいほどのリアルさは、リュドミナの持つ能力の強大さを示しめしている。それを思い起こすたびに、彼は誓ちかいを新たにする。

　異い端たん全ぜん討とう滅めつ。我われらが悲願……。手に入れるべき《精髄アゾート》は、この世界にとって大いなる意味と力があり、そして極めて希き少しよう性せいの高い物質となって存そん在ざいしているはずなのだ。

　──ありえる話だった。

「しかし、ギオン。うぬはやけに《重じゆう魔ま素そ》それ自体に興きよう味みを持つのじゃな」

「いえ、そんなに重要なものを失ってしまう『碧あおの要よう塞さい』の迂う闊かつさに呆あきれていただけですよ。それよりも……」

　異い端たんの討とう滅めつ騎き士しでもあるギオンは話題を変える。

「我われ々われ以外の他の冒ぼう険けん者しやのことも気になりますね。言わば入にゆう団だんを競いあうライバルというわけですから」

　リュドミナ達のパーティがこの村の宿に着いた時には、すでに『碧の要塞』入りを目指すパーティが二つ、ここでオーレオリンの元につどっていた。

『でしたら、ちょうどこのタイミングでしょう。これは冒険者技ぎ能のうですね。【空気読み判はん定てい】なるものをしてもらってよろしいでしょうか』

「【空気読み判定】……じゃとッ!?　そ、そんなのルールブックにあったか!?」

『いえ、マスター裁さい量りようのチェックですので、あまりつっこまないでください。ようは、場の雰ふん囲い気きを判断するという感じです。冒険者レベル＋知力ボーナスでどうぞ。十四以上で成功です』

　四人の腕うでからダイスが放たれ、結果、成功したリュドミナとアズサから報ほう告こくがもたらされる。

「逆ぎやくにこちらが探さぐられている……というのですか??」

　ギオンの眉み間けんに不ふ穏おんなシワが寄よった。

「うむ！　わしらが向こうを気にするように、他のパーティもこちらを窺うかがっているというわけじゃな」

「じゃあギオンくん、ボクが、ハナシをつけてくる……？」

「いえ、少し待つんですクルル」

　気配を察したダークエルフの青年が片かた手てで神官を制せいした。ゲームマスターに動きがあったのだ。

『お気き遣づかいすいません、ギオンさん。クルルさんがそう言ってイスを立ち上がるタイミングで、ちょっとしたことが』

　ギオンに礼を言ったマスターは腕を広げて、壁かべのない開放的な宿の内部を指し示しめす。

『先ほどのチェックで十六を出したアズサさん。さきほどアズサさんは、他のパーティの一人が宿の従じゆう業ぎよう員いんに何事かを告げ、チップを渡わたしていたことに気づいていました。その従業員が、みなさんのところにやってきます』

　四人のテーブルで脚あしを止めたのは、いかにも村むら娘むすめという感じの給仕だった。宿の娘か手伝いなのだろうとギオンは判はん断だんする。

「〈みなさん、台風が上陸している最中にこのラズリ島にやってきましたけど、いったいどうやっていらしたんですか？〉」

「なんじゃイキナリ。わしらを探さぐりにきたのか？」

「直ちよく接せつじゃないのは、せめてもの矜きよう恃じというところでしょうか」

　ギオンもリュドミナも腕うでを組んで考え込こむ。四人があの台風の中、このラズリ島に辿たどり着いた手しゆ段だんは確たしかにちょっと変わっていた。

「そもそもボク達、あのトンネルのことは言っていいんだっけ？」

「確か、あのおじさん達には、まだ誰だれかに教えてはだめって言われていたはずですけど……」

　クルルとアズサも困こまった顔で給仕の娘を見た。

「うぅむ、面おも白しろい話なんじゃがなぁ。わしら、結局は船には乗らずにラズリ島に来たんじゃもんね」

「興きよう味み深ぶかくはあるでしょうね」

　肩かたをすくめるギオンは首を振ふって回想する。

「猛もう烈れつな台風……。係けい留りゆうしてある船すら流される大おお時し化けの中、我々は、古代文明が作ったといわれる、このラズリ島への地ち下か回かい廊ろうを発見したわけですから」

「あれは、わしじゃよねっ!?　前回のシナリオのＭＶＰは、あきらかにこのわしであったろうっ!?」

　ワイルドな毛け皮がわ鎧よろいに身をつつんだ二丁手て斧おのの少女戦士は身を乗り出すように主しゆ張ちようする。

「確かに、リュドミナが碌ろくでもない酒場でゴロツキ共にフルぼっこにされながらも、ようやく漁りよう師しの古老から得た情じよう報ほうでしたね」

「前半はいらぬ！　なんなのギオンうぬは！　わし、とってもがんばったのじゃよ!?」

「も、もちろんあれはリュドミナ先せん輩ぱいのお手て柄がらですよっ！　その上、以前からトンネルを極ごく秘ひ調ちよう査さしていた発はつ掘くつ調査チームさん達の役にも立ったから、一いつ石せき二に鳥ちようでした！」

　輝銀髪プラチナブロンドを揺らして抗こう議ぎするリュドミナをフォローするように、黒くろ紫むらさきの帽ぼう子しを押おさえる魔法使いスペルエフエクターのアズサはみんなに同意を求めた。

「うんうん！　トンネルの中で色々なものが手に入ったし、発掘の人達からお金も貰もらえた！」

「まあ、内部のモンスター退たい治じも同時に引き受けたんですから報ほう酬しゆうは妥だ当とうでしたよ。しかもトンネルというより、あそこ、普ふ通つうに迷めい宮きゆうでしたし」

「でも、あのトンネルってすぐには使えないんでしょ？」

　ふと改めて思い出したようにエレメンタルドールの少女は首を傾かしげた。

「きちんとした発掘調査を終えてから一いつ般ぱん開かい放ほうしないと、またどんな危き険けんが発生するかもわかりませんからね。今はまだ、時じ期き尚しよう早そうということです」

「ざーんねん」

「では、少し情けないですが、給仕の方には、我われ々われが無理して出しゆつ航こうした船が難なん破ぱして、本当に運良くこの島に流れ着いたと言っておきましょう」

　残りの三人もそれに同意する。まんざらでもないというように。

『わかりました。給仕の娘むすめはうなずいて、しばらくしてから他のパーティにそれを報ほう告こくした模も様ようです』

「真実を知るのはオーレオリンとわしらだけで充じゆう分ぶんじゃな！　くっくっく……。しかしまあ、あの迷めい宮きゆうがクリアー出来てなかったらと思うと、ちょっとゾッとするな！」

「そういえばマスター」

　一息吐つき、テーブルの上の木もく杯はいの中身を飲み干ほしていたアズサは（中身はアルコールではなく、生徒会室にあるペット緑茶）、おずおずと手元のキャラクターシート（見た目は羊皮紙）を手に取り、

「前回のシナリオのクリアー報ほう酬しゆう経けい験けん点てん、少し多くなかったですか……？」

　ふと他の三人も自分のキャラクターシートに視し線せんを落とした。同意するようにマスターに視線が集中する。

『リュドミナさんとも話しあったのですが、このキャンペーンの方ほう針しんとして、多めの経験点でみなさんにはお支し払はらいするようにしています』

　ふんわりと発光する黄緑色のウエイトレス風ゲームマスターは、毛け皮がわ鎧よろいのリュドミナへと柔やわらかくパス。

「うむ、その方が色々な技ぎ能のうのレベルを上げられて面おも白しろいじゃろう？　ちなみにわしの戦士レベルは４になっておるよ？　斥候捜査スカウトも４にしてみた！　ふふふ、戦せん闘とうや今後の活動がさらに楽しみじゃなぁ」

「たしかに、多めに貰もらえたので、私も魔法使いスペルエフエクターのレベルを３に上げて、さらにアルケミストの技能も同じ３まで上げられましたけど……。やっぱり、魔法使いは成長遅おそいですね……」

「ボクもボクもっ！　えっとねー、ボクも神官技能を４レベルに上げて、それから新しく、精霊使いジングレイザーの技能を取ってレベルを２まであげたの！　ギオンくんは？」

「僕ですか？」

　ガールズ達のトークが始まるのかと油ゆ断だんしていたギオンは、それでもよどみがなかった。

「聖騎士パラデインの技能はレベル４。それからライディング技能を３まで上げました」

「ライディング技能!?」

「？　どうしたのですか？　リュドミナ」

　毛皮鎧の女戦士がイスから立ち上がった瞬しゆん間かん、ギオンはそこから目を逸そらしている。勢いきおいよく動きがちなリュドミナは学院の制せい服ふくの時はまだしも、なぜか表面積の少ないワイルドな鎧姿すがたの時には、ギオンにとって目め障ざわりなものが非ひ常じようによく揺ゆれ動くのだ。

「うぬは……え？　乗る馬もないのにライディング技ぎ能のうを、伸のばしているのか……!?　どうりでなんかオカシイと思っていたのじゃよぉぉおお！　うぬの役立ち度がなんじゃかイマイチなのはそのせいかーっ!!」

「い、いいじゃないですか！　人の自由でしょう!?　僕は聖騎士パラデインですよ!?　騎き士しです！　騎士は本来ならば馬に乗っているはずなんです！」

「じゃが、なににも乗っていないではないかうぬはっ！　それなのになぜ、役に立たない技能のレベルを上げているぅッ!?」

「来たる日の……ためにですっ!!　僕は今お金を貯ためているんですよ！　騎士の乗る軍馬が幾いくらするか知っていますか……？　一万五千Ｇですよ!?　僕は前回の報ほう酬しゆうでようやくクルルに借りていたお金を返し終わって、まだ二千Ｇ弱しか貯まっていないというのにです！」

「ま……まことか!?」

　リュドミナの表情の温度が変わった。

「うぬは、クルルに借金していたの!?　くっ……うぷぷぷ……っ！　ギオン、うぬ、借金持ちじゃったの!?　うぬのような男がッ!?」

「しかたないじゃないですかッ！　騎士の鎧は駆かけ出しの冒ぼう険けん者しやにとって、すごく、高かったんですよ……!?　これを着ていなければただの戦士と変わりないというのに……！」

「ギオンくんが誰だれかにお金を借りるなんて、現げん実じつなら絶ぜつ対たいないことなのにねっ」

　神官クルルはうっとりと嬉うれしそうな表情で、落ち込むギオンへさらに誘さそうような笑みを向ける。

「だからー、ギオンくんはもっともっと、ボクからお金を借りてくれればいいんだよ……？　ほらほら、この『筋きん力りよくが上がる腕うで輪わ』なんて、ギオンくんにぴったりだと思うの！　ねえ見て？　ほら！　ボク、なぜか今まだ三千四百Ｇもあるしー、ギオンくんから利子なんて取らないしっ！」

「だめです……！　それひとつで千Ｇもするんですよ!?　たかが筋力ボーナスがプラス１されるためにそんなのを買っていたらお金がいくらあってもたりませんよ!?」

「甘あまいッ！　それは甘すぎるぞギオンっ！」

「な、なんですかリュドミナ！」

　輝銀髪プラチナブロンドの女戦士は突とつ如じよ、濃こい桃ももの瞳ひとみを輝かがやかせ、妙みようなテンションでぐいぐい来た。

「プラス１を笑う者はプラス１に泣くぞ！　うぬは妖よう怪かい『いちたりない』を知らぬのか！　これを見よ！」

「な、なんですか、これは……」
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「これは、６面ダイスを二個こを振ふった時の構こう成せい表ひようじゃ！　出で目めが全部で三十六種類あるのがわかるか？」

「もちろんです。『確かく率りつ』は確たしか、日本では中学校の数学で教わる概がい念ねんでしたね。これがなんなのですか？」

「注目してもらいたいのは、この斜ななめのラインなのじゃ！　そこを見れば、わしが何をいいたいのかわかって貰もらえるはず！」
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「なるほど……、確たしかに出で目めの合計値は７の組みあわせが一番多いですね。６／36の確かく率りつというわけですか。そこを基き準じゆんにして見ると、出目の最小値の２、そして最大値の12の出る確率である１／36に向かって、出しゆつ現げん率りつが徐じよ々じよに減へっていくことがわかります。ですが、それが能のう力りよく値ちボーナスプラス１となにか関係が？」

「問題は、６面ダイスを二個振ふり、合計して７の出目が出る確率、合計して８の目が出る確率などという部分ではないのじゃ。合計して７以上が出る数、８の目以上が出る数というのが肝きもになる!!　それをまとめたのがこれじゃ!!」
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「これは……７の目以上が出る確かく率りつが約58％……、そして、８の目以上が、約42％、その差は……16％ッ!?」

「わかったであろうッ!?　たとえばサイコロの出で目めが８以上で成功の場合！　その成功確率は42％じゃが、能のう力りよく値ちボーナスプラス１があればサイコロの出目が７の58％でも成功となる!!　つまり！　プラス１の腕うで輪わがあるとないとでは、最大で成功確率が16％も違ちがってきてしまうのじゃよ!!」

「……ッッ!?!?」

　──作戦成功率で15％も違えば、それは天と地ほどの差だった。ギオンはそれを身に染しみて知っている。それらの成功率をたった１％上げるために、今まで自分はどれだけの苦労をはらって来たか……。

「クルル」

「な、なあに？　ギオンくん」

「筋きん力りよくの腕輪だけでなく、器用の腕輪も買っていいですか……？」

「ギオンくんッ!?」

　リュドミナはギオンの死角でガッツポーズ。もはや趣しゆ旨しがパーティの戦せん力りよく増ぞう強きようから、ギオンにどれだけ借金をさせるかに目的が変わっているらしかった。

『では、それらの買い物は、この宿屋の会議の前にしておいたということにしましょう』

　四人は、改めて今後必要と思われるアイテムをルールブックから選び出した。それを村の市場で購こう入にゆうしていたことにする。

『なるほど、わたくしもみなさんのレベルや戦せん略りやくがつかめてきました』

　アイテムによるパーティ戦力の増ぞう強きようをゲームマスターは確かく認にんした。時として安あん価かなアイテム一つ──たいまつ一つ、ロープ一本──の有無が、シナリオを大きく揺ゆれ動かす。

　それが『ＴＲＰＧ』の醍だい醐ご味みとも言えたが、さりげない意い識しきの差がプレイ全体に及およぼす影えい響きようは大きい。新米マスター、教員歴二年の天てん花げい寺じ鳥とり籠かごは自作シナリオをまとめたクリップボードに視し線せんを落とした。

『それではシナリオに戻もどりましょう。みなさんが気にされていた他のパーティなのですが』

　ギオン達のテーブルはオーレオリンから遠い、後方にあった。四人の視界には常つねに二つの他パーティが映うつっている。

『周囲のパーティのレベルはみなさんが見たところ、自分達の方が若じやつ干かんですが経けい験けんを積んでいるかもしれないな、ということを感じます。装そう備びや所持金も、みなさんの方がいいかもしれません』

「ふむ、実じつ際さい、メインクエスト以外の細かい事をイロイロやっておるしなぁ……」

　リュドミナの澄すました声。だがギオンは彼女の鼻の穴あなが膨ふくらんでいるのを見み逃のがしていない。

『それと、これは些さ細さいなことかもしれないのですが……。よく観察してみると、なぜか彼らはよそよそしいといいますか……。よい言い方をすれば、他の冒ぼう険けん者しや達には互たがいに連帯感のようなものがある気がします』

「ん？　どういうことじゃ？　わしらにはよそよそしくて、他の冒険者達には連帯感？」

「確たしか、我われ々われが到とう着ちやくする前から彼らはこの島にいたのですよね。……なるほど、彼らに仲なか間ま意い識しきができていても不思議ではありません。さしずめ僕らは、彼らの手て柄がらを横取りしようとする新参者ともいうべき存そん在ざいなのでしょう」

　スラスラと状じよう況きよう分ぶん析せきしてみせるダークエルフに、輝銀髪プラチナブロンドの少女戦士は眉まゆを寄よせた。

「そ、そうなのか？　ううむ、意地の悪いやつらめ！　わしらも混まぜてくれてもいいではないか！」

『それと、もう一点『視線は、どうもギオンさんに集中しているようです』

「ダークエルフ設せつ定ていがここでじゃと……!?」

「ボク、ちょっと言って来る!!」

「待ってくださいクルル」

　ギオンはここでも片かた手てでクルルを制せいした。

「……リュドミナも、ここは静観しましょう。ダークエルフへの偏へん見けんだとしても好都合です」

「はっ？」

　彼の視し線せんはゲームマスターに向いていた。

「マスター、オーレオリン殿どのへの質しつ問もんはまだ生きていますか？」

『大だい丈じよう夫ぶです』

「では、質問があります」

　立ち上がる甲かつ冑ちゆうダークエルフに視線が集中した。

「我われ々われが見つけ出す《重じゆう魔ま素そ》とは、どのような形をしているのですか？」

　しばしの沈ちん黙もくがオーレオリンの持つ扉盾ドアシールドの向こうに発生した。

「〈《重魔素》は、このような箱におさめられているのであーる〉」

　やがて扉とびらのお手紙受け渡わたし口から、ぺろりと一枚まいの紙が出て来た。

　そこには赤いチェストボックスが描えがかれている。冒ぼう険けん者しや達はそれを受け取り、順々に確かく認にんしてゆくが、

「我々は箱が壊こわされている場合も想定しています。……つまり、《重魔素》そのものの形を聞いているのですが」

　質問者のギオンはイスに腰こしを戻もどしていなかった。

「〈チェストボックスには魔ま法ほう的てきなガードがほどこされているため、壊されていることはまずありえないと思われる！　しかし、万が一破壊されていたとしたら、もはや《重魔素》を、我々から奪うばったモノから取り戻もどすことは難むずかしい！　我々は、《重魔素》が無事であることを前ぜん提ていに作戦を遂すい行こうする!!〉」

「……、了りよう解かいしました」

　表ひよう情じようを変えずに聖騎士パラデインの青年はイスに腰こし掛かけた。

「〈ひとつ、重要な事を言い忘れていたのであーる！〉」

　オーレオリンはなにかに気づいたように付け加えた。

「〈君たちは《重魔素》を見つけたとしても、決して中身を見てはならない！　箱を確認したら、それを直ただちに持ち帰るように!!〉」

　厳げん命めいだった。不ふ可か解かいだったが、それだけに不ふ可か侵しん。緊きん張ちようが貸かし切りの宿に満ちた。その中で一人だけ安あん堵どに近い無表情の冒険者がいた。

「やはり……そういうことですか」

「ど、どういうことじゃギオンっ!?」

「いえ、それだけ《重魔素》というものが重要だということを確認しただけです、リュドミナ」

　ギオンは、仕し草ぐさと指の動きだけでエレメンタルドールの神官を呼よんだ。

「（な、なに？　どうしたのギオンくん！）」

「（僕はこの島に渡わたって、その存在をずっと感じつづけていました）」

　リュドミナとアズサはゲームマスターと島の地図について話していた。その様子を視し界かいに捉とらえたまま、

「（リュドミナの《精髄アゾート》。それが秘ひめられている場所がわかりました。《重じゆう魔ま素そ》です）」

「（じゃ、じゃあ、この任にん務むを成せい功こうさせればいいの??）」

　クルルは弾はずみそうになる声をこらえた。彼女はゆっくりと首を動かし、リュドミナを観察している。

「（そういうことになります。案外早かったですね……）」

　ギオンも動いた。

「リュドミナ、よろしいですか？」

「ギオンちょうどいいところに！　聞いて欲ほしい、この島は毎年、複ふく雑ざつな海流によって削けずられて形が変わってしまうらしいぞ!?　これはやっかいじゃなぁ！」

　ちっともやっかいそうではない表ひよう情じようの少女戦士をかわすように、ダークエルフは首先をめぐらせ、

「さっき僕が、他のパーティに声を掛かけようとしたあなたを止めた理由ですが」

　その視し線せんの先にあったのは仲が良さそうな別の冒ぼう険けん者しやパーティ。やる気にあふれた戦士に神官、魔法使いスペルエフエクターに軽戦士と、その構こう成せいはギオン達とよく似にている。

「このままが好都合なんですよ」

　ギオンの視線はリュドミナの表面をすべり、外で燃もえているかがり火に向けられる。

「あの《重魔素》は、僕らが見つけるべきものです。他の誰だれも手にするべきではありません」

「な……っ」

　リュドミナは聖騎士パラデインの言いようにびっくりしたのも束つかの間ま。

「なんじゃギオン！　うぬ、すっごいやる気ではないかっ!!」

「当たり前です。僕がいつ、この『ＴＲＰＧ』を拒きよ否ひしたというんですか？」

「うむ！　よぉおし！　他の冒険者には絶ぜつ対たいに負けんぞぉぉ……ッ！」

　アズサとクルルはリュドミナと一いつ緒しよに腕うでをあげ「おおおっ！」っと声をそろえた。三さん人にん娘むすめはすっかり意気投合してきているようだった。

　ギオンはそこから一人外れ、思案げに七しち三さんの髪かみをかきあげた後、そっとゲームマスターへと何事か告げる。

『それではみなさん、なにごともなければ翌よく日じつの朝に場面をうつします』

「……っ！」

　ゲームマスターと四人の冒険者以外の世界が高速でうつろった。屋外が深い黒に沈しずみ込こんだ次の瞬しゆん間かん、じわりと黎れい明めいが台たい風ふう一いつ過かの空の雲を照らし、東から茜あかねと黄金色に染そめた。夜明けが一瞬で訪おとずれたのだ。朝日が影かげを作り昇のぼった太陽と向かいあい、早回しの時と計けい針はりのように躍やく動どうする。

「ま、待って欲ほしい！　朝……を、通り越こしてはおらんか!?　マスター！」

『それには理由があります。ギオンさん？』

「聞いてください」

　マスターにうながされたダークエルフの聖騎士パラデインは、昼前を示しめす屋外。強い陽の光と濃こい影かげを感じながら言った。

「《重じゆう魔ま素そ》のある場所に見当がつきました。『碧あおの要よう塞さい』に入にゆう団だんするのは、我われ々われです」

　他の冒ぼう険けん者しや達がとっくに出はらった宿での、彼の断だん言げんだった。

「……は？」

　リュドミナ達はいぶかしい表ひよう情じようでギオンの目を確たしかめた。本気の色が、そこにあった。

「なにを言っているギオンッ！　もうお昼じゃぞ！　宿にはだれもおらぬッ！　見よっ！　わしは今、テストの日に寝ねすごしてお昼に目覚めてしまった時と同じ汗あせを全身にかいているッ！　どうするのじゃ？　も、もうおしまいじゃぁぁーッッ！　もう間に合わぬーっ！」

「ギオンくん……!?」

「こ、これは、いったい……！」

　ダークエルフの青年へ一いつ斉せいに説明を求めるパーティの三さん人にん娘むすめ。トラウマを思い出して暴あばれる輝銀髪プラチナブロンドの少女戦士をなだめるでもなく、ギオンはマスターを含ふくめた四人を見回す。

「説明しましょう」

「くっ……！　聞かせるのじゃ！」

　怨うらみがましい目つきで黙だまるリュドミナ。なにかあれば即そく座ざに嚙かみつく勢いきおいの元山さん賊ぞくの娘むすめへと、ギオンはつづけた。

「よいですか？　限かぎられた人数とはいえ、オーレオリン殿どのが手配したギルドの人員が、それなり以上に必死になって島を捜そう索さくしても《重魔素》が見つからなかったのです。つまり、《重魔素》がありそうな場所は探さがしつくされた上での……、言い換かえれば、美味おいしい部分は食い尽つくされた後での、この任にん務むなのです。……では、我々はそんな島の、どこを探すべきか」

「ゴタクはいいッ！　結けつ論ろんを先に言えぇ……！　こんな時間にしてしまいおって!!」と涙なみだ目めで焦じれるリュドミナを片かた手てで制せいし、

「僕ら以外の二つのパーティは協きよう力りよく体たい制せいを敷き、一度探したところを再さい度どローラー作戦的に片っ端ぱしから探し始めているらしいですね」

「そうじゃよ！　こんなぐずぐずしていたら、もう見つかってしまっているかもしれん！」と訴うつたえるリュドミナを、ギオンはもう見ていない。

「しかし、それは悪手だと僕は考えます。我々が目をつけるべきは、通つう常じようの探たん索さく者しやが探していない場所ではなく、探すことが出来ない場所であるべきです。そしてこの島で生きる村人は、《重魔素》の場所は知らずとも、どこか危き険けんなのかは誰だれよりも知っているものです。つまり、我々が探すべきところは、村の住人が知る限かぎりで、一番苦にがい領りよう域いきであるべきです」

　ギオンのことばを理り解かいした誰もが立ち上がっていた。途と端たんにリュドミナもクルルも走り出す。村人への聞き込みが、始まった。

　村の腕うで自じ慢まんですら近ちか寄よれない場所はどこか？　この、どうしても目立ってしまう聞き込み姿すがたこそ、他の冒ぼう険けん者しや達に見られるわけにはいかないものだった。




　そして約一時間後、

「情じよう報ほうをまとめましょう」

　手わけして集めた情報を、彼らはテーブルの上に載のせる。

「魚人族マーマン！　ラズリ島は今、台風と一いつ緒しよにやってきたマーマンから被ひ害がいを受けてるんだって！」

「そのマーマンは、島の西のジャングルの向こうに巣を作ってしまったらしい！」

「出て来ましたね……。その魚人族のテリトリーに、《重じゆう魔ま素そ》はあると考えていいでしょう」

　四人の意見は一いつ致ちする。そこにこそ、目的のモノはあるはずだった。

「そ、それで、私達は、そのマーマン退たい治じまで、請うけ負おってしまいましたが……」

　魔ま法ほう使つかいのアズサはギオンへ再さい度ど、うかがうような仕し草ぐさを向けてくる。

「そうでしたか？　請け負った覚えなどないのですが……」

「うぬがそうして突つっぱねつづけるから、あの娘むすめはついに泣き出していたではないか！　かわいそうに！」

　たまらず声を荒あらげたのはリュドミナ。濃桃デイープピンクの瞳ひとみをつりあげるようにして聖騎士パラデインをにらむが、

「これ以上やっかいごとを抱かかえ込んでいたら《重魔素》の探たん索さくもままならなくなります。それに、報ほう酬しゆうなどもらわなくとも、異い端たん悪あくはすべて屠ほふるのは当然です。それよりも……」

　息を軽く吞のんだ少女達三人の気配を払ふつ拭しよくするように、彼は腕うでをはらう。

「どうするんですか？　まだだれも辿たどり着いていない、つまりは探索されていない、その魚人共の巣がある海かい岸がんへ、行くんですか？　行かないんですか？」

「もちろん行く！」

「それを前ぜん提ていとして、みんなで装そう備びをもう一度整え直しましょう！」

「ボクもさんせー！　きっとそこにあるから、《じゅーまそ》を誰だれも見つけられないんだよきっと！」

『わたくしも、ギオンさんの考えは大変面おも白しろいと思います』

　ゲームマスターまでもが、いつもよりさらに柔やわらかな笑みをこぼした。

「さあ、わかったなら準備してください。ここから巻まいていきますよ……？」

　宿の一階が、荷物をまとめる者達で急に慌あわただしくなった。

「……、《重魔素》、ですか」

　すでに用意を済すませていたギオンは、手てつ甲こうにつつまれた指で顎あごを撫なでる。

「どのような団だん体たいや個こ人じんにも、知られたくない秘ひ密みつはあるものです……」

　その半はん眼がんは、背せ負おいカバンに冒ぼう険けん道どう具ぐをつめ直しているリュドミナを追っている。

「だからこそ、どんなに堅けん固ごそうに見える集団であっても、盤ばん石じやくということはありえません。偉い大だいなる力を持つ《重じゆう魔ま素そ》、ですか……。どちらにしても、それは僕が手に入れます」

「ギオン、うぬ……いま、めちゃくちゃ悪い顔をしておるよ!?　うぬは、まさか！　『碧あおの要よう塞さい』を……？」

　視し線せんに気づいたリュドミナが、手元からピッキング道具をテーブルに落とす。

「弱みを見せる方が悪いのですよ」

「な、なんて悪い聖騎士パラデインなのじゃ！　だ、だめであろうそんなことー！」

「リュドミナ先せん輩ぱいよだれが垂たれてます！　ギオン先輩にメロメロすぎます……！」

「では急ぎましょう。日が暮くれる前には決めておきたいですね。ギルドへの入団を」

　聖騎士の穿はく鋼こう鉄てつの具足が、硬こう質しつな音を立てて宿の出入り口へと向かった。




　解とき放たれた矢のように勇ましく村を発たったリュドミナ達一いつ行こう。




　胸むねのうちを焦じらす、強い確信に誘さそわれるような行軍は迅じん速そくを極めた。

「マスター！　わしらはとにかく急ぎたい！　少しくらいの危き険けんは承しよう知ちの上じゃ！」

『でしたら、今いる場所は地図で言えばだいたいこの地点になるのですが、すぐそこから始まるジャングル地帯を通つう過かすると、だいぶ目的地には近道となります』

「よいではないかジャングル！　これは行ける!!　くくく、ワクワクしてきたなぁ！」

『了りよう解かいしました。それでは行こう動どう方ほう針しんの変へん更こうがある場合はすぐに申し出てください』

　マスターが指し示しめす方向。そこに、冒険者が立ち向かうべき緑の濃こいジャングルが見えている。

「ゆくぞーっ！」

　やがてリュドミナを筆頭に、額ひたいから汗あせを拭ぬぐいつづける一行は、傾かたむき始めた陽差しが細く射さし込こむ、鬱うつ蒼そうとしたそのジャングルフィールドで、

「整理しましょう！　状じよう況きようをひとまず整理するんです!!　まず、第一に……」

　完全な迷子になっていた。

「どうして誰も野外探求サバイバル技ぎ能のうを取っていないんですか!!」

　パーティ四人のうち三人までもが湿しめった地面にへたり込んでいた。かろうじて二本の足で立っていたのは威い厳げんらしきものを発はつ揮きしているダークエルフのギオンと、ゲームマスターの天てん花げい寺じ鳥とり籠かごだけだった。

「うむぅ、盲もう点てんじゃった……！　サバイバル技能は誰かが絶ぜつ対たいに取っていると思っていたのじゃが……！」

　うつぶせで寝ねそべるように地面に突つっ伏ぷしたリュドミナが両足をじたばたさせている。

「まったくあなた達、それでも冒ぼう険けん者しやですか!?　あんなにたくさんの経けい験けん点てんを貰もらっておいて！　呆あきれてモノも言えませんよ！」

「うぬにだけは言われたくないギオンッ!!　馬もいないのにライディング技ぎ能のうをとりつづけていたうぬにはッ!!」

「しかたないじゃないですかーッ！」

　ギオンは自分の額ひたいを右手でつかむように押おさえ、毛け皮がわ鎧よろいの少女戦士から顔を背そむけた。

「ギオンだってこのパーティの一員なのじゃぞ!?　うぬがそんなもの取らずに、少しでもサバイバル技能に経験点を割わり振ふっておけばよかったんじゃぁ！」

「わかりましたリュドミナ！　じゃあ、あなたが馬になればいい！　ライディング技能を今すぐ役立てて見せますよ！」

「なにをわけのわからんことを!!　わ、わしにライディングじゃと!?　だめじゃだめじゃ！　うぬはなにを考えているーっ!!」

「落ち着いてください二人ともっ！　今はそれどころじゃないと思いますっ!!」

　立ち上がって舌ぜつ戦せんを繰くり広げるダークエルフの聖騎士パラデインと輝銀髪プラチナブロンドの手て斧おの少女の間に、黒くろ紫むらさきの魔法使いスペルエフエクターが割わって入るが、

「だからアズサはどうしてわしとギオンが言い争いをしていると嬉うれしそうなのじゃ……？」

　すでにラズリ島西部に広がるジャングルに入ってから、ゲーム内時間で二時間は経たっていた。リュドミナ達が村を出たのは、正午をだいぶ回ってから。時じ刻こくはそこに積み重なる。ジャングルに茂しげる木々の隙すき間まから見える空の色は、夕刻へと傾かたむき始めていた。

　鬱うつ蒼そうとした熱帯雨林からは脱だつ出しゆつできる気配さえなかった。四人の冒険者は、焦あせりを通り越こして冷たい汗あせを全身から流し始めている。

「リュドミナちゃんの持っている斥候捜査スカウト技能じゃだめなの？」

　ぺたんと尻しり餅もちをつくように座すわり込こんでいたクルルが、ギオンへと鳴くように顔をあげる。

「野外での生せい存ぞん活かつ動どう全ぜん般ぱんに秀ひいでていることを表あらわす技能が、野外探求サバイバル技能なんです。リュドミナの持っている斥候捜査スカウト技能は、主に屋内などでのスパイ的な活動に秀でていることを表す技能。二つは似ていても別の技能なんですよ……」

　ジャングルを抜ぬけ出す【探たん索さく判はん定てい】は、サバイバル技能に属ぞくしている。

　これは、サバイバル技能を持っていなければ、二つのサイコロを振ふって判定する【探索判定】にサバイバル技能レベルはもちろん、そこに知力ボーナスの値もダイスの目に加えることが出来ないことを表す。

　よって、サバイバル技能を持たない今の四人は、ジャングルを抜け出す【探索判定】を平目、つまりダイスを振った目でしか行えない。

　迷まい子ご状じよう態たいを抜ぬけ出す目もく標ひよう値ちが十五だと気づいた時には、時すでに遅おそしだったのだ。

「クリティカルじゃ！　クリティカルを出すしかない!!　そうすれば問答無用で絶ぜつ対たい成せい功こうする！」

　儚はかない望みだった。一いつ行こうはすでに二十分に一回行える、四人一いつ斉せいの【探たん索さく判はん定てい】を、六回連続で失敗している。

「待ってください！　他に方法はないんですか!?」

　確率の上では１／36、三十六回に一回は六ゾロクリテイカルが出ることになってはいるが、四人が合計で三十六回サイコロを振ふるには九ロール。

　ということは二十分×九で百八十分で、つまりは三時間が必要。

　二時間余あまりジャングルをさ迷ったのなら、あと一時間以内にここから脱だつ出しゆつできる計算になるが、それはあくまで確かく率りつ上じようのことであり、それを待つわけにはいかないと、さすがのギオンも考えている。

「いや、ギオン。ここは潔いさぎよく、ダイスロールするしか……！」

「その捨すて鉢ばちな前向きさはなんなんですかリュドミナ！　あなたはダイスを振ることができればなんでもいいんですか!?」

『それではみなさん、ここで改めてこのジャングルから脱出するための【探索判定】をお願いいたします……』

　パーティのやり取りと、シナリオをまとめた手元のクリップボードを交こう互ごに確たしかめていたゲームマスターが四人の前に進み出る。

「も、もうですか!?　こちらはまだ対たい策さくを──」

『と、言いたいところなのですが、みなさん』

　ギオンは気配を察した。新たに何かが起ころうとしている。

『──時間が来ました』

「はいっ？」

『足下を、ご覧らんいただいてよろしいですか？』

「なんじゃこれはッ！　み、水が……ッ!?」

　熱帯雨林に、柔やわらかな潮しお風かぜが生まれていた。風を運んでいたのは水流。パーティの足首、ジャングルの地面を、浅く一面に広がる水の流れが洗あらい始めていた。

「これは、潮の満ち引きですか……？　満まん潮ちようの時じ刻こくに、なったという……？」

『ギオンさんのおっしゃるとおりです。潮はどうやら、西の方角からやってくるようです』

「これぞ天の采さい配はい！　ここ一帯のジャングルは時間により海に沈しずむ潮ちよう間かん帯たいにあったということです！　とにかく海岸線に出ましょう！　島の外れにあるここにも、いずれは他の冒険者による探索はおよびます。この機を逃のがすわけにはいきません！」

　四人は満ちてくる海流を遡さかのぼるように走った。迷子になり、すり減へってしまった気力と体力を振ふり絞しぼるようにジャングルを抜ぬける。

「うわぁああ……！」

　ついに視し界かいが開けた。

　日にち没ぼつ直前の、黄金色に染そまる砂すな浜はまだった。砂さ金きんを敷しきつめたように弧こを描えがいてつづく海岸線。薄うすい膜まくのように広がる遠とお浅あさの海。一直線に引かれた水平線の広大さに、パーティはことばを失う。空くう間かん認にん識しきが追いつかなかった。

　細かな砂をくるむように打ち寄よせつづける潮しお騒さいのサウンド。肌はだに当たるゆるい潮風が、感覚の失調を少しずつ回かい復ふくさせてくれる。

　四人をつつむ風と波までもが、海の上に浮うかぶ赤みを帯びた太陽の金色に染まっていた。

「綺き麗れいだね、ギオンくん……！」

　クルルが一番最初にはしゃぐことができていた。それを切っ掛かけに、残りの三人も周囲を見み渡わたし、呼こ吸きゆうを深める。誰だれに命じられたわけでもなく、自然が作りあげたランドスケープ。大パノラマ。その中に、

「見よ！　あれは、難なん破ぱしたという『碧あおの要よう塞さい』の船ではないかッ!?」

　四人はついに、前ぜん人じん未み踏とうの海岸線に、それを見つける。

　遠浅の海に取り残されたような岩がん礁しようの中に、あきらかに人工物とおぼしきシルエットがあった。それは嵐あらしによって破は壊かいされ、打ちあげられた船の残ざん骸がいに見えなくもない。

「マスター！」

　背はい後ごのゲームマスターに全員が振り向いた。

『みなさんの位置からですと、あれが「碧の要塞」に所しよ属ぞくする船かどうかはわかりませんが……』

　黄緑色のボンネットを被かぶったウエイトレス風のマスターは、さくさくと砂浜を歩き、

『あれならば、チェックする必要もなく、確かく認にんできると思います』

　ダークエルフの聖騎士パラデインは、他の三人と一いつ緒しよにゲームマスターの視し線せんを追った。ジャングルを抜けてきた四人から見て左手につづく海岸線。誰もが眼めを細めて眼を凝こらした砂浜の先に、

「赤いチェストボックス!!」

　海岸に、打ちあげられていた。距きよ離りはあった。だがあの人工物。紅くれないの色。オーレオリンが冒ぼう険けん者しやに見せた図と同じものだった。

「ギオン……ッ！　あ、あったぞッ！　《重じゆう魔ま素そ》じゃ！　間違いないッ!!」

「ふっふっふ……どうです？　僕の推すい理りは完かん璧ぺきだったでしょう？」

　砂浜にタワーシールドの下か端たんを着け、上端に両手を置いて休めの姿し勢せいを保たもっていたギオンは薄く笑った。

　聖騎士の後うしろ姿すがた。夕日をにぶくはじく鎧よろいの輪りん郭かくがリュドミナの濃桃デイープピンクの瞳ひとみに焼きついた。赤い金色に燃もえる白い砂浜。プレートメイルで身を鎧よろう彼は、海岸に沿そって早足で進み始めた。

　確たしかにリュドミナは、ギオンに、これまでとは違ちがうなにかを感じていた。彼をＴＲＰＧに誘さそって良かったと彼女は改めて思った。

「さすがギオンじゃな……」

　赤いチェストに近づく聖騎士パラデインの背せ中なかを見ながら輝銀髪プラチナブロンドの少女戦士はこぼしていた。

「わし、正直言うと、こんなところに《重じゆう魔ま素そ》があるとは思わなかった」

「は、はい……っ!?」

　ギオンは輝銀髪を夕日色に染そめる少女へ振ふり向いた。

「リュドミナ？　じゃあ、あなたははどうして、僕について来たんですか……？」

「え？　じゃって、面おも白しろそうじゃから」

「は……？」

　腰こしに二丁の手て斧おのを留とめる少女は立ち止まったギオンに追いつく。

「じゃって、うぬの言うこと、所々難むずかしいんじゃもん。どう理り屈くつをつけても、こんなところに《重魔素》があるとは、どうしても思えぬし……」

　彼女のことばからは芯しんが抜ぬけていた。びっくりと啞あ然ぜんと感動の三つからショック状じよう態たいに陥おちいっているようなふわふわさだった。ギオンとすれ違いながら、リュドミナは赤いチェストボックスを見ている。

「でもな？　わしは、うぬのことを信用している。じゃから、わしがここに《重魔素》があると思わなかったのと、それとこれとは──」

「ま……まじめに行動してくださいリュドミナッ!!」

「ひゃぁあっ……!?」

　リュドミナは砂すなの上でつんのめって膝ひざをついた。首を捻ひねってダークエルフの聖騎士を見あげる。

「なんですか面白そうって！　あなた、僕の言うことに納なつ得とくして行動を起こしたわけじゃないんですか!?　このシナリオを……リュドミナ……あなたは、ちゃんと、クリアーする気が、あるんですかーッ!!」

「ど、どうしたギオン……！　なぜ怒おこっている!?　わし、なにか、した？」

「キエェェェ!!」

「うわー！　ボクが今までに一度も見たことのないギオンくん顔と声だーっ！」

　エレメンタルドールのクルルは子犬のように跳はね、砂を蹴けって立ち止まる。

「もとはと言えばリュドミナ！　あなたが面白そうだからって、僕の反対意見も聞かずにジャングルに突つっ込こんでいったから、こんなにも時間を──!!」

「ギオン先せん輩ぱい！　それどころじゃありません!!　た、大変ですッ！」

　二人の間に鍔つば広ひろの帽ぼう子しをかぶった魔法使いスペルエフエクターが割わり込んだ。

「いいえアズサさん！　この際さいきちんとリュドミナの身体からだに教え──」

「モンスターです！　モンスターが、《重じゆう魔ま素そ》を持って行っちゃおうとしています！」

　アズサの指さす先。

「はい……っ？」

　ギオンは見た。奇き妙みような光景があった。

　妙みようにほっそりとした三つの人ひと影かげらしきモノが、四角く重量のある物体、赤いチェストボックスを海へ海へと引きずっているのだ。

「マスター!?」

「いや、聞くまでもなく、ここはアレの巣の近くなのじゃろ!?　確かく実じつにアレはアレだと思うのじゃが……！　プレイヤーの知ち識しきとキャラクターの知識は違ちがうというこのジレンマ……！」

　チェストボックスを引きずる人型モンスターの体表はキラキラと光っていた。寿司すしでいう光り物、魚類ならば青あお物ものと呼よばれる光こう沢たく。鋭するどいヒレが頭とう髪はつのように頭部や肘ひじ、背せ中なかなどを飾かざり、頭部はカエルと魚の中間の形を形成している。

　よくよく見れば、周囲の空間が歪ゆがんで見えるほどの魔ま法ほう的てきエネルギーが込こめられているとおぼしきチェストボックス。

　それを引きずる三体の人型モンスターが身に着けている珊さん瑚ごや貝類を用いた装そう具ぐは、人間が身にまとう装そう備びと同等の威い力りよくを持つように見えた。

『それではモンスターの【知識判はん定てい】をどうぞ』

　そして、それ以上のことは【知識判定】をしなければわからない。

「合ごう計けい値ち十八でどうですかマスター！」

　今やモンスター識別ではパーティ随ずい一いちを誇ほこる魔法使いスペルエフエクターアズサの達成値。

『判定成功です。アズサさんにはわかります。あれはやはり、マーマンと言う魚型人類であり、冒ぼう険けん者しやにとっては、わりとポピュラーな敵てき対たい種しゆです。それではマーマンのデータ、オープンいたします』

　三体のマーマンの頭上にＡ、Ｂ、Ｃと記号が振ふられた。

　つづいてその頭上、空中に、それらマーマンの持つ特とく殊しゆ能のう力りよくや与あたえてくるダメージ値、防ぼう御ぎよ値ち、さらにＨＰとＭＰまでもが浮うかび上がる。

「情じよう報ほうは戦いくさの要かなめというわけですね……。これは、やれます」

　ギオンは腰こしからブロードソードを引き抜ぬき、太陽の残り日を跳はね返すように盾たてを構かまえる。

「相手は敵対種であるならば状じよう況きようは明白！　奴やつらは《重魔素》を海の中にある、やつらの巣へと運ぼうとしているのです！　断だん固こ阻そ止しで！」

『さらにアズサさんの達成値ならば、弱点も公開されます。炎ほのおダメージが防御力貫かん通つうでプラス２が入ります』

　次々とマスターから公開される情報に、腰から両りよう腕うでへと手て斧おのを引き抜くリュドミナは、

「ちなみにこの弱点は、なぜか【知識判定】で見抜かなければ、たとえ知らずに炎ほのお属ぞく性せいの攻こう撃げきをしてもダメージプラス２にはならない！」

「ど、どうして!?」

「ゲームだからですクルル！　細かいコトは置いておいて集中してください！」

『つづいて、先ぜん手て後ご手てを決めるイニシアチブ判はん定ていです』

「ここはスカウト技ぎ能のう持ちのわしの出番じゃな!?　【ダイスセット！】」

　一連のアズサの活かつ躍やくに我われを取り戻もどしてきたらしいリュドミナが前に出る。クロスさせたハンドアックスの先に、リュドミナのピンククリスタルダイスが生まれ、

「イニシアチブ判定を【ロール！】」

　軌き跡せきを描えがいてさらなる前方へ舞まう。

「〈フィーク！〉」

　マーマンも独どく特とくの声で吠ほえると、出しゆつ現げんしていたデータのイニシアチブ値である11という数すう値ちが飛び出し、リュドミナの放ったダイスと空中で激げき突とつ！

　火花をちらした！

「このエフェクト、なにかの意味があるんですかッ!?」

　リュドミナのピンククリスタルダイスの出で目めは八！

「ここにわしのスカウト技能レベル４と敏びん捷しようボーナス３が乗る！　合計値は十五！」

　空に浮うかんだ15という数値がマーマンの11を粉ふん砕さい！

「わしの勝ちじゃぁ！」

「だから、このエフェクトに──!!」

「ゲームだから！　ギオンくん、これ、ゲームだから！」

　マーマン三体と冒ぼう険けん者しや四人が、赤いチェストボックスを間に挟はさんでそろい並ならぶ。

『それでは、みなさんが先せん制せいで、戦せん闘とう開かい始しです』

「じゃあボクからっ！」

　マスターの合図直後動いたのは神官のクルル。彼女は愛用の聖せい印いんとは別の、短いロッドを振ふりかざし、

「精せい霊れい魔ま法ほう『ディフェンス・ロック！』　パーティのみんなにいっぺんに！　【ロール！】」

　彼女の特とく技ぎ、魔法強化／複ふく数すう化かにより、必要なＭＰを×４で消費し、クルルは覚えたての精霊魔法をパーティ全体にほどこす。味方への強化魔法は、ダイスの出目は一ゾロが出ない限かぎり成功する！

「敵からのダメージを５ポイントまで防ふせいでくれるの！　それを超こえると壊こわれちゃうから注意して！」

　白い砂すな浜はま。その下から複ふく数すうの瓦が礫れきが浮うき上がり、四人の冒険者の周りを、天体のようにめぐりだす。

「次は私です！」

　魔法使いスペルエフエクターアズサは大きな杖つえを片かた手てでふるい、

「これはアルケミスト技ぎ能のうと魔法使いスペルエフエクター技能を同時におさめることで使える魔法です！　これで炎ほのお弱じやく点てんを突つけるようになります！」

　魔法使いがもう片かた方ほうの手で取りだしたのは、一本の丸底フラスコ。

「燃素の武力フロギストン・ブレード！　リュドミナ先せん輩ぱいとギオン先輩に【ロール！】」

　アズサの腕うでより舞まうダイスの出で目めは、それがすべて有ゆう効こうに機き能のうしたことを示しめす。同時にぽん！　とフラスコの栓せんがはじけ、ビリビリと細かいイナズマの雲が立ち昇のぼり、リュドミナとギオンの持つ武ぶ器きへと纏まとわりつき、オレンジ色に発火！

「先輩二人の武器が炎属性になり、ダメージプラス２となります！」

「クルル、アズサ！　いつもすまないッ！」

「イニシアチブを取ると取らないとでは、これが違ちがいますからね」

　パーティの完かん全ぜん武ぶ装そうともいうべき陣じん形けいが完成。前ぜん衛えいの二人に戦気が満ちる。

「では、わしからいくぞ！　【アクション宣せん言げん！】マーマンＡを攻こう撃げきッ！　もちろん二刀流ッ！　【ロール！】」

　クルルが呼よびだした土の精せい霊れいが作り出す防ぼう御ぎよ石せきを従したがえ、燃もえさかる二丁の手て斧おのをひるがえしながら、リュドミナは魚人Ａへと迫せまる。直前に自分の手より放たれたダイスを追い越こす勢いきおいで、彼女は走った。

「いっぱつめぇええッ！」

　左腕に握にぎられた炎を纏まとう手斧のダイス目は[image: ][image: ]／[image: ][image: ]。

　マーマンの回かい避ひ値ちは12。出目の九にリュドミナの戦士レベル４、そして器用度ボーナス３が足されて、値は十六。

「ヒット！　ダメージは手斧の固有値と足して10点ッ！　プラス炎ダメージが２!!」

　上じよう段だんからの斜ななめ袈け裟さ斬ぎり。頭上にＡを浮うかべたマーマンがうろこを飛ばして仰のけ反ぞった。

「まだじゃ！　右の二撃めェッ!!」

　示しめされたのは[image: ][image: ]／[image: ][image: ]。

「よしっ！」

　一撃目で与あたえた裂れつ傷しようをなぞるようにして、二撃目が叩たたき込こまれた。燃える手斧が抉えぐるようにマーマンにもぐり込み、時ならぬ、食しよく欲よくをそそる香かおりが辺りに漂ただよう。

「くっくっく！　わしの手斧にアズサのフロギストン・ブレードが乗っていなかったら、ＨＰを僅わずかに残せていたかもしれんのになぁッ！」

[image: ]

　ドウ……ッと砂浜に一体の魚人があお向けに吹ふき飛び動かなくなる。Ａの文字が消え去り、残りはＢとＣの二体となった。

「ここは日が暮くれきる前に、一いつ気き呵か成せいに攻せめた方が良さそうですね。ならば僕はＢに攻撃！【ダイスセット！】」

　ギオンも鎧よろいと盾たてを鳴らして走り、

「【ロール！】」

　ダイスが放たれる。

「せあッ！」

　攻こう撃げき判はん定ていの出で目めは[image: ][image: ]の四。聖騎士パラデインレベル４と筋きん力りよくボーナスは……ギオンにはなし！　そして器用度の腕うで輪わプラス１で合ごう計けい値ちは九。

　マーマンの回避値は変わらぬ12！　ダークエルフの聖騎士が振ふり下ろした炎ほのおのブロードソードは、マーマンＢの三叉槍トライデントにはじかれる。

「くッ！　あと一歩のところを……！」

　ギオンは油ゆ断だんなく盾たてを構かまえて一歩引く。

「いくら腕輪があっても、あの出目では……」

「うるさいですよリュドミナッ!!　ダイスは……時の運なのです……!!」

　並ならぶ手て斧おのの少女戦士に視し線せんを送り返すこともしなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだよギオンくん！　このままなら押おし切れるからっ！」

「圧あつ倒とう的てきに勝てますよ！　お気になさらず！」

　背はい後ごからの後こう衛えい魔ま法ほう担たん当とうの二人には、

「フォローは結けつ構こう……ッ!!　しかし、油ゆ断だんしないでください!?　次は魚人族マーマンのターンですよ！」

　だがクルルとアズサの言う通りだった。魔ま法ほうによるアドバンテージ。さらに敵てきの弱点を突つきつづけた結果の、快勝。

　リュドミナ達は、四ターン目には、魚人族マーマンを掃そう討とうしていた。

「くっくっく、成長を実感するこの瞬しゆん間かんがたまらん！」

「ＨＰの回かい復ふくはどうする？　ボクはまだまだＭＰに余よ裕ゆうあるよ？」

「私、スリープでいっぺんに二体も眠ねむらせたの初めてですっ！」

　きゃっきゃと嬉うれしそうにはしゃぐ少女達。しかしそれは、

「…………、……」

　どんよりとした気配を察した瞬間、つまったことばとともに、とっさに冷気の源みなもとへの気き遣づかいに変わる。

「…………ふぅ……」

　そこにはギオンがいた。一度も攻こう撃げきをマーマンに当てることができないまま、一身にただただ攻撃を受けとめ、ダメージを受けつづけるだけで戦せん闘とうが終しゆう了りようしてしまったことに呆ぼう然ぜんとして、手のひらばかりを見ているギオンがいた。

「…………はあ、まあ、いいんですけどね……？」

「ま、まあ、うぬはダメージを一手に引き受けてくれていたではないか……！」

「放っておいてくださいますか!?　それより、《重じゆう魔ま素そ》を、あの宝たから箱ばこを確かく認にんしましょう！結果良ければ、すべて良しです……」

　パーティは赤いチェストボックスへと、ついに手を掛かける。目の前にありながら、戦闘中には触ふれるコトができなかった金きん属ぞくと木材で構こう成せいされた箱。

「おおっ！　確たしかに『碧あおの要よう塞さい』の紋もん章しようがあるッ！　この宝箱の中身が《重魔素》に違ちがいないっ！」

「アズサさん！　『魔ま法ほう感かん知ち』です！」

「は、はいっ！」

『碧の要塞』の紋章をリュドミナにつづいて確認したギオン。彼は魔法使いスペルエフエクターのアズサに場所を譲ゆずるようにして、彼女の『魔法感知』の結果を待った。

「[image: ][image: ]の目で、どうですか？　マスター」

『それでしたら……』

　ゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり籠かごも、シナリオが記き載さいされたボードを確認。

『魔法の鍵かぎが、壊こわれてしまっていることに、アズサさんは気がつきます』

　そのことばにアズサは、ひっそりと後ずさる。

「……だ、そうです。鍵は、今、掛かっていません……」

「「「…………っ」」」

　残りの三人がごくりと喉のどを鳴らした。

「オーレオリン殿どのは、中身は決して見ないようにと、言っておった、……ぞ？」

　それからおもむろに、箱を囲んだ四人は周囲に視し線せんを走らせた。

　その瞬しゆん間かん、

『それではみなさん、【危き険けん感かん知ち判はん定てい】を』

「ッッ!?!?」

「くっ……！　このタイミングで……ですか……！」

『これに失敗すると、敵てきによる奇き襲しゆうが発生する可か能のう性せいがあります』

　四人の神しん経けいがさらに逆さか立だった。マスターのことばに戸と惑まどいながらも、それぞれの手にダイスがセットされてゆく。

「いや……まだじゃ！　ダイスの出で目めさえ良ければ問題はない！　【ダイスセット！】」

「それもそうですが……、囲まれていないことを、祈りましょう」

　ギオンも両手をつつむアーマーを締しめ直しながらダイスを指先へとセット。

「ここまで来て、この《重じゆう魔ま素そ》を他の誰だれかに渡わたすわけにはいきません……」

　彼はすでに迫せまる危険がこの箱を狙ねらう第三者であると決めきっていた。

「それが異い端たんに類るいする者共ともなればなおさら。大たい義ぎなき力に意味などありはしないのだと、この僕が教えましょう。……寄よらば、斬きるのみ。【ロール！】」

　パーティのそれぞれからダイスが舞まった。その数値が次々に確かく定ていしていき、

「く……！　しまったぁ！　今回は目が奮ふるわん……！　ここで奇襲をされるのは不味まずいぞ！」

　輝銀髪プラチナブロンドの手て斧おの少女は、空中に示しめされた[image: ][image: ]という出目に顔をしかめる。

「ふっふっふ、おやまあ、リュドミナ。なんてひどい目ですか？」

「ま……まさか、ギオンッ!?」

「その通り！　見てください僕の目を！　これが六ゾロクリテイカルというものですッ！」

　高らかに、ダークエルフの聖騎士パラデインが振ふるった腕うでの先。

「でかしたぁッ！　しかしうぬの出目は本当に偏かたよってるッ!!」

「ふ……っ。僕にはこんなところで手こずっているわけにはいかない事じ情じようがあるのですよ。僕としては向かって来るのは第二陣じんと見ていますが、マスター？」

『はい、波の向こうから、またもやマーマンがやって来ます。その数、八体』

「ハチタイぃッ!?　さっきの、倍以上ではないか……！」

　平然と状況を示すゲームマスター。文もん句くを吐はきながらも、リュドミナの両手は自みずからの得え物もの、ハンドアックスをにぎり込む。海岸線から人型のシルエットが、八つ。

「やるしかないようですよリュドミナ。どうやらあの異端共はこの《重魔素》に用があるようです。……蹴けちらすのみ。この箱を狙うならばどうなるか、異端共には教え込こんでやればいいだけです。行きますよ……？」

　ギオン、リュドミナ、クルル、アズサは《重魔素》を護まもるように布ふ陣じんを敷しき、モンスターの一軍を迎むかえ撃うつ。パーティの誰だれもが自信を持っていた。倍以上に増ふえたとは言え、イニシアチブを取ることにも成功。彼らは最初の三体の時と同じ戦せん術じゆつで立ち向かう！

『それでは、このターンの頭に、海の中よりさらにマーマン五体が増ぞう援えんされます』

「ッ!?」

「ご……ゴタイぃ……？」

　戦せん闘とう開かい始しから三ターン目で、ギオン達は二体のマーマンを屠ほふっていた。だがそれだけだった。フィールドに、まだ六体の魚人が残っていた時点で告げられた、五体の増援。

「ま、待て、これは、いったいどういうことじゃ……？」

　パーティが感じていた『これはいける！』という感かん触しよくが吹ふっ飛んだ。リュドミナ達はついにパーティの人数四人の倍を超こえた、十一体の敵てきに囲まれたのだ。

「ですから、モンスター達はこの《重じゆう魔ま素そ》に引き寄よせられているんです！　それが、異い常じような数なだけで！」

「しかし、これはさすがに持ちこたえられんかもしれんぞギオン！　お……応おう援えんは？　今のうちに応援を呼よんだ方がいいのではないかッ!?」

　クルルの魔ま法ほう、周囲に漂ただよう『ディフェンス・ロック』を半はん壊かいさせたリュドミナがギオンの隣となりに飛びすさった。

「だめです!!　なんとかなるはずです……！　開かい示じされた相手のデータと我われ々われの今の戦力を比くらべれば、ぎりぎり行けるはずなんです！」

　ギオンの周囲に『ディフェンス・ロック』はすでになかった。ＨＰも半分を割わり込こんでいる。それでも敵を駆く逐ちくできるだけの算さん段だんは彼の中ではできていた。武ぶ器きは炎ほのおを纏まとい、魔法の援えん護ごもまだ期待できる。

『では、このターン終しゆう了りよう時じ、さらに四体の増援が入ります』

　十一体の攻こう撃げきを、かろうじて防ふせぎきった直後だった。

「……ッ!?」

　さらなる敵の増強はギオンの計算の中に、入っていなかった。

『その中の一体は、他の魚人の倍以上ありまして、ここで新たにモンスターの【知ち識しき判はん定てい】をお願いできますか？』

　味方の攻撃ターンが終了した直後告げられた状じよう況きよう変へん化か。いくつものダイスが夕焼けの空に舞まう。

「す、すいません……っ！　[image: ][image: ]の、ええと……十三で、わかりますか……？」

『残念。それではなにもわかりません』

　それでもアズサの数すう値ちが、パーティの中では最高値だった。結果、あきらかに大おお柄がら、サメやシャチのようにムッチムチな魚人族マーマンのデータは不明。

「……じゃが、あきらかにこやつは、他のマーマンより強いと見て構かまわぬよな……ッ!?」

　なにをしてくるか、どれくらいのＨＰがあるのか。一切わからない敵てきの出しゆつ現げんだった。

「ギオン！　もしかしたらこれは、他のパーティと協力することが前ぜん提ていの戦せん闘とうだったのかもしれんぞ!?　いや、おそらくは、マスターはその腹はらづもりで……見よ！　固まっている！　わしらのこの状況に!!　あきらかに『しまった！』という顔をしている!!」

「……くっ！」

　ギオンは固まった。新たに四体の増ぞう援えん。勝負の行方ゆくえがぎりぎりの向こう側へ傾かたむいたところへ、さらにデータ不明──おそらくはリーダー個こ体たいの出現。

「手て遅おくれにならぬうちに……!!」

　異い端たん殲せん滅めつ騎き士しの脳のうが高速で回転する。ライバルを含ふくめるとはいえ、味方のうちにある《重じゆう魔ま素そ》と、敵に奪うばわれた《重魔素》。手に入れやすいのはどちらか。

　考えるまでもないことだった。しかし、ソーダライト諸しよ島とう。ラズリ島の前ぜん人じん未み踏とうの深しん奥おう海かい岸がん。助けは本当に来るのか。……来るのだ。この救きゆう援えん弾だんを上げれば。冒ぼう険けん者しや。『碧あおの要よう塞さい』はやって来る。今は死守。それしかなかった。

「背せに腹は……代えられません……！　マスター、オーレオリン殿どのから支し給きゆうされた救援弾はどうしたら？」

　ギオンは腰こしの道具入れから、拳けん銃じゆう型がたのアイテムを引き抜ぬいた。

『ダイスを振ふって【行使判定】をしてください。ファンブル以外で打ち上げることができます。ここはぜひ、お願いいたします！』

「ゲームマスターがそれを言ってしまってはだめじゃろう……っ！」

「なるほど！　それだけなら確かく実じつです！【ダイスセット！】」

　ギオンが頭上に掲かかげた発煙弾。拳銃の筒つつ先さきに、二つのダイスが出現した。

「ギ、ギオン待てッ、それはわしが振ふる──ッ」

「【ロール！】」

　ダイスが打ち上がった。音を立てて回転し、夕日をはじいてピタリと止まる。
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「……え？」

「……な、なぁッ!?」

「う……うそ……」

「ギオンくんが……ッ！　ギオンくんが……!!」

　ダークエルフの聖騎士パラデイン以外、ゲームマスターまでもが、ダイスを見あげたまま、その場で砂すな浜はまに膝ひざをついた。

「……なんという、ことを……!!　なんでッ!?　なんでうぬはここで一ゾロを振るのッ!?」

「ん？　これはどういう……ことですか？　ありえませんけど」

　聖騎士パラデインの手の中でプスンっと、拳けん銃じゆうが小さな薄うすい煙けむりを上げていた。

「ありえないことあるものか！　どうにもこうにもギオン！　大失敗フアンブルじゃよーッ！」

「待ってくださいッ！　こ、これは、どうなってしまうんですかっ!?　え？　不発……？」

「わしが振ふるって言ったのにーッ！　わしが振るってぇぇ……っ!!」

　同時に、十五体のマーマンが、ぞろっと身じろいだ。がしゃがしゃん!!　と、少なからぬ武ぶ器きと武器、防ぼう具ぐと防具が音を立てた。

「ひぃっ……!?」

　それは冒ぼう険けん者しやの攻こう撃げきターンに対する防ぼう御ぎよ態たい勢せいだった。リュドミナ達に、そうは見えなかっただけで。

「マ、マスター！　無理じゃ！　もう持たぬ！」

　ゲームマスターもこの事態は想定外だったと見えた。薄く発光しているゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり籠かごは、張はりついた笑みを浮うかべたまま、

「はぁ！　すぅぅうっと消えたぁぁ……ッ！　マスター！　どうするんじゃこれぇぇッ!!」

「やるしかありません！　泣き言を言っても目の前の出来事をなかったコトにできないのがゲームの神しん髄ずいです!!　このままだと、囲まれます。みんなでこの《重じゆう魔ま素そ》をひっぱって、あの窪くぼみの地形に！　マスター！　三人で引きずり、攻撃はすべて、リュドミナ以外なら僕が【カバーリング】します！」

『了りよう解かいです（声のみ）』

「待って!?　わしには今、変な条じよう件けんが聞こえた！」

「気のせいです！」

「というかギオン、うぬはまだ《重魔素》を諦あきらめておらぬのか……？」

「当たり前です！　グズグズするんじゃありませんリュドミナ！　あなた本当にだらしがないですねッ！」

「い、言わせておけばぁ……！　うぬになんか言われたくない!!」

《重魔素》をずりずりと安全地帯に引きずりながらの攻撃ターンが始まった。

　リュドミナの二連撃。そしてアズサの魔ま法ほうにより、マーマンを一体撃げき破は。好調なすべり出しは、しかし、

「ギオン待て！　うぬはダイスのどっちかに[image: ]を出さないと死んでしまう何かなのかッ!?　それでギオンはなんでいっつも自信満々でいられるのじゃッ!!」

「黙だまってくださいリュドミナ！」

　ギオンの攻撃は、いとも簡かん単たんにはじかれた。

　背はい後ごに崖がけを背せ負おった谷間の地形でも、苦戦は変わらなかった。

　クルルのＭＰが底を尽つき、魔ま精しよう箋せんも使い果たし、回かい復ふくポーションは焼け石に水。




　水平線に沈しずみ行こうとしている巨きよ大だいな太陽の放つ赤。今や禍まが禍まがしく、呪のろいのように、嫌いやが応おうでも視し界かいに射さし込こんでいる。

　海が──

　あらゆるものを内包する母なる海が、これほど恐おそろしいと思ったことはなかった。




「ここまで来て……」

　パーティはそうして、魚人族マーマン十四体による反はん撃げきを、迎むかえ撃うつこととなる。

「ここまできて、諦あきらめるわけにはいかないんですよ!!」

　先せん陣じんに立ったのは聖騎士パラデインギオン。分ぶ厚あつい盾たてと甲かつ冑ちゆう。防ぼう御ぎよに特化した装そう備びに身をつつんだ彼が【カバーリング】の次に選んだ特とく技ぎ、【挑ちよう発はつ咆ほう哮こう】が響ひびき渡わたった。

　その、言語を超こえた高らかなギオンの大声音に引きつけられるように、マーマンが殺さつ到とうする。夕日を体表ではじく魚人族が起こす砂すな煙けむりに、ダークエルフの聖騎士が沈んだ。

「ギオンくんッ!!」

　──潮しお風かぜに、砂煙が、晴れる。

　三叉槍トライデントによる十四回攻こう撃げきにさらされたギオンの、残ＨＰが判はん明めいした。

　２／39。

「奇き跡せきが起こっておるぅぅ……ッ！」

「ギオンくぅぅぅんッ!!」

　頭上に残り僅わずかな数すう値ちを浮うかべる聖騎士にパーティメンバーは駆かけ寄よった。

　しかしギオンは、首っ玉に抱だきついてこようとするクルル、そして周囲のマーマンすら押おしのけるようにして、

「そんなことより、どうして前に出て来たりしたんですかリュドミナッ！」

「はぁっ!?」

「あなた、僕の【挑発咆哮】範はん囲いにワザと入りましたよねッ!?　どういうことですかっ！」

「な、なにって、じゃって、うぬ一人で十四体も無理じゃろう！　わしも一度くらいならダメージを食らっても──」

「あなたに、もし、万が一のことがあったらどうするつもりなんですかッ!!」

　このＴＲＰＧ世界はリュドミナの『血罪示現ヴアンピリズム』で作られている。

　その本体である少女が死し亡ぼう状じよう態たいともなれば、それが擬ぎ似じ的てきなゲーム内の死であっても、中ちゆう枢すうたる《精髄アゾート》消しよう滅めつの可か能のう性せいが出てくる。

「どうして僕がここまでＴＲＰＧに打ち込こんでいるか……、それがあなたにはわからないんですか!?　ええ、わからないでしょう！　わかってたまるもんですか！　いいですかリュドミナ、これは命令です！　もう二度と、僕の許ゆるしなく、このような危き険けんなことはしないでください！　これが守れないのならば僕はもう……──って、お、おや？　ど……どうしたんですあなた達！　僕の知らないうちに毒ガスでも撒まかれていたんですか!?　どうして、そんなに顔が真っ赤なんです!?」

「だ、だって、ギオンくん……？」

「ギオン、うぬは……っ。……くっ、今まで一度もうぬがわしを【カバーリング】してくれなかったことなど、今ので忘わすれたわッ！」

「ア、アズサさんも無言で……平気ですか!?　鼻血ですよねそれ！　え？　ナイスツンデレ……？　何を言っているかわかりません！　ちょっといいですかあなた達！　戦せん闘とうはまだ終わっていないんですよ!?　むしろ、この僕らの攻こう撃げきターンにすべてが懸かかっていると言っていい!!」

「しかたない、ギオン！」

　無理して険けわしい表ひよう情じようを作ったようなリュドミナが前に出た。強い意い志しが濃桃デイープピンクの瞳ひとみの中にあった。

「大ボスまで取っておこうと思っていたが、ギオン。わしとうぬの『絆きずなスキル』を使うぞ！」

「絆スキル、ですか……!?」

「うむ！　絆スキルを使ったとしても、この戦闘……まだどうなるかわからんが、もうこれに賭かけるしかないじゃろうっ！　同じ戦せん闘とう職しよくのわしとうぬの『絆スキル』なら、きっと現げん状じようを打だ破はできる！」

　リュドミナの言う通り、もうその手しゆ段だんしか残っていないかもしれなかった。魔法使いスペルエフエクター達の魔ま法ほうも、回かい復ふくアイテムも尽つきている。ギオンに残された選せん択たく肢しは、残りのＨＰの数すう値ちよりも限かぎられている。

　彼は覚かく悟ごの色に染そめた切れ長の眼めで、リュドミナを見下ろした。

「絶ぜつ対たいにイヤです！」

「なっ……」

　リュドミナはひっぱたかれたようにことばを失い、

「なんでじゃギオンッ!?!?　し、死んでしまうぞ……ッ!?　このままではっ!!」

「ギオンくん……ッ!?」

「ギオン先せん輩ぱいッ!?」

　パーティは騒そう然ぜんとした。だが、ギオンは頑かたくなだった。

「だめです！　それだけはなりません!!　リュドミナ、あなたと共きよう闘とうしているのはたまたま利り害がい関かん係けいが一いつ致ちしているからにすぎないということをお忘れなく！　魂たましいの繫つながりである絆を結び、あなたと絆スキルを放つなんてもっての他ほかです!!」

「な、なんでなのじゃ!?　さすがのわしも今のはちょっと傷きずついた!!　やっぱり【カバーリング】の件けんも許ゆるさぬ!!　そしてアズサはなんで顔が真っ赤っかなのじゃ!?　うぬはさっきから一人楽しそうじゃな!!」

「とにかく僕は了りよう承しようしませんから!!」

「ギ……ギオンのわからずや！　このままではわしらは死ぬぞ!?　全ぜん滅めつじゃぞ!?　それとも、わしと絆きずなスキルを使うより全滅を選ぶのかッ!?」

「と、とにかく、これだけは譲ゆずれないのですッ!!」

「どういうことなのじゃッ!?　全然わけがわからんではないかぁあッ!!」

　リュドミナの声が入り組んだ岩がん壁ぺき、水平線へと木こ霊だまする。

　魚人族マーマンは冒ぼう険けん者しや達の言い争いを聞き流すように、なおも荒あらぶっている。異い形ぎようの種族の支し配はい圏けんとも言える海岸線は美しく、色いろ濃こく変化する夕日に染まりつづけている。

「く……ッ！　じゃが、わしはあきらめん!!　なにか方法あるはずじゃ！　この絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危き機きを脱だつ出しゆつする方法は必ずあるっ!!　マスター！　おトイレ休きゆう憩けい!!」

　リュドミナが作る『血罪示現ヴアンピリズム』が、ふいに途と切ぎれた。景色が薄うすれて、そこは聖せいロヨラ学院の生徒会室へと変じて戻もどる。




　制せい服ふく姿すがたになった輝銀髪プラチナブロンドの生徒会長は扉とびらを開け放ち、廊ろう下かへと走り出て行った。同じく生徒会室内で制せい服ふくや教員の服ふく装そうに戻もどった祇ぎ園おんや天てん花げい寺じ鳥とり籠かごが声をかける暇ひまもなかった。

「おのれぇぇ、バカギオン！　大おお馬ば鹿かギオンッ!!　あやつのダイスの目さえもっと回っていれば、こんなことにはぁぁ!!」

　リュドミナは洋式トイレに腰こし掛かけ、頭を抱かかえる。良りよう策さくがすぐに思いつくはずもなかった。出てくるのは愚ぐ痴ちばかりだった。

「あやつのダイス……、良い出で目めとはいわぬ、せめて普ふ通つうの目さえ出してくれていたら……」

　リュドミナの記き憶おく。

「しかし、たまに良い目が出るときは、とんでもない目を出したり……落ち着かんやつじゃよなぁっ！」

　彼女はいつも大おお仰ぎようにダイスを振ふるうギオンを思い浮うかべる。

「……ん……っ？」

　妙みようなコトに、気がついた。

「いつも……大仰に……？　本当に、そうか……？」

　閃ひらめく。顔をあげたリュドミナは、脚あしに絡からんだショーツをはき直すのももどかしく、水道に浸ひたした手も乾かわかぬまま生徒会室に突とつ入にゆうし、『血罪示現』を展てん開かいした。




「リュ、リュドミナちゃん早くないっ??　どうしちゃったの!?」

　制服姿から、再ふたたび踊おどり子衣装のようなエレメンタルドールの姿になったクルルは、真横から照りつけてくる赤い太陽光に手をかざして、リュドミナをうかがった。

「クルル……！　それに、アズサもちょっとよいじゃろうかっ？」

　びっくりしたままの神官と魔法使いスペルエフエクターを彼女は呼よび寄よせる。

　ギオンはまだむくれたようにそっぽを向いて、荒あらぶったまま動かないマーマン軍ぐん団だんをにらみつけている。ＴＲＰＧにおける時間は冒ぼう険けん者しやの攻こう撃げきターンの頭で止まったままだった。

　リュドミナは構かまわず、砂すな浜はまの片かた隅すみ。クルルとアズサと頭をつきあわせ、しゃがみ込む。そして二人に自分がたった今気づいたことを打ち明けた。

「えええっ!?　ギオンくんに、そんなことが……？」

「本当なんですかリュドミナ先せん輩ぱいっ！」

「わしもにわかには信じられぬ！　でも、確たしかにそうなのじゃよ！　思い出せば思い出すほどそうとしか考えられん……！」

　リュドミナは再さい度ど、驚おどろいた表ひよう情じようを崩くずさないクルルとアズサに断だん言げんする。

「ギオンは、【ロール】の前に、なにかカッコイイことを言った時だけ、異い常じようにダイスの出目がいいのじゃ！」

「でも、どうしてそれを直ちよく接せつギオン先輩本人ではなくて、私達に？」

「そうだよリュドミナちゃん！　ギオンくんにこれを言えば──」

「教えたとしよう！　ギオンへ『良い目を出すために、カッコイイことを言って欲ほしい』と。どうなると、思う……？」

「ギオンくん、絶ぜつ対たいに、もうなにも言ってくれなくなっちゃう!!」

　クルルはチラリとダークエルフの聖騎士パラデインを見た。こっちを気にしている素そ振ぶりすら、彼は見せていなかった。

「ギオンくんには少し、意い固こ地じなところがあるから……」

「じゃろううう!?　これは絶対に秘ひ密みつじゃ!!　三人だけの秘密！　でなければ、最後の作戦も水の泡あわになってしまう！」

「最後の作戦、ですか……？」

　魔法使いは引き寄よせるようにして大おお振ぶりな杖つえを抱だきしめた。彼女はもうマーマン軍団を見ようともしていない。

「そうじゃアズサ！　確たしかに十四体のマーマンは強きよう敵てきじゃ。じゃが、一体一体ならば何とかなる。ようは数の多さが問題なのじゃ。ならば、ギオンの出目さえよければ、端はしから切り崩くずすことによって状じよう況きようを打だ破は出来ると思わぬかっ!?」

「た、確かにッ!!」

「名づけて『ギオン無む双そう計けい画かく！』とにかく、試してみるのじゃっ！」

　リュドミナの濃桃デイープピンクの瞳ひとみに、アズサとクルルの視し線せんが重なった。それをもって合意の意思が三人に通じあう。

「だったらここは、ボクに任まかせて！　ねえギオンくーん！」

　屈かがんだ状じよう態たいから真っ直ぐ立ち上がった神官は、ぴょんぴょん跳はねて聖騎士パラデインを呼よんだ。

「どうしたんです？　クルル」

　軽く溜ため息いきのような仕し草ぐさ、それでも大おお股またで素す早ばやく、ギオンはクルルの元にやってくる。

「ねえギオンくん。ボクとなら、『絆きずなスキル』、使ってくれる……？」

「ああ、それなら別に構かまいません。ええと、僕とクルルの絆スキルは……ふむ、主しゆ従じゆう関かん係けいもあり、さらに聖騎士と神官の相あい性しようボーナスも乗った【ジャッジメント・レイン】でしたっけ」

　羊よう皮ひ紙し状じようのキャラクターシートをギオンは確かく認にんする。

「うんっ！　沢たく山さんの敵に攻こう撃げきできるから、きっと役立つと思うのっ！」

「なるほど。……じゃあ、僕が代表してダイスを振ふってしまっていいですか？　あの魚人達を、早いところ屠ほふるにはいい案です。これで戦せん闘とうもだいぶやりやすくなります」

「お願いギオンくん！」

「では、マスター！」

『魚人族マーマン集団への作戦がまとまったでしょうか？』

　久ひさ々びさに姿すがたを現あらわすマスターの微笑ほほえみに、ギオンはうなずいた。

「そういうわけです。では、【アクション宣せん言げん！】僕とクルルの絆スキル【ジャッジメント・レイン】をマーマン達へ！　では、【ローｒッ!?」

「待ってギオンくんッ!!!!」

「な、なんですかクルル!!　ダイスが振れませんよ!?」

　エレメンタルドールの神官に腕うでを引っ張ぱられたギオンが戸と惑まどいの声をあげる。

「あ、あのね……っ」

　クルルの持つ、陶とう器きの肌はだと、布の多い衣い装しようがなまめかしく揺ゆれた。

「さっきから、マーマン達が、ボクを見る目が、なんだか変なの……」

「……クルルを、見る目が……？」

「きっと、きっと、このままやられちゃったら、ボク、きっとマーマン達の、慰なぐさみ者ものに……」

　神官はヨヨヨとシナをつくりながらギオンから顔を背そむけた。

　そのクルルの変わりように、少し離はなれたところから一連の流れを見ていたリュドミナとアズサは啞あ然ぜんとしている。ギオンの表ひよう情じようは蒼そう白はくだった。

[image: ]

「それは、本当ですか……？」

　こくり。と、クルルは顔を伏ふせたままうなずいた。

「ゆ……ゆるせんッ!!　どうにも怪あやしいと思っていたんです！　あの視し線せん……!!」

　魚人族の持つ、表情のないまん丸の目玉をギオンはにらみつけた。

「どこのどいつですか！　僕の大切な妹分である枢くるるを邪よこしまな魚ぎよ眼がんで盗とう撮さつしているという異い端たんの魚ぎよ介かい類るいはぁあッ!!」

　ギオンの右みぎ眼めが蒼あおく爆はぜた。その戦せん波ぱが空気を打ち、生まれた波動がそのままダイスの載のる右みぎ腕うでに収しゆう束そくされる！

「多た勢ぜいを持って弱者を蹂じゆう躙りんせんとするその穢けがれた魂たましい……。異い端たん討とう滅めつに値あたいするッ！　聖騎士パラデインであるこの僕が今すぐそのうろこを磨すり潰つぶし、あの海へと巻まきちらしてやります！　久く遠おんの一いつ者しやよ！　僕とクルルに、駄だ淫いんの走そう狗くを屠ほふる力を……！　【ロール！】　……藻も屑くずと散るがいいッ!!」

　クルルの手を握にぎった左手が白く輝かがやき、飛ひ翔しようするは右腕のダイス。流星となって魚人達の頭上に示しめされた。
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　立てつづけの判はん定ていだった。次々とダイスが撃うち出されるように追加されていく。二度連続のクリティカル。ギオンは三度目の【命めい中ちゆう判はん定てい】にも成功していた。

　攻こう撃げきにおいてクリティカルが炸さく裂れつした場合、再ふたたび同一判定を行い、そこにクリティカルが出る限かぎり、一撃にそれらのダメージを重ねることができた。

　聖騎士の盾たてと剣けん。そして神官の聖せい印いんが天に掲かかげられ、その祈いのりは二人が信じる光と言葉の神、テラステミカにとどく。十四体の魚人族の頭上に、聖せい剣けんにも似にた光の刃やいばが次々に現あらわれ、剣けん閃せんの雨となって降ふり注ぐ。

「ジャァァァアアアッッジメントォォォ・レェェエエエィィィイイインッ！」

「おおおおお……、叫さけんでおる……」

「す、すごいです……」

　リュドミナとアズサは、その光景を食い入るように見つめていた。後に残ったのは、錯さく乱らんした板いた前まえが暴あばれ回った魚市場のような光景だった。リーダーと思われた大おお柄がらの魚人の脚あしが、最後までぴくぴくとカエルのように痙けい攣れんしていたが、やがてそれも止まった。

　勝利は冒ぼう険けん者しや達にもたらされていた。

「やれやれ、なんとかなりましたね。まあ、僕がいたんですから、この結果は当然のことでしょう。クルルを狙ねらおうなどと考えた当然の報むくいです」

　ダークエルフの聖騎士パラデインは殺さつ戮りくの現げん場ばに背せを向け、七三分けの七の方をかきあげる。彼の視し線せんはすでにボックス、《重じゆう魔ま素そ》に向いていた。

「な、なにをやっているのじゃ、ギオン？」

　赤いチェストボックスに手を掛かけた聖騎士に、手て斧おの少女はにじり寄よる。

「もちろん、重魔素の中身の確かく認にんです。今の絆きずなスキルに気がついて、他の冒険者達が集まってくるのも時間の問題ですから」

　ギオンにとっては、ここからが本番だった。

「ま、まてっ！　ここはひとつ、パーティの多数決で──」

　ギオンは《重魔素》が秘ひめられたチェストボックスを、ためらいなく開いていた。

　視界が一色、暗い灰はい色いろに染そまった。




　──それは『血罪示現ヴアンピリズム』の中の、もう一階かい層そう奥おくにある『血罪示現』とも言うべき空間。




「ここはっ!?」

　饐すえた埃と、古く厚あつい血けつ臭しゆうが立ちこめた、廃はい墟きよのごとき部屋だった。

　モヤのような乳灰色に覆おおわれてはいたが、自分が廃ホールとも言うべき空間の真ん中に立っていることは、かろうじてわかった。

「ここが……、これが、リュドミナの《精髄アゾート》……？」

　依い然ぜんとして灰色と白のフィルターがかかったような視界。彼は、自分がダークエルフから元の人間の姿すがたに戻もどっていること感じた。聖せいロヨラ学院の制せい服ふく。腰こしには愛用の太刀たちもあった。

「リュドミナはいったい、この僕に、何を……」

　見回す広い部屋は、しかし、廃墟ではありえない事を祇ぎ園おんは意い識しきし始める。

　部屋から移い動どうするためのドアや扉とびらが、内側から厳げん重じゆうに封ふう鎖さされていた。それこそ、破は城じよう槌ついを打ち込こんでも歪ゆがまぬほどの、強固な補ほ強きようが為なされている。

　自分以外の、呼こ吸きゆうの気配があった。

「…………」

　広いホールだった。天てん井じようには朽くちて傾かたむくさび色のシャンデリア。絵画や壁へき画がはすべて裂さけ崩くずれ、壁かべ紙がみも破やぶれ黒くろ黴かびに侵おかされている。

　無事な家具は一つもなく、高級なソファーも暖だん炉ろも大きなチェストも原型を留とどめず、その断だん面めんは枯かれ折れたようにささくれ立っていた。

「あれは……」

　床ゆかに、ボロ布ぬのにつつまれた子こ供どもが座すわっていた。

　リュドミナではなかった。精せい気きのない黒くろ髪かみの幼おさな子ごだった。

「なんだ……？」

　祇ぎ園おんは床ゆかのガラス片へんを踏ふみ砕くだき、少年に近づき、膝ひざをついた。

「僕の言っていることはわかりますか？　キミは、ここに一人で？」

　ぼさぼさの黒髪をかきあげてやり、幼い子供の目をのぞき込む。

　濁にごっていて、表情はない。

　──木材の折れるような音がした。

　とっさに祇園は振ふり返る。隣りん室しつに繫つながる壁の穴あなが、瓦が礫れきによって埋うめられている。今、その穴が向こう側から崩されていた。

　輝銀髪プラチナブロンド、深しん紅くの瞳ひとみを持つ少女が現あらわれた。一いつ瞬しゆんだった。

「シィャアアアアアアア──ッ!!!!」

　蛇へびのような声をあげ、床を蹴けった少女が弾だん丸がんとなって祇園を襲おそった。抜ぬきかけた蒼そう刀とうで防ふせぐのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「ぐあぁ……ッ!?」

　祇園は薄うす暗ぐらい廃はいホールから──リュドミナの深しん意い識しきともいえる《精髄アゾート》から、はじき飛ばされた。




　彼の意識は途と切ぎれない。

　一瞬でラズリ島の未み踏とう海かい岸がん、赤いチェストボックスの前からも、ギオンの身体からだは吹ふき飛んだ。

「……ッ!!!?」

　そのまま、ダークエルフの聖騎士は背後のごつごつとした岩がん壁ぺきへと叩たたきつけられる。

「がぁはッ……！」

「な、なにをやっているギオン！　罠わなかッ!?　しかし、そんなはずは……──」

　愕がく然ぜんとギオンを見み遣やる残り三人のメンバー。

「リュドミナ、やはりあなたは……！」

　ギオンは彼女達の視し線せんの先で膝ひざをついて立ち上がり、両りよう刃ば剣けんを抜ぬき放つ。

「ななななな、なんじゃ!?　今なぜぇ!?」

「さっきのビジョン。……あの少女はあなたです、リュドミナ。それでも、まだシラを切りつづけるつもりですか？」

「は、はぁ……??」

　剣を突つきつけられたリュドミナは、その切っ先に怯おびえていなかった。ただ、ギオンの行動にひたすら当とう惑わくしたように、そして若じやつ干かん、彼女は不ふ機き嫌げんですらあった。

「……リュドミナ……？　あなた、あの箱の中に、なにを見たんですか？」

　直感が彼に言わせていた。剣を構かまえたままギオンはリュドミナの瞳ひとみを探さぐった。

「それはこっちのセリフじゃギオン！　うぬこそなにを見た!?」

「クルル？」

　ギオンの視線が部下の少女へ走る。

「う、うん、ボクも見たけど、中には、なんか、小さい竜りゆうのミイラみたいなものが……」

「小さい竜のミイラ!?　そんなはずは……！」

　ボックスに駆かけ寄より、ギオンは再び蓋ふたを開く。

「そんな、これはっ!?」

　そこにあったのは、紅あかい光に満たされ、中空に浮うくように固定された竜りゆう種しゆの胎たい児じ。胚はいとも見える鉱こう石せきのごとき物体だった。

「ギオン！　蓋を閉しめるのじゃ！」

「はっ!?」

　慌あわてるが、音もなく、ギオンはボックスの蓋を閉めた。砂すな浜はまの向こう、岩がん壁ぺきの影かげから見覚えのある扉とびらのような盾が少しずつこちらに移い動どうしてくる。

「〈よくぞ《重じゆう魔ま素そ》を見つけ、それを狙ねらうモンスターから死守した！〉」

『碧あおの要よう塞さい』試験官、聖騎士パラデインのオーレオリンだった。

「（祇ぎ園おんくん、リュドミナちゃんの《精髄アゾート》は……!?）」

　隣となりにやってきたクルルが素す早ばやくダークエルフを見あげた。

「（ありました。というより、居いたと表ひよう現げんした方が正しいかもしれませんね……）」

「（ど、どういうこと??）」

「（枢くるるにはあとで説明します。それよりも、今は──）」

　祇園ギオンは身体からだに残った感覚を読み尽つくす。

　二つの確かく信しんが、あった。

《精髄》は存そん在ざいした。廃はいホールにいた赤目銀髪の少女。

　彼女が、《精髄》。

　あの少女を制せい圧あつ、確かく保ほすることが、リュドミナの核かく心しん的てき深しん意い識てき、《精髄》を奪うばうということだった。

　そして、もう一つの気づき。

　突とつ如じよ襲おそいかかって来た《赤目のリュドミナ》により、祇園ギオンは《精髄アゾート》が作りあげる空間からはじき飛ばされた。

　ヴァンパイアハーフの異い端たん討とう滅めつ騎き士しは、今はダークエルフに変へん貌ぼうしている己おのが手のひらを見る。

　あの《赤目のリュドミナ》は、サイコロを振ふらずに、自分を攻こう撃げきしてきたのだ。

　ゆえに、あの空間であるならば──

「（今は、それがわかっただけでも、よしとしましょう……）」

「（祇ぎ園おんくん……？　ねえ、どうするの？）」

　手のひらを握にぎりしめる祇園をエレメンタルドールがのぞき込こむ。

　リュドミナとアズサは、扉盾ドアシールドの向こう側にいる試験官、オーレオリンへと、さっそく、シナリオ達成に必要な《重じゆう魔ま素そ》のチェストボックスを手に入れた経けい緯いを説明している。

「（チャンスだよ）」

　枢クルルの声が、一いち段だんと低くなった。

「（いえ……、今は泳およがせます）」

「（いいの!?　でも、今なら……！）」

「（よく見てください枢。我われ々われは満まん身しん創そう痍い、対してオーレオリンは無む傷きずの状じよう態たいです。ここでギルドに対して反はん抗こう的てきな行動に出れば、ＴＲＰＧのルールに縛しばられる今は、我々が制せい圧あつされる可か能のう性せいが高い）」

「（……わかった。祇園くんがそう言うなら）」

　枢にも理り解かいできたようだった。《重魔素》を奪うばうという、一見すれば反はん乱らんとも取れる行動を起こしても、二人だけではオーレオリンを超こえることは難むずかしい……。

「（枢、焦あせらなくても、すぐにまた自由にアクセスできるようになります。なにしろ我々はギルドに対して勲くん一いつ等とうの働きをしたんです……。次のチャンスは、早いうちに必ず。調べなければならないことも、できましたしね……）」

　太陽はすでに没ぼつし、現あらわれる夜の黒にあらがうように、水平線そのものが空と海を暗いオレンジ色に染そめていた。

「ギオン！　やったぞ！　オーレオリンは、わしら全員を、『碧あおの要よう塞さい』の入にゆう団だん試し験けん合ごう格かく者しやとするそうじゃ!!」

　海風と最後の残光に照らされたリュドミナが、走り寄よって来た。

「チェストボックスの中身は見なかったかと念ねんを押おされたのが、ちょーっと心苦しかったが、しかたがないな！　見てしまったのは事じ故こ……みたいなものじゃしっ！　ともかく、任にん務むは成功じゃぁっ！」

　輝銀髪プラチナブロンドの少女戦士が求めてきたハイタッチから、ギオンは顔を背そむけた。

　ダークエルフの聖騎士パラデインは、彼女へ何かを言おうとしてから、そのまま軽く、うなずいた。
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　──やりました！

　こうして私達一いつ行こうはラズリ島での『《重じゆう魔ま素そ》奪だつ還かん作さく戦せん』を成功させて、その功こう績せきにより、ついに冒ぼう険けん者しやギルド『碧あおの要よう塞さい』への入にゆう団だんが決まったのです！

　生まれ故こ郷きようのある玖グ大陸から、ソーダライト諸しよ島とうが横たわる海かい峡きようを渡わたり、意い気き揚よう々ようと新たな大地である華フア大陸に辿たどり着いた私達。

　リュドミナ先せん輩ぱい、ギオン先輩もクルル先輩も、マスターの天てん花げい寺じ先生まで、その時は誰だれもがやっぱり笑顔だった気がします。

　波は乱らんのラズリ島から船で渡わたった先にあったのは大きな港街。

　ギリシャのミコノス島のような白はく亜あの街まち並なみを持つ街の名は、コーラルといいました。

　そこへ四日後に到とう着ちやく予よ定ていだという『碧の要塞』の移い動どう式しき城じよう塞さいを待っているときに、しかし事じ件けんは起きます。

　なんと、冒険者ギルド『碧の要塞』代表と、街の要人の同どう盟めい式しき典てんを狙ねらった爆ばく破は事じ件けんが発覚したのです！

　犯はん罪ざい者しや集しゆう団だんのアジトを突つき止めた『碧の要塞』のメンバーが犯人の自じ爆ばくに巻まき込こまれ、ちょうど近くで買い物をしていた私達は、その爆音と煙けむりを間近で発見してしまいます。

　ギルド関係者としては一番乗りをした私達は、燃もえさかる屋や敷しきの中、ギオン先輩の指し示じですばやく初しよ期き捜そう査さをしました。

　その結果、オーレオリンさんへのギオン先輩の意見具申もあって、正式入団前の私達にも急きゆう遽きよ、新たなミッションがくだされることに！

　四日後のギルド本部到着と同時に行われる同盟式典までに、要人爆破を指示したと見られる都市国家『ボルカノ』へ赴おもむき、当日行われるであろう本番の重大犯罪の中止命令を、代表との交こう渉しようにより勝ち取って来ること。

　もちろん私は不安でいっぱいになりました。

　冒険者としてモンスターを倒たおすことには慣なれてきましたが、悪人の犯行を未然に防ふせぐ交渉なんてどうすればいいのか見当もつきません。

　けれど、ギオン先輩はやる気まんまんです。

　彼はリュドミナ先輩の反対も押おし切り（ギオン先輩もっとデレて！）、率そつ先せんして最も過か酷こくな領りよう域いきへ──









「アーズサちゃんっ！　なに書いてるのっ？」

「ひゃっ！　な、なんですかクルル先せん輩ぱいっ!?」

　──空の青、薄うすくちぎれる雲がすぐ近くにあった。

　パーティに支し給きゆうされたのは二頭立ての頑がん丈じような馬車。

　オーレオリンから新たな重要ミッションを下されていた四人は、早朝とも呼よべぬ暗がりにつつまれた港街から馬をせき立て、火口都市『ボルカノ』を目指して、山間部をひた走った。

　同どう盟めい式しき典てんまではあと三日。コーラルへ帰き還かんする時間を含ふくめると今日と明日の二日間しか時間がなかった。前も後も、険けわしい山さん岳がくをむりやり削けずり取って作られた崖がけ道みち。馬車は揺ゆれ、前進は困こん難なんを極めたが、

「どうです！　僕がライディング技ぎ能のうのレベルを上げていなかったら、こうは行きませんでしたよッ!?」

「わかった！　うぬが正しかった!!　じゃから前を見て運転してほしい！　頼たのむから！」

　徒歩ならとてもじゃないが間にあわないが、馬車を飛ばせばどうにかなる──。

　それを聞いたダークエルフの聖騎士パラデインの鼻息は荒あらかった。

「ライディング技能はですね、軍馬の操そう縦じゆうの他にも、馬車はもちろん、ペガサスですら乗りこなすことが可か能のうになる技能でしてねっ!?」

「わかったから！　前！　前を見よ！」

　爆ばく走そうする馬車から投げ出されないように幌ほ柱ばしらにしがみつく少女戦士はぐいぐいとギオンの顔を前に向ける。

『それではギオンさん、ここから先の峠とうげは、さらに道が険けわしくなります。馬車の【操そう縦じゆう判はん定てい】を行ってもらえますか……？』

「「「なっ……!?」」」

　馬車に同乗していたマスターの指し示じに、ギオン以外のパーティメンバーが絶ぜつ句く。

「いいでしょう。ライディング技能保有者であるこの僕が判定すればいいんですね!?　こればっかりは他の人には任まかせておけませんから！」

『全部で四回の判定をクリアーすれば、スムーズに山さん頂ちようまで辿たどり着けます。失敗すれば、ちょっとしたハプニングが』

「わかりました！【ダイスセット！】馬車の操縦判定を、【ロールッ！】」

「ま、待てギオォォォン……ッ！」

　ハプニングは、四回起こった。

「ギオン！　うぬはまたーっ！　車輪がすっぽ抜ぬけるとかどういうことなのじゃぁっ！」

「し、しかもモンスターまで来ました！　大きな肉食の山羊やぎですッ！　三体もっ!!」

「馬も突とつ然ぜん、腹ふく痛つうを起こすわ、大雨は降ふるわで散々じゃよぉぉ！」

「……よし、原げん因いんがわかりました。今後リュドミナは、僕がダイスをロールする時はこっち見ないでください！」

「わ、わしのせいぃぃいっ!?　違ちがうであろう!?　ちゃんとうぬがダイスを振ふらぬから!!　うぬがダイスを振る前に、ちゃんとカッコイイセリフを言わないからモゴゴゴォ……!!」

「リュドミナちゃん！　それはばらしちゃったらだめぇえっ！」

「クルル苦しいぃっ！　く、首がぁ……っ！　首はだめじゃよぉ……！」

　普ふ段だんは人の気配などない険けわしい山道が騒さわがしくなっていた。ルール上でワンダリングモンスターと呼よばれる、旅の途と中ちゆうに偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうしてしまうモンスターも撃げき破は。峠とうげ道みちを馬車で駆かけ上るときにありがちなハプニングをすべて網もう羅らしながら、彼らは目的地へとつづく峠を登り切った。

　そこで休きゆう憩けいになった。

　ゲームマスターである新しん人じん教きよう師し、天てん花げい寺じ鳥とり籠かごがトイレ休憩を取り、場を離はなれた。

　いつものごとくひどい有あり様さまだったダイスの出で目めに、すさんでしまったギオンの心。自分はなんでこんな場所にいるのだろうと再ふたたび彼は軽く頭を抱かかえた。

　前回のシナリオで魚人族マーマンから《重じゆう魔ま素そ》を回かい収しゆうし、ギルドに引き渡わたしてしまったのはいい。なぜならギオンは万ばん全ぜんを期し、今回のセッションで確かく実じつにあの赤いチェストボックスの元に行き、リュドミナの《精髄アゾート》でもある《重魔素》を奪だつ取しゆするつもりでいたからだ。

　だがセッションが開始されたと思ったら、自分は《重魔素》が保ほ管かんされているギルド支し部ぶなどではなく、遠く離れた街中にいたのだ。

『今回は、仮かり団だん員いんとなったみなさんが、式しき典てん準じゆん備びに追われる街のバザーを警けい備びをしているシーンから始まります』

　戸と惑まどったのはギオンだった。とっさに彼は、どうにか《重魔素》が厳げん重じゆうに保管されている街のギルド支部に戻もどれないものかと、その口実に考えをめぐらせた。

　だが、それがまとまらぬうちにギオンの思考を爆ばく音おんが奪うばったのだ。

　街の人々の悲鳴と怒ど号ごう。空に巻まき上がった爆ばく煙えんがすぐそこにあった。気が付いたら彼は、逃にげ惑まどう買い物客を誘ゆう導どうしながら爆発現場に駆かけつけていた。

　そこで判はん明めいしたのは『碧あおの要よう塞さい』を狙ねらった爆ばく破は予よ告こくとも言える重じゆう大だい犯はん罪ざい。

　万が一にも《重魔素》を破壊されるわけにはいかなかった。誰だれに言われるまでもなく、自分はこの事じ件けんそのものを一いつ刻こくも早く解かい決けつし、《重魔素》の待つ街へと戻らねばならない。

　それに、こうして率そつ先せんして行動するのは悪いことばかりではなかった。

　この任務を成功させれば、その功こう績せきから必ず《重魔素》に接せつ触しよくする機会があるはずなのだ。だからこそ、こんなところで自分のダイスの出目が悪いことを嘆なげいている場合ではないのだが──

「ねぇねぇ、ボクにも見せてよぅアズサちゃんっ！」

「ク、クルル先輩っ！　これだけはっ！　これだけはぁぁ……っ！」

　──ギオンは心を落ち着かせ、それを癒いやすように、太陽に温められた岩に座すわっている。その耳に、なにやら騒さわがしい馬車の様子が伝わってくる。

「なにをこっそり書いてたの？　アーズーサーちゃぁぁんっ」

「だ、だめですクルル先せん輩ぱいぃっ！　これは人に見せるようなものじゃなくてぇぇ……っ」

　馬車の幌ほろの中、アズサは隠かくれるようにしてメモ帳へとペンを動かしつづけていた。それを見つけたクルルが、ふいに魔法使いスペルエフエクターの少女を強きよう襲しゆうしていたのだ。

「いいじゃん減へるもんじゃなしぃ～っ！」

「きゃ！　……あっ、やだっ！　先輩どこさわって、ひぁんっっ！　せ、せんぱいぃぃっ！」

　暴あばれる魔法使いと神官にあわせ馬車がゆらゆらと揺ゆれる。気づいたギオンが、やれやれといった風に後部から幌馬車の中へと声をかけた。

「クルルやめなさい、アズサさんがもう泣きそうです」

「はっ、あ、ご、ごめんなさいアズサちゃんっ！　泣いちゃだめぇ！」

「はぁ、ふぇぇ……、あふぁ、ひゃ、はいぃ、わたひは、だいじゅうびゅ、ですぅ……」

「ど、どうしたアズサっ！　なぜうぬはクルルに抱かかえられてびくびくしている……っ!?」

　二頭の馬をいじって遊んでいたリュドミナが異い変へんに気づき、前方から馬車をのぞき込こんでいた。

　クルルの瞳ひとみが次の標的、輝銀髪プラチナブロンドの少女戦士を捕ほ捉そくした。

「あ、ねーねーリュドミナちゃんっ！」

「う、うむっ？　どうしたクルル……」

　無む邪じや気きすぎる神官の瞳に、アズサを助け起こそうとしていたリュドミナがたじろいだ。

「ねねね、リュドミナちゃん？　ボクのキャラの絵は描かいてくれないのっ？　ギオンくんばっかりずるいよーっ！」

「はぁっ!?　あ、なッ！　ちょッ!?　……いや、なぜクルルがそれを知っているっ!?」

　今度はリュドミナがクルルに襲おそわれる番だった。顔を真っ赤にしたワイルドな少女戦士が、馬車の内部へと引きずり込まれて行った。

「や、やめるのじゃクルルゥっ！　なななななッ!!　……なぁッ!?　ななぁーっ!?」

　ギオンはやれやれと肩かたをすくめ、標高の高い荒こう涼りようとした山さん麓ろくを峠とうげ道みちから見下ろした。




　異い端たん討とう滅めつ騎き士し、刀と儀ぎ野の祇ぎ園おんと嬉うれし奈な森もり枢くるるが聖せいロヨラ学院に潜せん入にゆうして、六日がすぎていた。




『転校初日の水曜日』と、翌よく『二日目の木曜日』。

　そして一日置いた『土曜日』と、さらに翌々日である本日、『月曜日』の放課後を含ふくめて計四回、ＴＲＰＧは行われている。

　その中にあった、オフ日とも言える金曜日と日曜日の二日間。

　ＴＲＰＧのセッションがなかったその日にも、祇園達は動いていた。そこで判はん明めいした決して口こう外がいしてはいけない調査結果を、部下の枢は我が慢まんできていなかった。

　生徒会書記の一年生、字あざ間ま梓あず彩さ。

　彼女はプレイしたセッションを、魔法使いスペルエフエクターであるアズサの視し点てんから見た小説仕立ての文章にして、『テキスタリカ』という小説系ソーシャルサイトへ投とう稿こうしていた。

　なかなか読ませる楽しい文章らしく、枢くるるはそれをいたく気に入ったようだった。

　そして祇ぎ園おんが探さぐりつづけている帰死者またがえりもの、リュドミナ・エステルハージの意外な趣しゆ味みも、その調ちよう査さの中で判はん明めいしていた。

　ヴァンパイアである彼女のもう一つの趣味は、ＣＧイラストだった。リュドミナは生徒会室のＰＣに無む断だんで繫つないだペンタブレットを使い、巧たくみな絵を描かいていた。

　自分のキャラクターである二丁斧おのの戦士はもちろん、ダークエルフの聖騎士パラデインであるギオンの姿すがたも描かれ、『ピクサーブ』というイラスト系ソーシャルサイトに、正体を隠してアップされている。

「わ、わしは別に描いておらぬ!!　うぬ達のキャラなんて描いておらぬからなぁっ!?」

　幌ほろ馬ば車しやの中から狼ろう狽ばいのあまり声まで赤らめたリュドミナの声が聞こえて来る。だが、彼女がいくらそれを否ひ定ていしても、『鶏鳴騎士団クルースニク』に属ぞくする祇園と枢の発見したモノは、ヴァンパイアの描く肖しよう像ぞう画がだった。

　祇園は念の為ため、それらすべてを異端審問庁に属する紋もん章しよう官かんや占せん星せい術じゆつ師し、その他にも魔ま術じゆつ的てき図ず章しようの専せん門もん家かや、呪のろいに関するエキスパートを総そう動どう員いんして極ごく秘ひ裏りに分ぶん析せきさせている。

　とは言っても、青年はそれらを慣かん例れい的てきにそうするべきだから、やっただけだった。

　彼女のイラストから情じよう報ほうが得られたとしても、微び々びたるものになるだろうと祇園は考えている。そもそも、そこには秘められた呪術的意味などないのかもしれないとすら予想していた。

　なによりも、リュドミナの核かく心しん的てき深しん意い識しきの現あらわれである《精髄アゾート》は、この世界にこそ、ある。

「ふぅ……」

　──そして、この『ＴＲＰＧ』という遊技ゲームは、彼女の《精髄》を手に入れる、そのための手しゆ段だんにすぎなかった。




　ダークエルフの聖騎士パラデインギオンは、硫黄いおうのにおいが混まじり始めた山間の風を胸むねに吸すい込こんだ。




「やれやれ、これからドラゴンと対たい峙じしようというのに暢のん気きなものですね、あなたたちは」

　魚人族マーマンと激げき戦せんを繰くり広げた島から、凪ないだ海を船を使って移い動どうを終えた先。コーラルという港町を突とつ如じよ襲おそったならず者の凶きよう刃じん。未み遂すいに終わったギルド支し部ぶ爆ばく破は。これから行われるであろう式しき典てんの破は壊かい……。

　ギオンは犯はん罪ざい者しやのアジトもろとも爆散したという一味の標的が、要人暗殺の他にも、万ばん能のうの高エネルギー源げんである《重じゆう魔ま素そ》にもあるとにらんでいた。

　強い武ぶ力りよくを用い、すでにある体たい制せいを恐きよう怖ふによって覆くつがえそうとするのがテロリストだ。必ず犯はん罪ざい者しや集しゆう団だんは《重じゆう魔ま素そ》の莫ばく大だいな力を狙ねらっているはずだった。

　祇ぎ園おんは誰だれにも、どんな勢せい力りよくにも《重魔素》を持ち去らせるつもりはない。

　このＴＲＰＧの世界においては巨きよ大だいなギルド運うん営えいに欠かせない重要なアイテムである《重魔素》。

　それは同時に、現げん実じつの世界では強大なヴァンパイアであるリュドミナの《精髄アゾート》でもあった。

　異い端たん悪あくを根こん絶ぜつする戦せん略りやく兵へい器きとしての役やく割わりを持つ、超ちよう希き少しような存そん在ざい。リュドミナの《精髄》は、ヴァンパイア一いつ掃そうの誓ちかいを持つ祇園にとって、今や手に入れることが前ぜん提てい。彼の異い端たん討とう滅めつスケジュールに組み込こまれた、重要な歯車の重要な一部にもなっていた。

　あれを一番有ゆう効こうに活用することができるのは自分達、異端討滅を生業なりわいとする鶏鳴騎士団クルースニクである。

　ギオンは気息を充じゆう実じつさせ、姿し勢せいを正す。

　はじき出されてしまった、血のにおいが立ちこめる、あの《廃はいホール》を思い出す。もう油ゆ断だんはしない。リュドミナの《精髄》は、自分のものだ。

　コーラルの街で新調したプレートメイルが、微かすかに音を立てた。

「誰だれにも渡わたすものか」

「んっ？　なんじゃギオン。今なんと？」

　クルルからようやく解かい放ほうされた輝銀髪プラチナブロンドの少女が、幌ほろ馬ば車しやから上半身を伸のばした。

「いいですか、リュドミナ」

　彼は、これも新しく設しつらえたばかりである腰こしの大たい剣けんの柄つか尻じりに腕うでを乗せ、濃桃デイープピンクの瞳ひとみを持つ戦士へ向き直った。

「僕らが『碧あおの要よう塞さい』へ正式入団する前に、もしもギルドの中ちゆう枢すうが、あの敵てきのアジトと同じように爆ばく破はされでもしたら、後ろ盾だてのない我われ々われはあっというまに食いっぱぐれると言っているんです」

　ダークエルフの聖騎士パラデインは、あくまでＴＲＰＧを真面目まじめにプレイしているという姿し勢せいを崩くずさない。

「港町でも見たでしょう？　どこの冒ぼう険けん者しやギルドにも入ることができずにやさぐれ、盗とう賊ぞくまがいのならず者になり果てた冒険者達を」

「そ、それは、そうじゃが！　先に進みたくともマスターである天てん花げい寺じせんせーがトイレから帰って来るまでプレイはお預あずけじゃろうにっ！」

「ならばそれなりにドラゴンに対する策さくでも練るべきでしょう？　都市国家『ボルカノ』は、いわゆる竜りゆうが支し配はいする領りよう域いきだそうじゃないですか」

「う、うぐぅ……っ！」

　幌馬車の中から身を乗り出していた少女戦士は、顎あごを引くようにうつむくが、

「じゃ、じゃがっ！　そもそもを言えばじゃっ！」

　きぃっとダークエルフを見あげ、身を乗り出して詰つめ寄よる。

「うぬが！　ギオンが『竜りゆうの都』に行くと言い出したんではないかーっ！」

「あなたは手て柄がらを立てたくはないんですか……？」

「て、てが……らっ!?」

　馬車の中に居いたクルルとアズサも、リュドミナの左右から顔を出す。

「リュドミナ、あなたはなんのために冒ぼう険けん者しやになったんです？　賭とせるものは裸はだか一いつ貫かん、己おのが命のみ。あなたは夢ゆめを持ち、この鬱うつ屈くつとした世界の中で駆かけ上ることを夢見て冒険者になったはずです。それを竜！　ドラゴンへ挑いどめるというチャンスを前にしてたじろぐは、一いつ攫かく千せん金きんを夢見る冒険者の名折れと心こころ得えなさい!!」

「な、なななななぁー……ッ!!」

　リュドミナの表ひよう情じようが凍こおり付き、白い剝むき出しの肩かたが、がくっと落ちた。

「そ……そうじゃった。わしが……わしが、間ま違ちがっておったぁ……！　すまぬギオン！　わし、目が覚めた！　そう！　わしはそういうロマンを求めて冒険者になったはず！　……冒険者なら、やってやれ！　ギオン！　うぬはそう言いたいのじゃよなっ!?」

「いえ、今のはただ勢いきおいで言ってみただけです。そういうのは人それぞれでいいんじゃないですか？」

「なんでぇっ!?　なんですぐに梯子はしごをはずすぅ!?　わしのさっきの心はどこへ行くの？」

「じゃあ、でも、どうしてギオンさんは、えっと……」

　呆ぼう然ぜんとしてしまった少女戦士に代わって身を乗り出すのは、魔法使いスペルエフエクターのアズサだった。

「自じ爆ばくしたテロリストのアジトから出て来た三つ、別々の証しよう拠こ……」

　彼女は再ふたたびメモ帳ちようを取り出し、ぱらぱらとめくってから、

「現げん場ばに、これ見よがしに残されていた三つの証拠……。北にある『巨きよ人じん族ぞく』、東にあって今私達が向かっている『竜族』。そして南にある『キマイラ族』……。このどれかが関かん与よしたと見られる犯はん行こう指し示じ書しよの中から、どうしてギオンさんはあんなにもあっさりと『竜族』を選んだんですか？」

「僕は、この犯はん罪ざいの目的の一つに《重じゆう魔ま素そ》が関連していると考えています」

「へ……っ？」

　その答えにパーティの三さん人にん娘むすめ、リュドミナもアズサも、クルルまでもがぎょっとして、不ふ穏おんなことを口走ったギオンを見つめる。

「そ……そういえば、あの《重魔素》の中には……」

「ちっちゃい、ドラゴンっ!?」

　彼女達は今、思い出したのだ。取り戻もどしたとしても決して覗のぞいてはいけないと言われたチェストボックスの中身。《重魔素》は、鉱こう石せき状じように結けつ晶しよう化かした『小さな竜』のように、見えた気が──

「ようやく気が付いたみたいですね」

　ギオンはやれやれと肩かたをすくめ、馬車の三人へ改めて告げる。

「いいですか？　僕たちはこれから、言わばあの《重じゆう魔ま素そ》に関連するであろう竜りゆう族ぞくの元へ、しかも、ただでさえ難むずかしいテロリズムの中ちゆう止し要よう請せいという前代未聞のハード・ネゴシエイションを、まったくの異い種しゆ族ぞくの間で成し遂とげなければならないのですよ？　ですから、もう少し緊きん張ちよう感を持って──」

「そ、そんなのやっぱり無理じゃよーッ!?　じゃって、マスター言っていたではないか！　ドラゴンの所にいくならば、クエストランクは『ＳＳ』になると！　難なん易い度どＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの内の最高ランクＳの更さらに上じゃぞ!?　一いつ生しよう懸けん命めいそれを忘わすれて楽しくなろうとしていたのにぃっ！　もう、いやじゃー！　やっぱり今からでも帰ろう！　ドラゴンには勝てないっ！」

「だめです！　強がりなさいリュドミナ！」

「なッ!?　つ、つよ……？　つ、強がるぅぅぅ!?」

「いいですか？　何度も言いますが、相手は竜なんです。正面きって戦うならばクエストランクは『ＳＳ』に決まってます。しかし、竜の知ち能のうは人間と同等以上、そして精せい神しん性せいはさらに高いという、神しん秘ぴにつつまれた謎なぞの部族！　他の部族とは高度に不ふ干かん渉しようとは聞いていますが、きちんと理ことわりを持って接せつすれば、こちらが人間と言えども、交こう渉しよう難易度だけならば、クエストランクはＡと言ったところのはずなのです」

　立て続けのことばに、だんだんと濃桃デイープピンクの瞳ひとみをうるうるさせるリュドミナへ、七しち三さんのダークエルフは構かまわずつづける。

「それなのに、出会う前から弱みを見せるその態たい度ど。そんなことでは実じつ際さいに竜と会見する場で見くびられてしまいます！　あなたに意気地いくじが無いのはわかっています。ですから、せめて姿し勢せいだけでも堂々としていなさい！」

「わ、わしは意気地無しなんかじゃないもん！　意気地無しなんかじゃないもん！」

「はっ」

「笑うなーッ！」

「それに、さっき僕があなたに冒ぼう険けん者しやとしての心こころ得えを説といたのは、口から出で任まかせが全部じゃありません。僕らはそろそろ、竜に挑ちよう戦せんしてもいいレベルになっていると思うんですがねぇ」

「く……くうっ、そ、そう……じゃよなっ!?　わ……我われ々われならば、きっと……りゅ、竜とて……っ!!」

　自分自身を鼓こ舞ぶするように馬車から飛び降おりたリュドミナは、ギオンと張りあうように、小こ柄がらな身にそぐわぬ豊ゆたかな胸むねを張はる。

「竜とて、なんです……？」

「わ……我がパーティなら、なんとかする自信があるっ！　そ、そもそも、ギオンはちょっとあれじゃぞ？　な、なまいき、じゃぞ！　うぬはこのパーティのリーダーにでもなったつもりなのか！」

「他に引き受け手がなければ、いつでもそのリーダーとやらは引き受けましょう。……それよりも、さっきのあなたの、竜りゆうに対する物言いを忘わすれないように」

「ふ、ふふんっ！　そうじゃよ？　ドラゴンといえどもじゃ！」

　大だい胆たんな毛け皮がわ鎧よろいの少女戦士は両手を背はい後ごへ回し、

「じゃじゃーん！　まずはこの、新調したわしのヘビーアックス二刀流の前に怖おじ気けづくはず！　遅おくれはとらん!!」

　ギオンだけではなく少女戦士の武ぶ具ぐもパワーアップしていた。今までの小こ振ぶりなハンドアックスではない。屈くつ強きようなバーサーカーが扱あつかうような大おお斧おのをリュドミナは左右の手に一本ずつ握にぎりしめている。

「本当にあなた、山さん賊ぞくじみて来ましたね……」

　だがギオンの物言いにも、今まで愛用していたハンドアックスをアクセサリーのように腰こしからぶら下げっぱなしの少女戦士にとっては褒ほめことばなのか、「ぬふふ」とご満まん悦えつ。

「しかしながら、今回の相手はなかなかやっかいな相手だということだけは忘れないようにしましょう。あのドラゴンというものは、とにかく一ひと筋すじ縄なわではいかないですから」

「うむっ？　なんじゃギオン。うぬはまるで竜と以前戦ったことがあるような言いようじゃな。確たしか、ＴＲＰＧをやるのはここが初めてと──」

『お待たせいたしましたみなさん。さあ、つづきを始めましょう』

　ふわっと着地するように空間に湧わいて出た黄緑色のボンネット。冒ぼう険けんへ出るには動きづらそうなウエイトレス姿すがたのゲームマスター、天てん花げい寺じ鳥とり籠かごがパーティの前に姿すがたを現あらわした。

『みなさん、なにやら盛もり上がっていたようで、なによりです』

「そろそろドラゴンを拝おがめる頃ころ合あいかなと、話しあっていまして」

　ダークエルフの聖騎士パラデインは両手を広げ、ゲームマスターを迎むかえるように振ふり向く。

「ボルカノ到とう着ちやくも、近いのではないですか？」

『そうですね……、わたくしがお時間を取ってしまいましたから、少々急ぎましょう』

　ゲームマスターの爪つま先さきが、さっきまでギオンが見下ろしていた荒こう野やへと向いた。四人の目の前で、空の雲と大気が風もないのに目まぐるしくうつろった。

「おおおーっ！　いつの間にッ!?」

　峠とうげからの景色が一変していた。

「かぁぁっこいいいいーっ!!」

　歓かん喜き的てきなクルルとリュドミナの声が山間に響ひびく。

「すごい……、これぞって感じです！」

「絶ぜつ景けいですね」

　少女戦士と神官は崖がけから飛び出さんばかりに身を乗りだす。

　眼がん下かに、大地が意思を持ち、その口こう蓋がいを大きく開けたかのような大だい噴ふん火か口こうが出しゆつ現げんしていた。アズサは思わずメモを取り出しその情じよう景けいを書き留とめ、ギオンは手を腰こしに当てて目を細める。

　広大な外がい輪りん山ざんがあった。いまだ複ふく数すう箇か所しよからモクモクと噴ふん煙えんが上がりつづけているにもかかわらず、真しん円えんを描くその火口の中に、巨きよ大だいな都市が生み出されている。

　異い国こく情じよう緒ちよあふれる、金きん属ぞく的てきな色しき彩さいを持った街だった。火口沿ぞいの広大な稜りよう線せんを天然の要よう害がいとする、周囲から隔かく絶ぜつされた火山の都、『ボルカノ』。

　さらに都市の頭上には、噴火で舞まい上げられたような菱ひし形がたの巨大な山々が、完全に宙ちゆうに浮うく大地の断だん片ぺんとして漂ただよっている。

　淡あわい雲のような霧きりが、その浮ふ遊ゆう山さん脈みやくを覆おおっていた。水雲の源みなもとは、山の峰みねからこぼれる幾いく筋すじかの水の滴したたりだった。浮遊山脈から放出される滝たきが火口都市を潤うるおしつづけている。

「うぅんッ！　これぞファンタジーじゃなぁあ……っ！　ここが火口都市『ボルカノ』か！」

「言ってる場合ではないですよリュドミナ！　あれを見てください！」

「ん？　……鳥か？」

　浮遊する山脈の周囲を、複ふく数すうの三さん角かく凧だこのような飛行体が舞っている。

「いえ……鳥にしては大きさがおかしい気が……先せん輩ぱい、まさかあれって……！」

「ドラゴンです！　一匹ぴき……じゃありません、二体、三体ッ!?　こちらに降おりてきます！」

『接せつ敵てきはまだですので、その場から動きたい方はダイス判はん定ていなしでどうぞ。【知ち識しき判はん定てい】を試したい方は──』

「しなくてもわかるッ！　あれはドラゴンじゃよぉーっ！」

　リュドミナは超ちようスライディングで馬車の下にもぐり込こんだ。

『はい、実じつ際さいに竜はその力に対して、【知識判定】の値あたいはとても低く設せつ定ていされています。それではギルドから竜に関しては詳くわしく教えてもらっていたことにしましょう。面おも白しろいですよね、モンスターの知名度と、その強さは比ひ例れい関かん係けいには──』

「そういうのはいいからマスター！　天てん花げい寺じせんせーはなにを考えておるのーっ!?　これはさすがに終わったじゃろうぅぅぅッ!?　あのサイズは、やばいっ!!」

「しかも一体ならまだしも三体ってどういうことですか天花寺先生……!!　ま、待ってくださいリュドミナ先ぱぁあいっ!!」

「ねぇねぇこれ、もう見つかってない……っ??」

　魔法使いスペルエフエクターアズサと神官のクルルも、馬車の下にもぐり込むリュドミナにつづいた。

　──竜ドラゴン！

　それは力と滅めつ亡ぼうの象しよう徴ちよう！　両りよう翼よくを広げ上空より迫せまる獰どう猛もうな巨体が、問答無用の恐きよう怖ふを少女達の髪かみの先まで一いつ瞬しゆんで注ぎ込んでいた。

　爪つめと牙きば、頭部の角と長大な尾お。すべてのデザインが一見しただけで容よう赦しやなき破は壊かいを指向していることが理り解かいできる。そしてなによりも恐おそろしいのは、その竜の吐と息いきだと、彼女達は知っていた。竜りゆうの口から吐はき出される炎ほのおや雷かみなりの息い吹ぶきは、そこにあったものの命を平等に奪うばう。近ちか寄よろうものなら一いつ瞬しゆんで竜が作り出す殺さつ戮りくの嵐あらしに巻まき込こまれ、命を持つ肉体はまったく別の物ぶつ質しつに生まれ変わるのだ。

「びっくりだねギオンくん！　ギオンくん……？　あれぇっ!?　ギオンくんどこっ!?」

「ギ、ギオン先せん輩ぱい!?」

　毛け皮がわ鎧よろいの女戦士とともに馬車の下にもぐり込こんだ涙なみだ目めのアズサと、ハイテンションなクルルは気づく。メンバーが一人、足りない。

「な、なにをやっておるのじゃギオォォオオンッ!!」

　馬車の下から身を乗り出したリュドミナが、慌あわてた両サイドの二人に止められていた。

　ギオンは竜を発見した場所から一歩も引かずに、自分の真正面に降おり立った、身の丈たけの三倍以上ある萌もえ葱ぎ色いろのうろこを持つドラゴンを見あげ、

「我われは冒ぼう険けん者しやギルド『碧あおの要よう塞さい』から派は遣けんされた公式の使者である!!　あの馬車に刻きざまれた紋もん章しようを見よ！　我々は都市国家『ボルカノ』代表、灼しやく溶よう竜りゆうカルメリーザ殿どのとの面会を希望する！」

「「「ええええええええええ……ッ!?」」」

　あのドラゴンの持つうろこ一枚まいも剝はげやしない！　という絶ぜつ望ぼうに少女達が襲おそわれている中、ダークエルフの聖騎士パラデインは、すでにその左右も新たに降り立ったドラゴンに囲まれているにもかかわらず、眼がん前ぜん、萌葱色のドラゴンに向かい、大だい喝かつしていた。

　馬車の下からそれを見ていた三人は、啞あ然ぜんを通り越こしてフリーズ、息も吐はけない。

「それとも、竜とは人の前に立ちはだかることしか能のうのない暴ぼう食しよくの種族か！　いみじくも種しゆの頂ちよう点てんを名乗るならば、儀ぎ礼れいの文化を持って返礼せよ!!」

『お見事ですギオンさん。本来ならば【交こう渉しよう判はん定てい】が必要ですが、他でもありません、私たちがプレイしているのはテーブルトーク・ＲＰＧ。ギオンさんが前にしているドラゴンは目を細めて、その口を開きます』

「ギ……ギオン下がるのじゃっ！　ブレスが来てしまうぞぉぉっ!!」

「待ってくださいリュドミナ」

　ギオンがなおも駆かけ寄よろうとする女戦士に片かた手てをあげ、制せいする。

「〈……良いでしょう。あなた達を客人として、我わが盟めい首しゆの元にお招まねきします〉」

　ふいに、柔にゆう和わな男性の声が響ひびいた。萌葱色の竜を中心に破は裂れつするような風が起こった。

　竜は瞬しゆん間かん的てきに縮ちぢみ、姿すがたを変えていた。ギオンの前に大おお柄がらな、いわゆる頭部がドラゴンのままの、竜人が出しゆつ現げんしている。

「〈竜盟首カルメリーザ様にお仕えする、副官のラゾアです〉」

　ラゾアと名乗った竜人は、線が細く、武ぶ人じんというよりは文官のようにギオンには見えた。だが、細いとは言っても、やはり竜人種。背せ丈たけはギオンよりも頭二つは高く、並なみの人間よりもたくましい。

「僕は冒ぼう険けん者しやのギオン。ことばを受け入れていただいたことに、礼を。感かん謝しやいたします」

　名乗りあうダークエルフと竜りゆう人じんの様子を、ゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり籠かごは微笑ほほえましげに確かく認にんし、冒険者四人へと、

『それでは、都市国家である「ボルカノ」の代表、カルメリーザさんの副官であるラゾアさんは、両りよう脇わきの二匹の竜を先さき触ぶれとして都市に返します。ラゾアさん自身は、どうやらこのまま道案内として同行してくれるようです』

「了りよう解かいです。よろしくお願いしますと言っておきましょう。……って、いつまであなた達は馬車の下にいるんですか！　特にリュドミナ！　なんで後こう衛えいに下がっているんですッ!?」




　◆




「飛んでる？　飛んでるっ!?　もうお空を飛んでいるぅ～ッ!?!?」

　リュドミナは最後まで、再ふたたび竜と化した副官ラゾアの背せに乗ることを拒きよ否ひした。

「なぁなぁどうなのじゃ!?　まだ飛んでない!?　まだ飛んでないんじゃよねっ!?」

「もうかなり前から飛んでますよ」

「落ちたら死んじゃうのじゃぞー！　落ちたら絶ぜつ対たいに死んでしまうんじゃぞお……っ!!」

　都市の代表、カルメリーザが謁えつ見けんの場所に選んだ場所は、火か口こう上空に漂ただよう浮ふ遊ゆう山さん脈みやくにあった。そこへ辿たどり着くには竜に運んでもらうしか方法がない。

「っていうか狭せまいですリュドミナッ！　なんでこんなくっついて座すわっているんですかあなた！　もっと離はなれて！　押おしつけない！　あといいかげん目を開けてください！」

「しかたないであろう!?　死がッ！　死がわしにそうしろとささやいているんじゃからぁッ！」

「ほら見てリュドミナちゃん！　あそこ！　あそこに変な色の山があるよっ!?　黄色いし青い！　ケムリも出てる！　見ておかないと絶対損そんだからっ！」

「ぅぅぅう……っ！　そ、そう……？　（チラっ）なッ!!??　ク、クルルぅ～！　うぬ落ちちゃう！　そんなに身を乗り出したら下に落っこっちゃう～っ！」

　陶とう器きの肌はだと球体の関節を持つ神官は、萌もえ葱ぎ色いろのドラゴンの背に脚あしをひっかけ、ほぼ宙ちゆうぶらりんになって下界を眺ながめていた。

「お願いですからクルル先せん輩ぱいやめてくださいっ！　見ているこっちが気を失いそうです！」

　風ふう圧あつになぶられる鍔つば広ひろ帽ぼうを押さえたアズサも真っ青な顔で叫さけんでいた。

「……やれやれ」

　ギオンも、さすがに竜の背に乗って飛ぶことは初めてだった。

　──竜の両りよう翼よくが羽ばたき、浮遊の瞬しゆん間かん。周囲の空間は風になり、風はすべて空になったのだとギオンは感じた。

　峠とうげを馬車で登のぼっていた時に近づいていた空は、ここにはなかった。空はさらに高いところに逃にげ去って、自分達を背せに乗せた竜りゆうは見えない波に乗るように浮ふ遊ゆう山さん脈みやくへと旋せん回かいしてゆく。

　眼がん下かに広がる地上の景色は、もはや自分がいつも生活していた場所として目に映うつらない。遠く見下ろす大地はなぜか白しら々じらしく、そこに数多くの人々が暮くらしているのだと想そう像ぞうするだけで、なぜか異い様ような興こう奮ふんが胸むねに宿り、全身を熱くめぐるような不思議な感覚があった。

「これが……」

　闘とう争そうを繰くり返す本ほん能のうが持つという、征せい服ふく感かんという感覚なのだろうか。

　愚おろかしいとは思うものの、竜という生き物が生命の頂ちよう点てんを名乗るのも、無理はないとギオンは思った。

　彼の中に竜の背に乗る不安はなかった。空を征ゆく竜は落とそうと思っても落ちてはくれるものではない。このまま墜つい落らくすることも、振ふり落とされることも考えられなかった。

　竜への信しん頼らい。というよりも、そこに宿る生命力への礼れい賛さんが、ギオンにはあった。

「それより、僕のライディング技ぎ能のうは、このラゾアさんを操縦できないんですか？」

「やめよ！　怒られるぞ!!」

「あなたこそ、この空の旅を満まん喫きつしたらどうです。『ＴＲＰＧ』でもなければ竜に乗って空を飛ぶなんてことは絶ぜつ対たいにできませんよ？」

「そ、そうじゃろうけども……！」

　浮遊山脈は刻こく一いつ刻こくと近づいて来る。リュドミナは薄うす目めのまま、ごくっと唾つばを飲んだ。指先を、ごつごつとした非生物的な竜の背、うろこに這はわせ、ゆっくりと、下をのぞき込こむ。

「…………ッ!!」

　直上からしか見ることができない、はるか遠く、小さい、火口都市が目に飛び込んだ。

「だァァめじゃぁあああああああッ!!　普ふ通つうに怖こわい！　普通に怖いから!!」

「どうして真下を見るんですか！　あなたやっぱりバカですか!?　周囲の景色を見るんです！　世界の広さ、自然の偉い大だいさ……！　この、久く遠おんの一いつ者しやの意思すら感じることのできる素す晴ばらしい眺ながめに心を奮ふるわせられないとは可か哀わい想そうなヒトです。なるほど、ヴァンパイアの視し野やの狭せまさはこういうところにも出るというわけですね？」

「な、なんじゃとうッ!?　さてはうぬ、わしのことが、本当は大好きなんじゃなぁッ!?　ヴァンパイアハンターのくせに！　なあ、そうなのであろうっ!?　だからうぬはわしに、こ、こんな意地悪を──」

「なんだかよくわかりませんがマスター！　できるだけゆっくり！　目的地にはなるべくゆっくり到とう着ちやくしてくださいお願いします！」

『かしこまりましたアズサさん。それでは、ラゾアさんはゆっくり浮遊山脈を周回し、その一角に着地します』

　終始、風の影えい響きよう外がいで微笑ほほえみつづけているゲームマスター天てん花げい寺じ鳥とり籠かご。パーティとともに竜りゆうの背せに同乗していた彼女は、浮ふ遊ゆう山さん脈みやくの裏うら手てにあった桟さん橋ばし状じようの建けん築ちく物ぶつで翼つばさを閉とじた副官ラゾアの背からすべり降おり、改めてパーティを出で迎むかえた。

「か、帰りも、これに乗らねば、ならないのか……？」

　リュドミナはアズサとクルルに抱かかえられ、床ゆかに膝ひざを突ついていた。顔がん面めん蒼そう白はくな輝銀髪プラチナブロンドの少女は、空に開かれた小さな桟橋ともいえる構こう造ぞう体たいから下方へ広がる絶ぜつ景けいから視し線せんをそらし、

「……ん？　鋼こう鉄てつの、床ゆか……？」

　脚あしが触ふれている床だけではなかった。桟橋から山脈内部につづく門、壁へき面めん、柱や天てん井じよう。そのすべてが、

「金きん属ぞくで、できておる……っ!?」

　背に二丁のヘビーアックスをクロスさせて固定するリュドミナが、仰のけ反ぞるように立ち上がる。嶮けわしく、垂直近くまで切り立った山やま肌はだまでもが鋼鉄の壁面に覆おおわれていた。元山さん賊ぞく娘むすめであるリュドミナがいくら見あげても果てが見つからないほど高く、鋼はがね色いろに染そまる横よこ幅はばにも途と方ほうがない。

「〈竜の都は、すべて鋼鉄で作られています。どうぞこちらへ〉」

　再ふたたび竜りゆう人じん形けい態たいに姿すがたを変えたラゾアが、パーティを門の内部へと導みちびく。

「なるほど……、火口都市ならば金属素材に困こまらないのかもしれませんね……」

　黒こく曜よう石せきに似にた光こう沢たくを持つ鋼材で作られた回かい廊ろうに、ギオンの鉄てつ靴かが高く響ひびく。

「それよりも、ここはどこのどういう場所なのじゃ……？」

　ようやく自分の脚あしで歩き出したワイルドな毛け皮がわ鎧よろいの少女は、先行してラゾアと歩く聖騎士パラデインを追った。

「〈ここは通つう常じよう、元老院が議ぎ事じを行う弁べん論ろん堂どうなのですが、今日は貸かし切りです〉」

「べんろんどう……？」

　クルルが首を傾かたむける。ギオンはうなずき、

「竜族のやり方はわかりませんが、人間同士ならば、都市の代表同士が主しゆ張ちようを戦わせ、政せい策さくを決定する場かと」

『ギオンさんのおっしゃる通りです。ここは竜族の都市、ボルカノの中ちゆう枢すうのひとつです』

「なるほど、ここで僕達はテロ阻そ止しのネゴシエイトというわけですか」

「ということは、いっぱい、竜人のヒトがいらっしゃるんですか……??」

『そのことなのですが……』

　思わず立ち止まるアズサへと振ふり向いたゲームマスターは、そのまま副官のラゾアへ視し線せんをふる。

「〈もうしわけありません。なにぶん、急な来客でしたので、代表の準じゆん備びが整うまで、私が皆みな様さまの相手をするように任まかされています〉」

「まあ、しかたないところですね……」

　するとラゾアは、回かい廊ろうの中なか程ほどで歩みを止めた冒ぼう険けん者しや一いつ行こうへ、

「〈どうでしょう。この弁べん論ろん堂どうには、我われ々われ竜りゆう族ぞくの戦史博物館というものが併へい設せつされています。用意が出来るまで、そこをご案内いたしたいと思うのですが〉」

　萌もえ葱ぎ色いろの竜人は、ドラゴンそのままの頭部を四人にめぐらせた。

「おねがいします」

「ま、まてギオン！　わしはイヤじゃよ!?　博物館とか立ったまま眠ねむってしまう！」

「あなた本当に教養のないヴァンパイアですね……。呆あきれ果てます」

「そ、それは認みとめる！　わしってちょっと変わってるのっ！」

　七しち三さん分わけのダークエルフのマジ口く調ちように、輝銀髪プラチナブロンドの少女は一いつ瞬しゆん口元を引きつらせたが、

「じゃから博物館とかではなく、代表を待つなら、おしゃれなカフェテラスみたいな──」

「いいですかリュドミナ……」

　ギオンは、自分の胸むねより低い背せ丈たけの少女戦士を諭さとすような口調で片かた手てを持ちあげ、

「我々はここにネゴシエイト、つまりはテロを阻そ止しするための交こう渉しよう人にんとしてやってきています。しかしながら……」

　その手のひらで、首もと近くを鋭するどく撫なでる。

「交渉人が、交渉先で処しよ刑けいされるという場合もあるんですよ？」

「「「ふえええええええッ!?」」」

　パーティの三さん人にん娘むすめが、はじけた。

「ど、どういうことじゃ!?　安全ではないの!?」

　それぞれが自分の胸を押おさえて、あえぐようにギオンを見あげる。

「まあ、それは最悪の場合です。交渉人を帰さないとなれば一気に戦争になだれ込こみますが、今回の場合、そうはならないでしょうね」

「な、なぜじゃ!?　なんでそう言い切れるーっ！」

「それを確たしかめるためにも、竜の戦史博物館はぜひとも見ておきたいんです。それに……」

「なんじゃ？　まだ他にも博物館を見たい理由があるのか？　うぬは勉強大好きっこか？」

　リュドミナにつめ寄よられたダークエルフの口元に、したたかな笑みが広がった。

「元山さん賊ぞくのお方、あなたはその斧おのでドラゴンスレイヤーになるつもりはないんですか？」

「な、なにィっ!?」

「戦史博物館というくらいです。竜の戦いくさを知るコトができたら、戦せん闘とうの際さいの弱点などもわかるかも知れませんよ？」

「マ……マジかぁッ!?」

　リュドミナの声はぐっと低くなったが、表ひよう情じようはぱっと上向いていく。

「そうですね……。人間視し点てんでそれらを見ることができれば、あるいは……」

「竜殺ドラゴンスレイも夢ゆめではないッ!?　うむ……よし、ならば気き張ばろうではないか！　それに、そもそもこの博物館ツアーはマスター側が提てい案あんしてきているのじゃから、なにかしら意味はあるのじゃろうし!!」

「リュドミナ先せん輩ぱいそれはメタ発言すぎます！　けど、面おも白しろそうです。竜りゆうの戦争の歴史なんて、滅めつ多たに見れないと思いますし！」

「ボクもそれがいいっ。いいよねギオンくん！」

　黒こく紫しの魔法使いスペルエフエクターアズサも、エレメンタルドールの神官であるクルルも『博物館で竜の弱点捜さがし』案に興きよう味みが湧わいたようだった。

「もちろんです、クルル。では、マスター」

「博物館なら、あの竜の人が説明してくれるからギオンくんが【知ち識しき判はん定てい】もしなくていいしねっ！」

「と言うことですので、ラゾアさんの誘さそいに乗りたいと思います……ってクルル!?　今のタイミングだと僕が結局、ダイスを振ふりたくないから博物館に行くみたいになっちゃったじゃないですか!!　いいんですよ!?　いくらでも僕はダイスを振って【判定】してみせますけどッ!?」

『それでは、ラゾアさんがみなさんを戦史博物館へとご案内いたします』

　四人が副官につづき回かい廊ろうを進めば、戦史博物館の入り口はすぐに見えてくる。通路の窓まどからは、ジャンボジェット機の窓から見えるような地上の景色が一望できた。

「ふむ、思ったより、楽しそうじゃな……」

　四人は竜人の副官に連れられ、弁べん論ろん堂どうの外がい郭かく回かい廊ろうにそって作られたミュージアムに足を踏ふみ入れる。館内を見回すリュドミナは、ほっとしたような表ひよう情じようで見物を始めた。

「館内は走らない！　ギルド代表という立場をわきまえるんですリュドミナ！　クルルも！」

　そこは、竜族に対する来らい賓ひんの興きよう味みと好こう奇き心しんを満たし、自らの戦史がもたらすものを元老院が忘わすれないようにするために設しつらえられた施し設せつだった。

「……これ、なんでしょう……」

　入り口に展てん示じされていた、竜族に伝えられている創そう世せい記きの伝でん承しようをラゾアから聞き、しばらく進んだところで、アズサが足を止めた。

「竜の……合戦のジオラマですかね。東軍と、西軍……？」

　竜族の戦は主に空、人間からすれば上空で行われる。巨きよ大だいな生いけ簀すのようなガラス張ばりの箱の中に、その空を模もした精せい緻ちな模も型けいがあった。青く塗ぬられた底面を持ち、木き彫ぼりの竜が陣じん形けいを作りあう戦せん略りやく図ずのようでもあった。

「〈これは今から千五百年ほど前に起こった、一つの状じよう況きようを描えがいたものです〉」

　戦略模型図の横合いに立つラゾアが、四人に向かいあうように立ち位置を変えた。

「どっちが勝ったのじゃ？　見たところ、軍ぐん勢ぜいの数は五分五分に見えるが……」

　模も型けい図ずを囲う枠わくから身を乗り出して、戦士のリュドミナが西軍と東軍を指さす。

「待ってくださいリュドミナ。この西軍、武ぶ装そうをしていない……？」

　ギオンは目を細める。東軍の竜りゆうが銀細工のような装そう飾しよくに覆おおわれているのに対し、西軍は生身のままのように見えた。

「〈これは戦ではありません。起こったコトは、正せい規き軍ぐんによる同どう胞ほうへの粛しゆく正せいです〉」

「なんと……!?　粛正??」

「〈過か去こには竜にさえ、このような時代があったということです。それを忘わすれないために、この事じ件けんは戦史博物館に展てん示じされつづけているのです〉」

「ボクなら絶ぜつ対たい、西軍に味方して、なんとかする!!」

　神官のクルルが声を張はりあげる。副官のラゾアはうなずき、

「〈はい。展示目的の一つには、このような状じよう況きようになってさえ、圧あつ倒とう的てき不ふ利りであった西軍はどのように勝利をおさめることができるかという戦略を考えるためでもあります〉」

「僕もクルルと同意見です。力なき民の為ために、我われらの力はありますから」

「んん……、じゃあ、わしは東軍で……どうにか、上じよう層そう部ぶ……？　司令官……に、停戦命令をもらう的な……いや、間にあうかぁ？」

　パーティは真しん剣けんな面おも持もちで色々な方向から模型図を眺ながめた。

「〈魔法使いスペルエフエクターの方。アズサさんと言いましたか。あなたならこの場合、どのように戦いますか？〉」

「ふぇっ……っ！」

　リュドミナの隣となりでメモ帳を動かしていた黒こく紫しの魔法使いが震ふるえた。

「せ、西軍でですか？　それとも、東軍で、ですか……？」

「〈両方の場合が、聞きたいですね〉」

　パーティの視し線せんが、アズサに集まった。しかし魔法使いは思考に沈しずんで、それに気づかない。

「……どちらにしろ、私は見守ります」

　視線を戦せん略りやく模も型けいに止めたまま、彼女は僅かに顎をあげた。

「アズサ……？」

「私なんかに、この戦いを止める力があるとは思えません……」

　魔法使いの少女は、大おお振ぶりな杖つえを両手でつかみ、

「でも、この記録だけは後世の人に残すことができます。ここで起こった出来事を、できるだけ正せい確かくに……。もちろん、目の前の状況がどうなってしまうのか見てみたいという願望も、ありますけど……」

　自分の背せより高い杖の陰かげに隠かくれるようにうつむく。

「や、やっぱり、見ているだけでは悪でしょうか……？　みなさんのように行動しないと……。……でも、それも含ふくめて、私はこの行く末すえが見てみたい。ここで起こった出来事を後世の人達に伝えたいんです。教訓とともに……」

　アズサの視し線せんは模も型けいの中、西軍の先頭で翼つばさを広げる大おお柄がらの竜りゆうに止まる。

「この博物館のように記録を残しておかないと、同じ過あやまちを繰くり返してしまうかもしれませんし……」

「さすがアズサ、未来の小説家じゃなぁ……っ！」

「や、やめてくださいリュドミナ先せん輩ぱいっ!!　ち……ちがいますから！　ギオン先輩もクルル先輩も勘かん違ちがいしないでくださいね!?　ほ、ほら、先に進みましょう！」

　アズサは鍔つば広ひろの帽ぼう子しを深くかぶり、ぐいぐいとリュドミナを押おして次の展てん示じに移い動どうする。

「（ところでギオン、ドラゴンの弱点はわかったか……??）」

　リュドミナが濃桃デイープピンクの瞳ひとみをギオンに近づけた。その視線の先に、ラゾアの背せ中なかが確かく認にんできる。

「（まだです、もう少し待ってください。というか、我われ々われの任にん務むの最さい優ゆう先せん事じ項こうはテロ阻そ止し交こう渉しようだということをお忘わすれなく……！）」

『なにやら、楽しそうですね、お二人とも』

「な、なんじゃマスターっ！　ちがうぞっ!?　な……なんでもないんじゃぞっ!?」

　リュドミナはぱっとギオンから離はなれる。身軽なステップに腰こしまでの輝銀髪プラチナブロンドが揺ゆれた。彼女がゲームマスターを牽けん制せいするように移動したその先で、

「〈なにか気になるものがありましたか？〉」

　竜人のラゾアが、ふいにリュドミナへと視線を向けた。副官は、ギオンよりもさらに高身長だった。自然とリュドミナは、萌もえ葱ぎ色いろの竜人を大きく見あげることになり、

「ひっ……！　あ、あー、うむ！　こ、これは……」

　とっさだった。濃桃の瞳を鋼こう鉄てつの壁かべ沿ぞいいに走らせ、そこに掛かかった一枚まいの絵を指さす。

「……これは、なんじゃ？　この絵に描かいてあるものは……」

　リュドミナは、高い天てん井じようまでとどく巨きよ大だいな絵画に歩み寄よった。

　黒雲立ちこめる夜空に、深しん紅くの稲いな妻ずまがあった。乱らん気き流りゆうを背はい景けいに、天を突つく巨きよ大だいな城が中心に描えがかれている。それらを描くタッチと絵具、筆使いには、取り憑つかれてしまったかのような狂きよう気きが塗ぬり込こめられていた。──あるいは、題材の持つ狂乱性が、制せい作さく者しやの精せい神しんを侵おかしたか。巨城は今、落ちようとしていた。地上にも、嵐あらしの空にも、無数の竜が翼つばさを広げている。

「〈かつて竜族の中で行われていた堕だ竜りゆう狩がりです〉」

「堕竜狩り……？」

「〈竜にも、いわゆる戦国の時代がありました。この竜は、かつては領りよう民みんに慕したわれ、善ぜん政せいを敷しいていた一地方の領主です〉」

「じゃが……、狂くるったか？」

　リュドミナは城に攻せめ昇のぼる竜人、おそらくは領民達が描かれた部分に目をうつす。

「〈この領主は、領民を想うがゆえに、手を出してくる周囲の敵てきには容よう赦しやがありませんでした。領りよう内ないは平和でしたが、エスカレートする敵てきに対して強力な軍を維い持じするため、民は重じゆう税ぜいに苦しみます。そしてついには領民自身が、他国の兵を引き入れるまでに〉」

「ふんっ、愚おろかな竜りゆうじゃな!!　味方にさえ牙きばを向けられるとは！」

「リュ、リュドミナ先せん輩ぱい……っ！」

　アズサが少女戦士の毛け皮がわ鎧よろいを引っ張ぱる。魔法使いスペルエフエクターの少女は完全に、竜人の副官に背せを向けている。リュドミナと、ラゾアの目があった。

「はッ!!　し、しまったっ!?　わし、副官の目の前で竜の悪口を……ッ!?」

『ですが、ラゾアさんは気にはしていないようです。描えがかれているのは堕だ竜りゆうですので』

　黄緑色のレースがふんだんに使われたボンネットを被かぶるゲームマスターは、そっとささやく。

「ふ、ふう……そうか？　よし、では、くっくっく……。ちょっとかましてやろう」

　元山さん賊ぞくの少女は、指出し手て袋ぶくろに覆おおわれた両の手のひらを、なにか企たくらむように重ねあわせ、

「もしかして、領主は負けなしでは、なかったか……？」

　副官の竜人、ラゾアを見あげた。

「〈勝ちつづけること。それだけが、誰だれともわかりあえなくなった領主の支ささえになっていたようです〉」

「皮肉なものじゃな。勝ちつづけても、平和にはならなかった」

「リュドミナならば、この状じよう態たいからどうするんです？」

　ギオンが隣となりに並ならんでいた。鋭するどい視し線せんには、濃桃デイープピンクの瞳ひとみを持つ少女を試すような光があった。

「こ、ここからか!?」

　輝銀髪プラチナブロンドを振ふり乱みだすようにして、リュドミナは巨きよ大だいな絵画を指さした。城しろは闇やみ夜よの中で、ひときわ明るく、燃もえ上がっている。

「……この竜は、負けることを知るべきじゃった……!!」

　頭を抱かかえて白く輝かがやく長い髪かみを指でかきめぐった少女は、絞しぼり出すように再ふたたび絵画を見あげた。

「〈領主は優すぐれた将しようでした。周囲の国からの講こう和わにも耳を貸かさなかったと。最初は人望のあった領主ですが、最後には配下にあった勇者からも、謀む反ほんを起こされています〉」

「しかたがないな」

　リュドミナは腕うでを組んで、絵画を見つめ直した。

「負けを知らぬと、勝ちつづけることしかできなくなる。引き分けですら恐きよう怖ふする。自分は勝てなかったと。血ち眼まなこに、どんな手しゆ段だんを使っても勝利をおさめようとすれば、その先に待つのは狂きよう気きじゃ。じゃが、そうなった時にはすべてを失っている！　じゃからな？　ギオン……」

　七しち三さん分わけのダークエルフへ、輝銀髪の少女は薄うすい笑みを浮うかべる。

「わしは、そもそもこうはなっていない。やりたくとも。なぜなら、わしには何度も何度も負けを重ねる覚かく悟ごと自信がある！　だが、平和にはしてみせよう！　豊ゆたかにもな！　蜂ほう起きなどはさせん！　この竜と違ちがい、敗北とわしは大の仲良しじゃからなぁッ！」

「な、なにを威い張ばっているんですっ!?　あなたくらいですよ!?　そんな自信満々な敗はい北ぼく宣せん言げんができるのは！」

「なら、うぬはどうする！　ギオンにはなにか良い案があるのか!?」

　リュドミナの瞳ひとみは嚙かみつくように鋭するどくなる。喰くってかかるというのが相応ふさわしい勢いきおいを、ダークエルフは意に介かいする様子も見せず、

「僕が領りよう主しゆならばこの戦いにも勝ち、初しよ志しを貫かん徹てつします。秩ちつ序じよをもたらすは鋼こう鉄てつの規き律りつのみ。平和が訪おとずれる一いつ瞬しゆん前こそ、暗くら闇やみは深いものです」

「だよねギオンくんっ！　ボクはギオンくんの命令ならどんなものでも聞くよ？　ボクが一いつ緒しよに狂くるってあげる！」

　リュドミナが独どく占せんしていたギオンを奪うばい取るかのように、二人の間に神官人形が割わり込こむ。

「ま、待ってくださいクルル!?　あなたは僕を狂ってると思ってるんですかっ!?」

「うぅうんっ！　ギオンくんは狂ってないよ？　狂っているのはこの世界だから！」

　神官クルルは聖騎士パラデインギオンの手を握にぎり、絵画からぐいっと自分の方へと引き寄よせる。彼女の瞳の中には、いつものように純じゆん白ぱくの花が咲さき乱みだれていた。

「リュドミナ先せん輩ぱいッ！　ここにきて三角関係ですよ！　もっと頑がん張ばってください!!」

「アズサ！　じゃからなんでうぬはこういう時が一番楽しそうなのじゃ!?　メモをしてはならぬ！　これは後世に伝えなくていい!!」

『ではここで、ラゾアさんのところへ使いの竜りゆう人じんがやって来て、彼になにかささやきます』

　場に変化が起こった。

　火か口こう都と市しの上空。そこに浮うかぶ菱ひし形がたの山脈。都市の中ちゆう枢すう、鋼鉄の城じよう塞さいとして造つくり直された一角。まずは博物館へと招まねかれた冒ぼう険けん者しやギルド『碧あおの要よう塞さい』に属ぞくするネゴシエーター。彼らは時が来たのを知った。弁べん論ろん堂どうの外がい郭かく回かい廊ろうは、そこが竜族の戦史博物館の出口だという印を見せる。

「〈盟めい首しゆの準じゆん備びができたようです。お待たせいたしました。みなさん、こちらへ〉」

　それが交こう渉しようの場への入り口だった。竜が繰くり広げてきた戦の歴史を抜ぬけ、四人はラゾアにつづいた。これより始まる自分達の交渉は、竜の戦史に、どのように綴つづられるのか──




　中庭のような空間に出た。




「なんじゃ……ここは……っ」

　眼がん前ぜんの空間には、床ゆかがなかった。

「ここが元老院が集まるという弁論堂……」

　眼下には薄うす雲ぐもに霞かすんだ地表が見える。

　一望できるのは隆りゆう起きした大地、地上の山脈。ぽっかりと口をあけるカルデラの中に作られた、あの火口都市が広がっている。その光景に吸すい込まれそうになり、悲鳴をあげてパーティ三さん人にん娘むすめがギオンにしがみつく。

「お、おちついてください……っ！」

　床ゆかに置かれた動く巨きよ大だいな絵画のようなその景色の中央に、ギオンの足下からのびる鉄てつ橋きようがあった。中空に浮うかぶ島状のステージへ通じる、鋼こう鉄てつの橋だった。

「ひ……ひぃいっ！　こ、ここを進むのか!?」

　おびえるリュドミナ達にまとわりつかれたダークエルフの聖騎士パラデインは、熱心に周囲を観察していた。地上までの吹ふき抜ぬけ区画の外側には床ゆかがあり、そこには階かい段だん状じようにベンチが並ならび、四方へと高くつづいている。

「ここに竜りゆう人じん達がつめかければ、さぞかし壮そう観かんでしょうね……」

　火口が見える地表からは風が吹ふきあげている。竜族の弁べん論ろん堂どうは、常つねに地上の街を意い識しきする作りになっていた。

「足をすべらせたら普ふ通つうに死んでしまうぞ!?　竜人達は、急にわしらに落っことし攻こう撃げきとかしてこないじゃろうな！　おのれ……わし、さっき博物館で挑ちよう発はつしてしまったぞ……ッ!?」

「落ち着いて下さいリュドミナ！　橋の幅はばは二メートルはあります。めったなことでは落ちません」

　それでも、冒ぼう険けん者しや一いつ行こうはじわりじわりと橋の上を進む。

「ギオンくんっ!?」

　周囲が暗くなったのは一いつ瞬しゆんだけだった。四人はすぐに気づいた。上空を、影かげがよぎったのだ。とっさに見あげる。

「っんん??」

　床だけではなく、弁論堂には天てん井じようもなかった。冒険者達は橋の中なか程ほどから、さらに頭上に浮かぶ山さん塊かいを見ることができた。

「ねえ、……あれは、なに？　ギオンくん……」

　リュドミナもアズサも、頭上へ首をもたげたまま、動けなくなっていた。

　天を、赤いドラゴンが舞まっている。

「まさか、あれが……？」

　空そのものが裂さけて、滴したたってくるような赤だった。うろこや爪つめが紅玉ルビーで構こう成せいされているのか、太陽光までもが紅になって降ふり注いだ。険けわしい山道で見たドラゴンの倍以上はあろうかという巨きよ体たい。広げた翼つばさに宿る威い厳げんも、比ひ較かくにならないほどに。

「ちょっと、なんですかあなた達！」

　いつのまにかリュドミナとアズサ、そしてクルルが、毅き然ぜんと赤竜をあおぎ見ていたギオンにぴたりと、さらにさらに寄より添そっていた。

「じゃってこれ、本来なら大ボスじゃぞ!?　最終ボスじゃよっ!?」

「ギオン先せん輩ぱい絶ぜつ対たいに相手を怒おこらせないでくださいね!?　絶対ですよ!?」

「きゃーっ！　ギオンくんかっこいいぃぃっ！」

　風の幕まくが幾いく重えもパーティを打った。マグマのごとく分ぶ厚あつく煌こう々こうとした輝かがやきを体内に宿す巨きよ大だいな赤せき竜りゆうが、弁べん論ろん堂どう内部に降おり立った。両りよう翼よくで周囲の空間をつつみ込こむ赤竜を見あげるパーティに、世の理ことわりを越こえる畏い怖ふが沸わき立つ。濃のう密みつな圧あつ力りよくが四人の身体からだを吹ふき抜ぬけつづける。

　──大竜の御み姿すがた。

　赤い、竜の首。眼がん窩かにおさめられた溶よう融ゆうする黄金のような視し線せんが冒ぼう険けん者しやを捉とらえる。見つめられたリュドミナ、アズサ、クルルは、完全にダークエルフの聖騎士パラデインを盾たてにしていた。

「〈そなたらが、『碧あおの要よう塞さい』に属ぞくする冒険者か〉」

　弁論堂に鋭するどく、それでいてたおやかな女性の声が響ひびいた。それを追うようにして、いくつもの風の壁かべが四人を翻ほん弄ろうする。

「……ええ、我われ々われは使者としてやって来ました……！」

　ふいの疾しつ風ぷうに背そむけていた顔をあげる。ステージの上に、赤い竜人が現あらわれていた。

「〈なかなかの面つら構がまえじゃないか、ダークエルフ。おまえがパーティのリーダーか〉」

「そうです」

「そうなのかぁッ!?　え？　このパーティのリーダーって、うぬになったの!?　わしかと思ってた!!」

　ギオンはつめ寄よってくるリュドミナを片かた手てでその場に押おしつけるように留とどめたまま、中央ステージ上からパーティを見下ろしてくる溶融金の瞳ひとみ、深しん紅くの竜人に会え釈しやくする。

「冒険者ギルド『碧の要塞』の交こう渉しよう代だい理り人にん、ギオンと言います。代表殿どのとお会いできて光栄です」

「〈竜りゆう盟めい首しゆのカルメリーザだ。楽にしろ〉」

　うろこと同じ紅あかい礼れい装そう甲かつ冑ちゆうを身に着けた、武ぶを重んじる貴き族ぞく然ぜんとした竜人だった。

『人間サイズに直立した竜』と形けい容ようするだけでは足りない妖よう麗れいさが、火か口こう都と市しボルカノ代表の姿すがたにはあった。腰こしからのびる太い尾おが、しなやかに動く。

「〈ステージに上がり、掛かけるといい。生憎あいにく、人間の好みの茶を用意する余よ裕ゆうはなかったが、ゆっくり飲んでもいられぬのだろう？〉」

　冒険者の四人は、群ぐん衆しゆうがいるならば周囲から一身に視し線せんを集めるだろうステージに上がった。

　置かれていたのは木もく製せいのテーブルと、片かた側がわに並ならべられた四つのイス。中央にギオンが来るようにして腰掛けた。同じく正面に腰掛ける深紅の竜盟首。

　その背はい後ごに副官のラゾアが立つ。極ごく秘ひとも言える交渉が、始まった。

「この度たびは、事前の約束もない突とつ然ぜんの訪ほう問もんにもかかわらず、交渉に快く応じていただき──」

「〈よせ、挨あい拶さつなど交わしあうほど我々は親しくはない。手て短みじかに。私は忙いそがしい〉」

　カルメリーザは片手をあげて、ギオンの辞じ令れいを制せいした。

「〈ではまずはこちらから問おうか。なぜ人の子がここへ、この竜りゆう盟めい首しゆを訪たずねて来た〉」

「コーラルの港街で『碧あおの要よう塞さい』と街の要人の同どう盟めい式しき典てんを狙ねらった重じゆう大だい犯はん罪ざいが起こりました。未み遂すいで済すみましたが、その犯人は、この『ボルカノ』の中ちゆう枢すうから送られて来たことを示しめす証しよう拠こを残しています」

「〈それは真まことか？〉」

　ギオンに、竜りゆうの表ひよう情じようを読み取るスキルはない。だが彼女の声には、交こう渉しよう人にんであるギオンが並ならべる奇き矯きような言動を喜ぶような響ひびきがあった。

「真実はこうです。犯人は自じ爆ばくし、跡あと形かたもありません。しかし、アジトに残された証拠が三つ。『巨きよ人じん族ぞく』、『竜族』、そして『キマイラ族』が関かん与よしたと見られる指し示じ書しよでした。言うまでもなく、この中の二つは時間稼かせぎのための偽にせ物もの。その真しん偽ぎを確たしかめる方法として、我われ々われ『碧の要塞』は、その三つの箇か所しよに同時に冒ぼう険けん者しやを送り込こんだのです」

　臆おく面めんもないギオンのことばに、カルメリーザは喉のどを鳴らして笑った。

「〈あるいは出て来た証拠は三つとも偽物か。……さてはおまえ達、ギルド内での地位は高いところにはないな？　いや、はっきり低いと言ったほうがいいか。慇いん懃ぎんなわりに、さしずめ三つもあった選せん択たく肢しの中から、おまえ達はこの竜の都を押おしつけられたというところか〉」

「いいえ。僕達は自分の意思で、この『ボルカノ』を選びました」

「〈……なに？〉」

　紅くれないの竜りゆう人じんから皮肉な笑みが消えた。

「僕たちは、この犯はん罪ざいの目的の一つに《重じゆう魔ま素そ》が関連していると考えています」

「（ギ、ギオン！　それを言ってしまうのか!?　あ、あまり代表を刺し激げきするでないっ！　我われ々われなど、この竜にかかったらあっというまなのじゃぞ!?）」

「（というかなんでギオン先せん輩ぱいはそんなに落ち着いてスラスラなんですかっ!?　ちょっとおかしいです！）」

「（ギオンくんはこういうの、容よう赦しやないからなぁ）」

　三者が三様のやり方で、イスの上でお尻しりももじもじ落ち着かないことこの上なしだった。しかし、ギオンが放った《重魔素》のことばに最も反はん応のうしていたのは当の交こう渉しよう相あい手て。紅の竜人だった。
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「〈ほう……、その《重魔素》とやらが、我々竜族に繫つながると、そなたらは考えているのだな〉」

　竜人の鋭するどい爪つめが、テーブルの表面で硬かたい音を立てた。

「〈どちらにしろ、それついて我々が人間風ふ情ぜいになにかを告げてやる謂いわれなど、なにもない〉」

　ギオンの目の色を見けん聞ぶんするような間のあと、竜りゆう盟めい首しゆは牙きばを見せた。

「〈我々が《重魔素》にどのような想いをいだいているかなどということは、そなたらには関係ないことだ〉」

　カルメリーザの仕し草ぐさ、ふる舞まい。それがわずかに、緩かん慢まんなものになる。

「〈しかし、人間の冒ぼう険けん者しやが、ここまでやってきたのも事実〉」

　その声に、けだるいような息が、混まじり始めた。

「〈では、我々がコーラルの街を襲おそい、要人を暗殺し、《重魔素》を奪うばう計画を進めているという仮か定ていで話をしよう。確かく信しんがあってここに来たのだろう？　そうではないとは言わせぬ〉」

　竜盟首カルメリーザは淡たん々たんと告げた。

「〈ならばギオンとやら、手短に行こうではないか。計画中止の交こう換かん条じよう件けんだ。選べ。おまえ達四人の中から、一つ命を差し出せ。それと引きかえに、あの港町にひそませてある別の作戦要員に中止命令を出す〉」

「ならば僕の、この命を」

「〈即そつ決けつか〉」

「ぐぅっ？」

「へ……？」

「ふぇあっ？」

　戦士と魔法使いスペルエフエクターと神官の視し線せんが一いつ瞬しゆん遅おくれてギオンに注がれた。

「ぎ、ギオン！　待て！　えっ!?　なんじゃっ!?　なにを言っているのじゃうぬは！」

「そうですギオン先輩っ！　そんな大事なコトは、みんなで話しあって決めないと……！」

「任にん務むは!?　ねえギオンくん、任務のこと、忘わすれてないっ!?　ボク達は、リュドミナちゃんの《精アゾーむぐぅー」

「落ち着いてください、三人とも」

　クルルの顔面を押おさえながらギオンはパーティを鎮しずめる。

「言い方を変えましょう。このパーティの中では、防ぼう御ぎよ力りよくの高い聖騎士パラデインである僕が、一番生き残る確かく率りつが高いんですよ」

「……は？」

　三人は、ぽかんとして、ギオンのことばのつづきを待った。

「なんのために僕達は竜りゆう族ぞくの戦史博物館を見てきたんですか？　思い出してください。そして目の前をよく見るんです。竜りゆう盟めい首しゆのカルメリーザ殿どのはもとより、あの副官にいたるまで、身のこなしは一流の戦士。彼らは誇ほこり高き武ぶ人じんです。そのような戦士が命を差し出せと言った場合、それはつまり、単なる処しよ刑けいを意味せず、決けつ闘とうを意味するのではないですか……？　人間の命をただ散らすだけで、誇り高いドラゴンが自みずからの計画を変えるとは思えません。そこには、さらなる代だい償しようが必要でしょう。つまり、ただ死ぬのではなく、そこに誇りを見せろと言っているのです」

　褐かつ色しよくの肌はだのダークエルフは座すわったまま竜人を見あげた。

「そうなのではないですか？　カルメリーザ殿」

　高く澄すんだ笑い声が弁べん論ろん堂どうに響ひびいた。

　竜人の喉のどが震ふるえていた。

「〈気を悪くしたなら済すまない。今のはただの冗じよう談だんだ〉」

　ギオンを左右から囲む少女達は笑う竜人を見て、恐おそる恐る安あん堵どの息をついた。

「〈しかし、そうでなくてはな。ギオンとやら、リーダーのおまえが他人の命を差し出すと言ったら、四人まとめて八つ裂ざきにするところだ〉」

「ふっ……、心こころ得えておきます。竜の冗談というものを」

「ひぃっ！　なんじゃこいつらぁああ!!」

　ギオンとカルメリーザの雑ざつ談だんが始まった。

　だが、その軽口や皮肉、装そう備びしている武ぶ具ぐや世せ相そうを評ひようすることばの一つ一つが、竜盟首とギオンが操あやつる剣けんであり盾たてだった。

　ダイスを用いない、テーブルトークのみで進む、それがハードネゴシエイトだった。

「〈副官のラゾアが、そなた達を運んだと思うが、道中気を悪くはしなかったか？〉」

「快かい適てきな道行きでした。あの僅わずかな旅で、竜の持つ心がわかったような気がします。自らの力で空を羽ばたき空をゆく種族。……あの光景には精せい神しんそのものが奮ふるえ立ちます。人は地を歩くだけで、ここまでものを為なしてきましたが」

「〈はっはっは！　しかし我われ々われとていつも空を舞まっているわけではない。この弁論堂しかりだ。急ぐ旅でなければ、浮ふ遊ゆう城じようの見学も許きよ可かするが？〉」

「お申し出に感かん謝しやを。この身に翼つばさがあれば、行きも帰りも喜んで自みずからの力で降おりたつのですが」

　竜りゆう盟めい首しゆとギオンのやり取りがつづく。リュドミナの喉のどが、ごくりと鳴った。濃桃デイープピンクの瞳ひとみが潤うるみ始めていた。

「〈……そなた、人間に……、いや、ダークエルフにしておくのが惜おしいな〉」

　ギオンは肩かたをすくめ、机き上じようのカップを手にしていた。いつの間にかテーブルの上に副官が用意した茶が出されている。だが、ギオンとカルメリーザ以外、それに手をつけている者はいなかった。

「〈我われ々われは今、訳わけあって様々な力を欲ほつしている。どうだ？　こちらに付かないか？〉」

「「「……ッ!?!?」」」

　リュドミナもアズサも、クルルですら、もう胃いが痛いたくなっていた。自分達はまだ『碧あおの要よう塞さい』にすら、三日後に到とう着ちやくするという本部での正せい式しき採さい用ようはされていないのだ。それを、この段だん階かいで竜サイドに鞍くらがえ!?　意味がわからない上に想そう像ぞうすることも難むずかしい。

　カルメリーザの突つき出してくる剣は、どれも『選せん択たく』の連続だった。しかも軽く突き出されたように見えるただの一いち撃げきが、今後の一生を大きく左右させるほどの大選択。

　それこそ、竜の一撃のように。

「人界の風はダークエルフには冷たく厳きびしいものと聞く。だが、我らの元に参じるならば、その懸け念ねんは皆かい無むになると言っておこう。我が配下は実じつ力りよく主しゆ義ぎを持って成る。白はく眼がん視しなどさせぬが？」

「お申し出、大変ありがたく思います、カルメリーザ殿どの」

「では？」

「申し訳わけありません、僕は竜の側につくことはできないのです。それに、僕は今まで一度として、ダークエルフとして生まれたことを後こう悔かいしたり、それにより他人をねたんだことなどないのです」

　褐かつ色しよくの肌はだを持つ聖騎士パラデインは微び動どうだにせず、竜盟首を前につづける。

「そして、力は求めるは我われ々われ冒ぼう険けん者しやも同じですが、それはひとえに、信しん義ぎに基もとづいている」

「〈信義フイデス。まさしく、今の世に必要なのはそれだ〉」

　ギオンはカルメリーザの攻こう撃げきを、すべていなしていた。いなせばいなすほど次の一撃が大きいと予告されながらの攻こう防ぼうだった。

「〈いいだろう、ギオン。そなたの言い分を吞のもう。ここに信義は成った〉」

　それがふいに止んでいた。

「〈人界の強風を受け入れるばかりか、我が誘さそいを払はらいのけ、元来の所しよ属ぞくを堅けん持じするとは。これほどの信しん頼らいはない。……我々は今後、そなたら『碧あおの要よう塞さい』に手出しはしないだろう。しばし待て。今、書面の用意をする〉」

「感かん謝しやを。カルメリーザ代表」

「〈だいぶ暇ひまが潰つぶれた。これはその、ささやかな礼だ〉」

　リュドミナもアズサも、手のひらの中はもとより、全身が汗あせに濡ぬれていることに気づいた。なにが起こったか、よくわからなかった。いくつかの選せん択たくがあった。それを選ぶことに、なんの【判はん定てい】もいらない。あるのは意思、一つ。

　サイコロを振ふるだけでは味わえない、ＴＲＰＧのもう一つの醍だい醐ご味みが、目の前を轟ごう音おんを立てて通つう過かしていった。

「どうやら上手うまくいったみたいですねクルル。やはり交こう渉しよう事ごとは疲つかれます。いつもは諫いさ奈なに任まかせてしまいますからね」

「ギオンくんはゴリ押おしタイプだからねーっ」

　聖騎士パラデインのダークエルフと神官のエレメンタルドールのやり取りを見ていた魔法使いスペルエフエクターのアズサは、ふと気になってリュドミナを振ふり返った。

「……っ、……──」

　その濃桃デイープピンクの視し線せんは、ギオンの動きとまったく連動してしまっている。アズサのペンとメモ帳がうなりをあげた。

「〈これを持て〉」

　やがて、副官からもたらされたロール状じようの羊皮紙が、竜りゆう盟めい首しゆカルメリーザの手から、ギオンへと差し出された。留とめ口ぐちには、真っ赤な蠟ろうの封ふう印いんがほどこされている。

「確たしかに。……では、また改めて使者をこちらに送ります」

「〈そうなるだろう。今そなたに渡わたした物は講こう和わのための、事じ前ぜん交こう渉しようを進める親書だ。落とすことのないようにな。……忘わすれるな？　今までのことは全て仮か定ていの話だった。我われ々われは元々、ギルドの襲しゆう撃げきも意図していなかった上に、たまたまやってきたそなたらに友ゆう誼ぎを示しめし、その同どう盟めい和議の親書を差し出したのだ。我々竜族はそもそも俗ぞつ界かいとの交流を好まぬ。そなた達との信義は成ったが、これからのことは、それ次し第だいになる〉」

「承しよう知ちしました。当方としても、竜の一族と交流が持てることを嬉うれしく思います」

　深しん紅くの竜人が立ち上がり、ギオン達もそれにつづく。

　交渉は終わった。帰りも、来た時と同じ手はずが整えられた。

「ふ、ふぅ……わしはてっきり、ギオンは竜の方について行ってしまうかと思った」

「まさか」

「そ……そうじゃよねっ!?　うむ！　さすがギオン！　これが信義というやつじゃな！」

　副官のラゾアのあとにつづいて、切り立った鋼こう鉄てつの桟さん橋ばしに四人は戻もどった。

「〈そういえば、そなた達に一つ、聞き忘れていたことがあった〉」

　見送りにやって来ていたカルメリーザが、桟橋につづく門から冒ぼう険けん者しや一いつ行こうを呼よび止めた。

　振ふり向いたギオン、そして他の三人は、その場で固まった。

　距きよ離りを置いたカルメリーザが、激げき発はつ寸すん前ぜんの、深しん紅くの戦気につつまれている。

　竜りゆう人じんは問うた。




「〈《重じゆう魔ま素そ》がおさめられていた箱の中には、なにがあった？〉」




「「「「ッ!?!?」」」」

『それではみなさん【抵てい抗こう判はん定てい】を達たつ成せい値ち二十三でお願いします。失敗すれば、竜の特とく殊しゆ能のう力りよく【畏い怖ふ】により、すべての判定値にマイナス４のペナルティ。そして、今後の交こう渉しようにおいて噓うそをつくことができなくなります』

　ゲームマスターは告げる。ことばもない四人から、一いつ斉せいにダイスが放たれた。

　判定に成功できた者は、いなかった。

「ギオン！　これは、どういうことじゃっ!?」

「わかりませんが……これが、本当に最さい終しゆう質しつ問もんになるはずです!!　いや、ここからが交渉の本番と言っていいかもしれません……！　そして、その答えを間ま違ちがえれば、おそらく──僕らは、ここに来なかったことになります──」

「〈どうした。今まで通り、答えてみせよ〉」

　リュドミナ、アズサ、クルルは、パーティのリーダー、ギオンを見守った。歩みを戻もどし、竜盟首の数メートル先で立ち止まるダークエルフの背せ中なか。

「カルメリーザ殿どの！」

　聖騎士パラデインは燃もえ立つような深紅の灼しやく溶よう竜りゆうに相対し、告げる。

「あの、《重魔素》を、我われ々われは……」

　瞳ひとみを閉とじぬまま、一いつ瞬しゆん空をあおいでから、紡つむいだ。

「……我々冒ぼう険けん者しやは、確たしかに《重魔素》という大きな力を手に入れました。しかし、我々は力あるものを手にしたがゆえに、ある種の責せき任にんを果たさねばなりません。……我々は、命を扱あつかう。しかし、それがどのような命であろうとも、その生しよう滅めつに敬けい意いをはらいます。いずれ大たい樹じゆになるかもしれない鼓こ動どうを護まもるため、僕は聖騎士として生きる誓ちかいを立てている！」

　桟さん橋ばしを吹ふき抜ぬける風が、ギオンをなぶった。

「……──」

　今やあの『重魔素』が竜の一族由来の品だということはあきらかだった。それは本来、竜族の誇ほこりにかけて、人界になどゆだねておくことはできないものなのだ。

「……今は……」

　ギオンの吐はき出した息は、静かで、濃のう密みつだった。

「今は失ってしまいましたが、僕にも、命の移うつし身とも言える宝たから物ものが、ありました。その人形の名をエリザと言います」

　なにを言い出し始めたのかと、パーティの三さん人にん娘むすめはリーダーであるギオンを見た。

　特にクルルは初めて聞く祗ぎ園おんの過か去こ話ばなしに瞳ひとみを輝かがやかせ、リュドミナもいぶかしげにギオンのことばの行く末すえに身み構がまえる。

「僕は、過去の記き憶おくの大部分を失っています」

「そんな設せつ定ていが……」

　クルルがメモ帳を胸むな元もとから引っ張ぱり出し、ゲームマスターもクリップボードにペンを構かまえた。

「けれども、たった一つだけですが、幼おさない頃ころの記憶が僕の中には残っています。断だん片ぺん的てきなその記憶の中で……僕はかけがえのない誰だれかと、その人形の三人だけで過すごしていたのです。僕ら三人は、その時、確かに家族でした」

　灼しやく溶よう竜りゆうカルメリーザは、戦気をまとったまま動かない。

「……その誰かと僕は、毎日少しずつ、人形であるエリザに魂たましいを込こめていきました。新しい服をつくり、帽ぼう子しをつくり……、ことばを教えたのです。それは、今からすればくだらないおままごと、そのままです。ですが、その時の僕らには、エリザとの毎日が、とてつもなくかけがえのないものでした。……けれどある日、エリザは取り上げられてしまったのです。唐とう突とつに、彼女は棄すてられてしまいました」

　ギオンは深しん紅くの竜りゆう盟めい首しゆと向き合ったまま、一歩も下がらず、むしろ姿し勢せいを変えながら前進した。

「僕ら二人は、エリザを家族として必死に探さがしました。……やがて、彼女は見つかりります。しかし、僕らの元に戻もどって来たエリザは、元のエリザとは言えないくらいに、ボロボロになっていました。でも、僕らはそれまでと同じように、……いえ、前よりももっと僕らは固い絆きずなで結ばれ……。──……今では、その三人がバラバラになるほど、長い時間が経たっています。あれから様々なことが変わってしまいましたが、僕は、今でもその人形を探しています。……そして僕は、あのチェストボックスの中に、エリザの断片を見た気がするのです！」

　いつのまにか閉とじていた瞳を開き、『碧あおの要よう塞さい』から派は遣けんされたパラディンは、竜の都市を治める者に、最後の言ことの矢を放つ。

「あの《重じゆう魔ま素そ》には、確たしかに莫ばく大だいな力が宿っています。けれども、大いなる魂たましいは、その力は、今のままでは種シードにすぎず、誰だれかがそれを手にし、この大地に根を下ろさせ、持って我われ々われを庇ひ護ごしたもう礎いしずえとなる大たい樹じゆとなるよう導みちびかねばならないもの。僕はあの《重魔素》を、誰よりも深く、通じあうがごとく理り解かいしなくてはなりません。力そのものに目が眩くらんだ者しかいない現げん実じつは、この僕が変えます！」

　火山都市の空に、ギオンのことばが風となって溶とけた。

「〈いいだろう。受け取ったぞ、その魂を〉」

　都市の代表が、ギオンを見ていた。

「〈おまえ達のようなモノが冒ぼう険けん者しやであるならば、預あずけよう。その《重じゆう魔ま素そ》を〉」

　竜りゆう盟めい首しゆカルメリーザの体が、再ふたたび深しん紅くの大竜と化した。

　広がった翼つばさが空を叩たたき、天へと舞まい戻もどる。

　陽光を赤くちらし、深紅の竜はさらに上空にある山脈の陰かげに消えた。
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「〈おい、あんたか！　あんたが例の、爆ばく破は阻そ止し交こう渉しようをまとめちまった冒ぼう険けん者しや!?　うおおおおおっ！　すっげーな……！　やっぱオーラがちげぇよ！　頼たのむ！　そっちのテーブルで話聞かせてくれ！　は？　俺？　商人！　旅商人的冒険者！　な？　いいだろ!?　なあすげえよあんた、本当なんだろ？　『碧あおの要よう塞さい』メンバーっつうのは。……は？　まだ正式には入にゆう団だんしてない？　だったらなおさらすげえじゃねえか！　おい、奢おごらせてくれよダークエルフのあんちゃん！　未来の救世主に乾かん杯ぱいだ……！　あの港町、コーラルはもう、安全なんだよなっ!?　爆ばく弾だん騒さわぎはもうナシだ！　ありがてぇ……!!〉」

　いえ、自分は任にん務むを忠ちゆう実じつに遂すい行こうしたにすぎません。

　まあ、確たしかに誰だれにでもできるというわけではないでしょうけれど、僕は、自分のやるべきこと、できることをやっただけですので。

　──いいかげんうるさいので、もう向こうに行ってもらっていいですか……？




「〈ウチらはわかっとったよ？　……ギオンって、いったっけ。アナタみたいなのが、やってくれるて。これだけマーマンを退たい治じしてくれたら、漁りよう師し達の船かて、もう沈しずめられることもなくなるやろうし、魚ももっと採とれるようになる。それに、船を襲おそわれたウチの父ちゃんもきっと喜んどるよ。冒険者なんてどいつもこいつもロクでもないやつらばっかりやけど、アナタは違ちがうよ。……ありがとうな〉」

　別に僕はあなた達漁師のために魚人族マーマンを討とう伐ばつしたわけじゃありません。

　奴やつらにはただ、嵐あらしに乗じてギルドの船を沈しずめた報むくいを受けさせただけのこと。

　それに《重じゆう魔ま素そ》を異い端たんに渡わたすわけにもいきませんでしたから。

　礼など、結けつ構こう。




「〈キ、キ、キミ達のおかげで、と、とうとうトンネルが開通したんだ……!!　わ、わかるかい？　これは、じ、実に三百年振ぶりのことなんだよっ！　ほ、本当に、ラヴィリンス・ハザードってのはやっかいだ。も、もともとは一本道だった海底トンネルが迷めい宮きゆうになって、モンスターすら出て来てしまうんだから。ざ……財ざい団だんを代表して、礼を言わせて欲ほしい。こ、これで玖グ大陸とラズリ島までが陸路で繫つながったことになる！　じ、実に……実によくやってくれた！　キミのことは……絶ぜつ対たいに忘わすれないよ。わ、忘れられるものか！　なにか困こまったことがあったら自分達にいつでも声をかけてくれ。わ、我われ々われは、なにを置いてもすぐに駆けつけよう！　た、た、助かった……！　ああ、助かったとも！〉」

　僕達は自分達のために行動しただけです。

　慈じ善ぜん事じ業ぎようとして研究を進めておられたあなた達の方がよほど褒ほめられて然しかるべきですよ。

　こちらこそ、様々なバックアップをしていただき、感かん謝しやしています。




「〈本当に……本当に、ありがとう！　あなたがいなかったら、村のみんなは死ぬより辛つらい目にあっていたはずだわっ！　ギオンさん、あなたこそ神さまがこの村に遣つかわせてくれた天使様にちがいないって、わたし、思うの！　オークなんかのお嫁よめさんになんかなりたくないけど、わたし、あなたのお嫁さんにだったら喜んでなるわっ！〉」

「〈ダークエルフのお兄ちゃん、ありがとう！　お姉ちゃんを助けてくれて！　これでまた、みんなで一いつ緒しよに、この村で暮くらせるんだね？　ずっとだよねっ!?〉」

　たった一人でオークに立ち向かおうだなんて、なんという無茶をしたんですか！

　僕達が間にあわなければ、どんな惨さん劇げきがこの村に訪れていたことか……!!

「ぎおん」

　異い端たんを討とう滅めつするために、我われ々われの力はあります。もう二度と、この温かさを失わせはしません。

　礼など、結けつ構こう。




「たすけにきてくれたんだよね、ぎおん」




　我われ々われが礼を言われるということは、すべてを秘ひ匿とくするという任にん務むの失敗を意味するのですから。救った者から礼を言われるなど、望むべくもないこと──

　そう、礼など、聞きたくありません。




「ぎおん、おねえちゃんは、すごくうれしいよ……」




　誰だれでもない……。そうです。

　僕はもう、絶ぜつ対たいに聞くことの出来ない、ただ一人から、

　お礼を、

　ありがとうを、言ってもらいたい、だけなんです──
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　──静かに、目が覚めた。







　祇ぎ園おんはカーテンの隙すき間まからもれる朝日を頼たよりに、自室のベッドの中から目覚まし時計を見た。

　ベルが鳴る十五分前。

　──気が、立っているのだ。

　竜りゆうとのネゴシエイトをこなしたセッションを終えたのが、昨日だった。

　プレイ時間はのびにのびていた。結果、なんとセッションはコーラルの街で最後を締しめようとなった途と中ちゆうで、校内を見回りしていた警けい備び員いんに見つかり、追い出されるように場はお開きになってしまったのだ。

　これも予想外の出来事だった。街に戻もどりさえすればギルド本部に通され、そのまま《精髄アゾート》たる《重じゆう魔ま素そ》を手に入れられると思っていた祇園の思おも惑わく。それが、そのはるか手前で、『では、そういうことで！』的に強きよう制せい的てきに終しゆう了りようしてしまうとは……。

「くッ……」

　体内に、夢ゆめを見ていた感かん触しよくが残っていた。頭が重く、熱っぽいような気がした。

「……、なん、だ？」

　なにかが、おかしかった。今さっきまで見ていたはずの夢の内ない容ようを、なぜか、まったく覚えていない気がする。いつもの、あの焼けつくような感触がなかった。

　儀ぎ式しきのようになっている『あの夜』のビジョン。血の色をした闇やみに塗ぬりつぶされた惨さん劇げき。幾いく度どとなく、これからも絶ぜつ対たいの復ふく讐しゆうを誓ちかいを捧ささげる十じゆう字じ架か──

　またあの情じよう景けいを見たはずなのだ。だが、その感触が、いつもとまるで違う。

「それでも、胸むねに残っている、この……」

　祇ぎ園おんは昨夜、帰き宅たく後ごのトレーニングのあと、ショートパンツのみで寝ねてしまっていた。肌はだの大部分が空気にさらされている。

　彼は傷きずだらけの胸むねをさわった。比ひ喩ゆ表ひよう現げんではなく、異い端たん討とう滅めつ騎き士しの肌は、いたるところに無数の傷が走っている。齢よわい十七にして、歴戦の証あかし。

「……？」

　異い変へんは胸の中だけではなかった。

　頰ほおが、濡ぬれていた。

　とっさにそれを血だと思い、拭ぬぐって確たしかめる。無色の液えき体たいが、手のひらについている。

「なんです？　これは……」

　目元を拭えば拭うほど、視し界かいがクリアになっていった。祇園は心を落ち着ける。──問題はなにもないはずだった。

《重じゆう魔ま素そ》は、『碧あおの要よう塞さい』という、あの世界では一位二位を争うであろう、練れん達たつの冒ぼう険けん者しや達に最さい優ゆう先せんで護まもられている。

　爆ばく破はの脅きよう威いも取り除のぞいた。安定的な場所は確かく保ほしきることができた。それが保ほ証しようできなければ、いわゆる《精髄アゾート》の腑ふわけができない。

　むしろ、ここからが正しよう念ねん場ばだった。このままＴＲＰＧのセッションを進めることが出来れば、《精髄》内部へ──あのリュドミナらしき少女と、そこにいた浮ふ浪ろう児じのような黒くろ髪かみの青年の謎なぞを解かい明めいできる。

「よし……」

　祇園はシャワーを浴あびようと、布ふ団とんをめくった。

「……はっ!?」

　とっさにギオンは、ベッドの上うわ掛がけをすべてはぎ取る。

「……、ふぅ……」

　シーツの上には、自分ただ一人きりだった。

「ですよね。居いるわけが、ありません……まったく」

　シャワーを軽く浴びてから、祇園はリビングに移い動どうした。

「……どうしたんですか？　諫いさ奈な」

　そこでは家を出て行ったはずの嬉うれし奈な森もり諫奈が待ち構かまえていた。祇園は気にせずイスに座すわり、枢くるるが用意しておいてくれた新聞を広げる。

「今日は『鶏鳴騎士団クルースニク』……いえ、『異端審問庁』からの報ほう告こくを持ってきました」

　目を細める七しち三さん分わけの騎き士しに、メガネのフレームを押おしあげた諫奈が告げた。

「お願いします」

「あのリュドミナというヴァンパイアですが、彼女は『第だい三さん断だん片ぺん』という『褥訓レリジヨン』に所しよ属ぞくするヴァンパイアと判はん明めいしました」

「聞いたことがありませんね……。『第だい三さん断だん片ぺん』……」

　祇ぎ園おんは、上じよう層そう部ぶからのエージェントとして姿すがたを見せた少女から、一枚まいの紙面を受け取った。

「そして新たに判はん明めいしたこの事実により、第十三小隊隊長の祇園さんへ、当とう該がいヴァンパイアであるリュドミナ・エステルハージに対する新たな指令が下されました」

「新たな……？」

「彼女に対する調ちよう査さ任にん務むは、現げん時じ刻こくをもって中止となります」

　薄うすい魔ま導どう書しよに視し線せんを落とす元部下、嬉うれし奈な森もり諫いさ奈なは抑よく制せいの利きいた声でつづけた。

「帰死者ヴアンパイア戦略班、第十三小隊隊長・刀と儀ぎ野の祇園は、これより直ただちに魔ま王おう級きゆうヴァンパイア、リュドミナ・エステルハージを討とう滅めつ。灰はいに還かえし、葬そう処きよへと送れ。……指令書にある通りです。よかったですね、隊長」

　エージェントの元部下は、元上司である刀儀野祇園へと、少しだけ表ひよう情じようをゆるめた。

「ついにあなたのやり方が、『聖団』上層部にも認みとめられたということです」

　祇園は、先ほどまでベッドの中で見ていた夢ゆめを思い出そうとしていた。なぜかわからなかったが、今、どうしてもそれが必要な気がしていた。





『ＴＲＰＧしたいだけなのにっ！　異イ端タン審シン問モンハ　ソレヲ許ユルサズ




〈下〉　叛はん逆ぎやくのダークエルフ』につづく












　　　あとがき




　ＴＲＰＧを一言で説明することは本当に難むずかしい。自分が知る限かぎり、これだというクリティカルなフレーズ、つまり、ＴＲＰＧの知ち識しきをなにも持たない友人へ、そのままストレートに、あますことなくその楽しさを伝えて興きよう味みを持ってもらえる誘さそい文というものを、今まで一度も見たことがない。どうしても、それは長文になる。そしてＴＲＰＧについての説明をしているうちに、友人は別のなにかに興味を移うつしてしまう。おい待つんだ、おまえが今興味を示しめすべきなのはスマホの画面じゃない。こっちを向いてくれ……。

　今日も世界のどこかで、このはがゆさは生まれている。

　ＴＲＰＧは楽しい。どこかのヴァンパイアではないが、文もん句くなしに究極の遊技ゲームだと僕も思う。

　けれど、おそらくＴＲＰＧというものが持つ魅み力りよくが重じゆう厚こうで多た層そう的てきすぎるせいで、それはうまく一つの方向から言語化することができない。今朝けさ見た大爆笑ものの夢ゆめを飲み会の席で語る時のように、自分でだんだん「これはちがう、もっと面おも白しろい物なのに……」と後こう悔かいが始まる。己おのれの伝でん達たつ能のう力りよくに軽い失望感さえ抱いだくようになり、その日の夜の布ふ団とんの中でもだえることにもなる。ここ最近、僕は誰だれかと飲みになんて行ったりしていないけれども。




　自分がＴＲＰＧを小説にしようと思ったきっかけは、担たん当とう編へん集しゆうさんの一言だった。

「おかゆさんしか書けないハウツーものとか、ありませんか」

「また無茶なことを」

　僕は笑った。ハウツーものを書くほど、僕には精せい通つうした唯ゆい一いつ的てきな趣しゆ味みや仕事などない。もう四年も前の話だ。




　小説のジャンルの中にはハウツーものと呼よばれるものがある。最近の電でん撃げき文ぶん庫こでいえば夏海なつみ公こう司じ先生の『なれる！　ＳＥ』などがそうだ。この物語はＳＥシステムエンジニアと呼ばれるＩＴ企き業ぎようの中の一つの職しよく種しゆについてコミカルに、一種ライトノベル的に描えがきながらも、同時にＳＥ業界の内実を詳くわしく公開していくことで、業界初心者である読者の知ち識しき欲よくを楽しませることを目的としている。なおかかつ、実じつ際さいにＩＴ業界の方が読めば、あるあるものとしても機き能のうするようになっていて、「これぞハウツーの醍だい醐ご味み！」というものを満まん喫きつできる一冊さつだ。

　そんな感じで、ハウツーものには『なれる！　ＳＥ』のように異い業ぎよう種しゆものと呼ばれるものもあるし、最近では将しよう棋ぎのハウツーや、高校野球のハウツー、オタク業界のハウツーものなどでヒットしている作品もある。

　ＴＲＰＧのハウツーものをやってみようと僕が思ったのは、それが自分にしかできないと思ったからではない。書いたら面白いものになるだろうという予感があったからだ。

　執しつ筆ぴつはもちろん難なん航こうした。結果、自分の力不足により話がコンパクトにまとまらず、上下巻かんという構こう成せいになってしまった。ＴＲＰＧの魅み力りよくを語ろうと思った時、その文章は長くなるという部分を僕はクリアーできなかった。

　でも、いいわけするコトが許ゆるされるならば、僕は最後までこう言い張はりたい。「ＴＲＰＧの面おも白しろさを語るには、やっぱりこのくらいの分量が必要なんです」と。今回の作業で改めて実感した。ＴＲＰＧはその大部分が一言では言い表せないたぐいの成分で構成されているのだと。

　そして一言で伝えられないものを描えがくには、小説はうってつけの媒ばい体たいだと僕は思っている。




　この、まだ前半しか書かれていない物語を読んだあなたが「ぜひ自分もＴＲＰＧをやってみたくなった」、「そういえば久ひさしぶりにやってみようか」と思ってくれたなら、僕のもくろみは成功したことになる。「下巻も絶ぜつ対たい読まなきゃ！」と思ってくれていたなら、それも一つの小説としての成功だ。ＴＲＰＧを実じつ際さいにやってみるのは下巻を読んでからでも遅おそくはない。自分のやりたいＴＲＰＧのルールの情じよう報ほう収しゆう集しゆうや準じゆん備びにも時間はかかる。




　ＴＲＰＧはたくさんの偉い大だいな先人の方々が築き上げてきた文化だ。そこに自分のような者が、なんの断ことわりも無しに突とつ然ぜん小説として作品を発表してしまうことに、実はすこしだけ罪ざい悪あく感かんがある。

　でも自分自身のＴＲＰＧに対する愛と、この奇き妙みような遊技ゲームに対する感かん謝しやの念だけは、僕は本物だと確かく信しんしている。

　それを贖しよく宥ゆう状じよう──免めん罪ざい符ふとして、僕はもう少しだけこの物語を書き進めて、読者になってくれた方々の審しん判ぱんを待つことにする。




　上巻を読んでいただき、本当にありがとうございます。

　下巻は、一ヶ月後に発売される予定です。

　異い端たん審しん問もん官かんの青年は、この奇妙な事じ件けんに、どのような決着をつけるのか。

　そして帰死者またがえりものの少女は、なぜ『ＴＲＰＧ』という遊技を始めるに至ったのか。

　全てはそこで明かされます。

　しばしのお別れであることを祈いのりつつ、それでは今日は、この辺で。





おかゆまさき
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おかゆまさき

１９７９年、北関東生まれ。かえるという生き物はかなりファンタジーな生態を持っていると思う。そこで質問。実家の畑に豆粒みたいに小さい青蛙がいるんですが、かえるの子はオタマジャクシであってますよね？
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イラスト／ななしな

部屋の片隅にプラモの箱を積む為に絵を描いています。

今月は「零戦21型」、「烈風11型」、「ターンＸ」、「サザビー」が仲間に加わりました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「おかゆまさき先生」係

「ななしな先生」係
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